
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──さて、約束だったな。お前に話してやる」

　グレイワースは、地面に倒れこんだカミトを見下ろして言った。

「二十四年前、私が〈精霊王〉の祭殿で知ったことを──」

　灰色の雲間から朝日が差し込み、アレイシア精霊学院の学舎を照らし出す。

〈人間界〉と〈元素精霊界〉の融合──〈アストラル・シフト〉の現象は中断し、空に満ちるおびただしい数の魔精霊は姿を消していた。

〈門〉の遺跡の設置された広場には、カミトとグレイワースの絶剣技によって破壊された、〈天使〉の残ざん骸がいと、エストによく似た聖剣が突き立っている。

〈聖国〉の枢すう機き卿きよう、ミレニア・サンクトゥスが、精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエに姿を変えたものだ。

　もはや、もとの姿に戻る力は残っていないのだろう。刃はその輝きを失い、まるで墓ぼ標ひようの如ごとくたたずんでいる。

「二十四年、前……」

　口の中に溢あふれる血を地面に吐き、カミトは呟つぶやく。

〈黄昏の魔女〉と呼ばれた彼女が、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で優勝した年だ。

「……っ、どういう、ことだ……？」

　カミトは訊きき返し──

　不意に、激しい目眩めまいに襲われた。

（……っ、なん……だ!?）

　全身の力が一気に抜け、眼球の奥に焼けつくような激痛が走る。

　激しく脈打つ鼓動。

　グレイワースの姿を映した視界が、真っ赤な血の色に染まる。

「坊や、どうした──」

　異変に気付いたグレイワースが、カミトの頭を抱き抱かかえた。

　カミトの目を覗のぞき込こんだその瞬間、彼女は息を呑のむ。

「これは……!?」
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　局所的〈アストラル・シフト〉の収束より、一時間と半刻後。

　帝国騎士団の駐留する〈アレイシア精霊学院〉の学舎に、学院を象徴する〈聖女〉の旗が翻り、学院生による奪還が宣言された。

　帝国騎士団の多くは戦意を失い、降参したため、抵抗はほとんどなかった。

　最高指揮官である〈十二騎将ナンバーズ〉のアレンドラは姿を消し、空はドラクニアの〈飛竜騎士団〉によって占拠された。また、学院都市を巻き込んだ〈アストラル・シフト〉と魔精霊の大量召喚は、〈聖国〉に対する不信感を引き起こすのに十分なものだった。

　そしてなにより、騎士たちの心変わりを促したのは、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の演説であった。

　突如、講堂に姿を現したグレイワースは、オルデシアの王宮に巣くった〈聖国〉の謀略と、帝都の中枢で行われていた軍のおぞましい研究を暴きたて、〈正統オルデシア〉に味方するよう説き伏せたのである。

　グレイワースが全盛期の姿で現れたことを、疑問に思う者はいなかった。なにせ、彼女は伝説の魔女。姿を変化させることは造作も無いだろう。

　アレイシア精霊学院の学院生と同じように、グレイワースの伝説に憧れ、精霊騎士となった者は多い。その英雄が、伝説そのままの姿を現したのである。

　かくて、姫ひめ巫み女こたちの学舎は、再び学院生たちのもとへ戻ったのだった。

「……それにしても、派手に壊しちゃったものね」

「ひどいありさまですわ」

　壁が崩壊し、半分ほどが焼け落ちたレイヴン教室寮の前で──

　クレアとリンスレットは、呆あきれたように立ち尽くした。

　この無惨な破壊は、〈門ゲート〉より召喚された大量の〈魔精霊〉によるものでも、〈天使〉によるものでも、まして帝国騎士団によるものでもない。

　カミトが〈魔王の指輪リング・オヴ・スライマン〉の力によって解放した、〈魔王〉の精霊が暴れたことによって引き起こされたものである。

　コントロールを失った精霊たちは、学院の敷地内で散々暴れ回ったあげく、〈アストラル・シフト〉で出現した〈門〉を利用して、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉へ帰って行ったのだった。

「きっと、あたしたちの部屋もめちゃくちゃね」

「キャロルが持ち出してくれなかったら、危ないところでしたわね」

　ため息をつきながら、リンスレットが呟つぶやく。

　キャロルは、レイヴン教室寮が帝国騎士団によって接収される前に、主人たちの大切なものを持ち出しておいてくれたのだ。

「また修繕費がかさんでしまうな」

　エリスがこめかみを押さえて呻うめいた。

「修繕費用は、オルデシア本国に出してもらえばいいじゃない」

「ああ、王女殿下が無事に玉座を取り戻すことができればな」

「フィアナと姉様、大丈夫かしら……」

「諸侯とドラクニアの連合軍は帝都に攻め入ったそうだ。学院奪還の報を受けて、中立の諸侯が寝返ったようだな」

　エリスは風の精霊たちの声を聞くことができる。情報は正確だろう。

「……間に合ってよかったわ」

　クレアはほっと安あん堵どの息を漏らした。

「〈聖国〉は軍を動かさないのかしら？」

「そのようだ。表立って介入は無理だとの判断か。あるいは、なにか狙いがあるのかもしれないな……」

　エリスは瓦が礫れきを片付け、レイヴン教室寮の中に足を踏み入れる。

　一階にある共同キッチンは乱雑に散らかっていたが、内装は無事なようだ。

「外壁は崩れるも、中の損害は軽微と──」

　メモ帳に被害を書き付けて、寮の中を歩き回る。

「よかったですわ。精霊機関はなんとか使えそうですわね」

　リンスレットがコンロの精霊鉱石に指先を触れると、小さな炎が生まれた。

「これで炊き出しができますわ」

「見て、あたしの隠してた桃缶もあったわ！」

　地下に降りたクレアは、缶詰を抱かかえて階段を上ってくる。

「クレア、ひとりじめはだめですわよ」

「わ、わかってるわよ！　カミトのところに持ってくの！」





　　　　◇






　双ふたつの月。燃えるように赤い空。

　どこまでも広がる森の上を、無数の精霊たちが飛び交っている。

（……なんだ、これは？）

　カミトの視界は、空の上にあった。

　身体は動かない。目の前の光景を、ただ見せられているだけだ。

　巨大な炎精霊が森を焼き、竜の姿をした精霊があたりを焦土に変える。

　真紅の鎧よろいを纏まとった戦せん姫きの集団が、竜精霊と勇敢に戦っている。

　その戦せん姫きの中の一人に、カミトは見覚えがあった。

（……あれは、スカーレット!?）

〈[image: ]銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉オルトリンデ──クレアの契約精霊の真の姿だ。

　炎を纏まとう戦姫たちは、巨大な竜精霊めがけて一斉に武器を突き立てる。

　竜精霊は地を揺るがすような咆ほう哮こうを上げ、炎の中に倒れ伏した。

　獲物を屠ほふった戦姫たちの前に、今度は漆黒の翼を持つ闇精霊が顕あらわれた。

（──レスティア!?）

　その姿は紛まぎれもなく、カミトの左手に宿る契約精霊だ。

　レスティアは冷酷に微笑ほほえむと、空を覆い尽くすような闇の雷撃を放った。

　何体もの〈[image: ]銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉が、雷撃に撃たれて墜おちてゆく。

「なんなんだ、一体……」

　……これは夢だ。カミトはそう判断する。

（だが、ただの夢じゃない。この光景は──）

『──〈精霊戦争〉。六千年前に起きた、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉を二分した大戦』

　唐突に、頭の中で声が反響した。

「……っ!?」

　それは、カミトにとっては、馴な染じみのある声だった。

　カミトを闇に誘いざなう声。

〈闇の精霊王〉──レン・アッシュドールの声だ。

　カミトは無意識に、両手の双剣を握ろうとした。

　だが、その手に剣は現れない。

　当然だ。これは彼女の見せる夢の中なのだから。

『私の仇きゆう敵てきが目覚めた。ゆえにお前も目覚めなくてはならぬ』

　這はい回まわる闇の霧が、たおやかな腕のように、優しくカミトを包み込んだ。

「仇敵？　〈聖女〉のことか？」

『そうだ。〈聖女〉は魔王の対となる存在』

「俺は、あんたのものになるつもりはない──！」

『そうはゆかぬ。お前は私の、愛いとし子ごなのだから──』

　嘲あざ笑わらうような彼女の声が、脳裏に何度も反響した。





　　　　◇






「ぐっ、う……あっ……！」

　喉の奥から振り絞るような声を上げ、カミトは跳ね起きた。

　ベッドのスプリングが激しく軋きしむ。

「はあっ、はあっ、はあっ、はぁっ──」

　汗ばんだ自分の手を見つめ、それから、ゆっくりとあたりを見回した。

　真っ白な壁。薬品や〈精霊鉱石〉が整然と並んだ棚。

　……よく見慣れた場所だった。

〈風王騎士団シルフイード〉の仕事で、訓練中に倒れた学院生を何度も運んだことがある。

　学院校舎の中にある医療施設だ。

（……そうか。あの〈天使〉と戦って、意識を──）

　すぐに現状を把握し、小さく安あん堵どの息をつく。

　グレイワースがここへ連れてきてくれたのだろうか。

　半身を起こしたカミトは、鈍く疼とう痛つうのする肋ろつ骨こつに手を触れた。

〈天使〉の攻撃で砕けた骨は、すでに癒合していた。痛みはまだ残っているものの、驚異的な治癒力──いや、再生力だ。身体が丈夫なのは、鋼の精霊であるエストの加護もあるのだろうが、それにしても肉体の回復が速すぎる。

「くっ……！」

　カミトは左目を押さえ、低く唸うなった。

　眼球の奥が疼うずくように痛む。

「大丈夫よ。カミト──」

　と。

　優美な声がカミトの鼓膜を震わせた。

　白くたおやかな指先が、そっとカミトの手に添えられる。

「レスティア……」

　振り向くと、黄昏色の瞳が微笑していた。

　夜色のドレスを纏まとった、美しい闇精霊。

　さっき夢の中で見た彼女は、無慈悲な女王の如ごとく冷徹な眼まな差ざしをしていたが、いまカミトに見せているその表情は、可か憐れんな少女のように愛らしい。

「──夢の中で、〈彼女〉と会ったのね」

「……ああ」

　静かに口を開くレスティアに、カミトは短く頷うなずく。

　契約の絆きずなで結ばれた精霊使いと契約精霊は、稀まれに夢を共有することがある。

　先ほどのような、強烈なイメージを伴う夢であればなおさらだ。

　はたして、あれはカミトの見た夢だったのか、あるいはレスティアの──？

（……いや、どちらでも同じことか）

　胸中でかぶりを振る。なんにせよ、闇の精霊王〈レン・アッシュドール〉が、カミトの魂を支配しようとしていることに変わりはないのだから。

「あの夢……あれは、現実にあったことなのか？」

「あれは、六千年前の〈精霊戦争〉の光景よ」

　レスティアは頷うなずいて、言った。

「〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の中心部で、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉とレン・アッシュドールの最後の決戦が行われた。〈五大精霊王〉の軍勢は、多大な犠牲を出しつつも〈闇の精霊王〉を倒し、彼女を〈人間界〉と〈元素精霊界〉の狭間はざまに封印した──」

「だが、その封印は完全なものじゃなかった……？」

「そうね。彼女は〈五大精霊王〉の目を逃れ、自身の力を、最も弱き者である人間種族に転生させることに成功した──」

　レスティアの瞳の奥に、紅あかく輝く紋様が浮かんでいた。

　月と剣の紋様。レスティア・アッシュドールの〈精霊刻印〉と同じものが。

（……っ、違う。彼女の眼球に映った、俺の目の光だ）

　左の眼球の奥底に、また疼うずくような痛みが走った。

「……っ、どうして、俺の目にレスティアの〈精霊刻印〉の紋様が？」

「いいえ。それは私の〈精霊刻印〉ではないわ、カミト」

「……？」

「それは〈闇の精霊王〉レン・アッシュドールの〈精霊刻印〉。覚醒した彼女が、あなたと〈精霊契約〉を結ぼうとしているのよ」

「なんだって？」

　レスティアはベッドの上で身を寄せると、カミトの両りよう瞼まぶたにそっと手をあてた。

「仇きゆう敵てきである〈聖女〉の覚醒に呼応して、彼女もまた目覚めはじめたのでしょうね」

「お、おい、レスティア!?」

　ふわり、と羽のように軽い体が、視界を閉ざされたカミトの上にのしかかる。

　たおやかな腕が後頭部に回され、そのまま抱きすくめられた。

　落ちかかる髪先が頬ほおをくすぐり、闇の翼が背中を優しく包み込む。

〈教導院〉にいた頃、彼女はよくこうしてくれた。任務の中で、一緒に組んだ仲間たちが死んだとき、彼女はずっと、こうして寄り添っていてくれた。

「大丈夫よ、カミト。私はあなたの剣、あなたを彼女には渡さないわ」

「レスティア……」

　左手がほのかな熱を帯びる。眼球の奥で疼く痛みが、少しずつ治まってゆく。

　契約の〈精霊刻印〉を介して、〈闇の精霊王〉の力を抑え込んでいるのだろう。

　視界を塞ぐ手のひらが離れた。

　濡ぬれた黒翼が、ほのかな闇の燐りん光こうを放っている。

　悪戯いたずらな微笑を浮かべて見下ろす彼女のその姿を、美しい、とカミトは思った。

　と。

「ふふ、もう入ってきても大丈夫よ、火猫のお嬢さん」

「ひゃんっ!?」

　部屋の外で悲鳴のような声がした。

　直後、ゴロンゴロンとなにかの落ちる音が響く。

「クレア？　な、なにしてるんだ？」

　ベッドから半身を起こしたまま、カミトは怪け訝げんそうに言った。

　ツーテールの髪をぱたぱたさせたクレアが、あわてて落ちた缶詰を拾う。

「……っ、べ、べつに、カミトが倒れたって聞いて、ちょっと様子を見に来ただけよ！」

　両腕に缶詰の山を抱かかえたクレアが部屋に入ってきた。

　頬ほおが少し赤く染まっている。

（レスティアに抱きしめられてるの、見られてたのか……）

　べつにやましいことはしていないのだが、なんとなく気恥ずかしい。

「その、怪け我がは、もう大丈夫なの？」

　クレアはこほん、と咳せき払ばらいして言った。

「ああ、もう治りかけてるみたいだ」

[image: ]

「そう、よかったわ」

　と、安あん堵どの息をつくクレア。

　カミトの目を見ても、彼女はなにも言ってこない。

　左目に浮かんだあの紋様は、もう消えているのだろう。

　カミトはレスティアに視線を送り、左目のことは黙っててくれ、と意思を伝えた。

　……あまりクレアを心配させたくない。

　レスティアは、わかったわ、というように小さく頷うなずく。

「お腹空すいてるでしょ。とりあえず、レイヴン教室寮からいろいろ持ってきたわ」

　言って、クレアは両腕に抱かかえた缶詰の山を、ベッドの上にバラバラと落とした。

　鹿肉のシチューに魚の煮付け。甘いシロップに漬けた果物。缶詰は高級品で、精霊への供物にも使われるため、ラベルには精霊語の文字が印刷されている。

「ああ、悪いな。ちょうどなにか腹に入れたかったとこだ」

　カミトは果物の缶詰をいくつか選び、ベッド脇の棚に積み上げる。

「えっと、闇精霊……」

「なにかしら？」

　クレアはそっぽを向きつつ、缶詰を差し出して、

「そ、その、助かったわ。あんたのくれた護符のおかげで」

「……え？」

「だから、一応、お礼よ。缶詰の嫌いな精霊なんていないでしょ」

「あら、お礼なんて──」

　レスティアは首を振って微笑する。

「私こそ、あなたのおかげで、カミトのもとに駆けつけることができたわ」

「い、いいから、受け取りなさいよね！」

「ふふ、わかったわ。ありがとう」

　レスティアは少し嬉うれしそうに、缶詰を受け取った。

　昔は因縁のあった二人だが、カミトの知らぬうちに、少しだけ仲良くなったようだ。

「ところで、なんの缶詰かしら？」

「それはサバ缶ね。学院の精霊の間でも人気の一品よ」

「サバ……」

「なによ、魚苦手なの？」

「いいえ、いただくわ。お魚はあまり食べないのだけど……」

　クレアはカミトのほうに向き直った。

「ほ、ほんとは、なにか作って来たかったんだけどね」

「いや、気持ちが嬉しいぞ」

「……っ！　う、うん……」

　クレアの髪がぴょこんと跳ねた。

「ほら、スプーンを貸しなさい。あ、あたしが、食べさせてあげるわ」

「い、いや、大丈夫だって！　手は動くし……」

「なによ、文句があるの？」

　クレアがむっと唇を尖とがらせた、その時だった。

「ねーねー、カゼハヤ・カミトはここにいる～？」

「……？」

　と、そんな声がして──

　唐突に現れたのは、白と黒のドレスで着飾った、十歳くらいの可か憐れんな女の子だった。

　鋼の剣のような銀色の髪。血のように紅あかい目。

　肌は蝋のように白く、手足はとても華きや奢しやだ。

　ゾッとするほど綺き麗れいな美少女であった。

「……な、なによ、あんた!?」

　クレアが警戒した声を上げ、手に〈炎の[image: ]フレイムタン〉を召喚する。

　その判断は、おそらく正しい。見た目は可憐な少女だが──

（……っ、俺が、まるで気配を感じなかったぞ）

　カミトは少女をじっと見つめた。ただ者ではない。

　だが、少女は、そんなカミトの厳しい視線さえ気にしない様子で、

「ばばーにゆわれたの。カゼハヤ・カミトが目を覚ましたら、呼んで来いって」

「……ば、ばばあ？」

「カミト、この娘は精霊よ──」

　レスティアがカミトの耳もとで囁ささやく。

「精霊？」

　完全な人の姿をとることのできる精霊は、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉でも最高位の存在だ。

　カミトも、片手の指で数えるほどしか出会ったことがない。

　そんな精霊が、どうしてここに──？

「きひひひっ、そうだよ、闇精霊。お前とも、竜の国で刃を交えたでしょ？」

「竜の国……って、まさか──」

　カミトはようやく、思いあたる。

　ドラクニア竜公国で、レスティアと剣を交えた精霊といえば──

「お前、グレイワースの契約精霊なのか？」

「あったりー！」

　少女は犬歯を剥むき出だしにしてきひっと笑った。

「あたしは魔精霊──〈ヴラド・ドラクゥル〉だよっ。よろしくぅ！」





　　　　◇






　帝都オストダキアは、三重の城壁に囲まれた、六角形の城塞都市だ。

　オルデシア帝国の建国以来、堅けん牢ろうなこの都が陥ちたことは、ただの一度もない。

　その帝都を見下ろす、カルダモン山脈の上空で──

　第二皇女フィアナ・レイ・オルデシアを旗印とする〈正統オルデシア〉と、その同盟国である〈ドラクニア竜公国〉の軍が布陣していた。

　軍用艦〈レヴァナント〉を旗艦として、集結した反乱軍の軍船、ドラクニアの主力である飛竜騎士団が空を埋め尽くしている。

　一方、帝都の防衛ライン、サーデルカ平原に布陣するのは、多数の軍用精霊を要する帝都の守備部隊と、ファーレンガルト公爵家の空くう挺てい騎士団である。

　夜明けの光が昇る中、両軍の戦端が開かれようとしていた。

「〈アレイシア精霊学院〉は、学生が無事に奪還したようですね」

　レヴァナントの甲板に立つフィアナが言った。

　その肩には、今しがた吉報をもたらしたばかりの魔風精霊がとまっている。

　エリスが伝令として放ったシムルグだ。伝令に使うには格の高すぎる精霊だが、エリスは自分の使役できる風の精霊の中でも、最速の精霊を遣わしてくれたのだった。

「──そうか」

　と、ルビアは、布陣するオルデシア軍に視線を向けたまま、短く応じた。

「これで、中立を決め込んでいた諸侯もこちらに付くだろう」

「カミト君たちはみんな無事だそうですよ。もちろん、クレアも」

「そうか」

　応える口調は先ほどと変わらない。しかし、その声にどこか安あん堵どの感情が含まれていたのを、フィアナは聞き逃さなかった。

「オルデシア軍に動きがあるようだ。始はじまるぞ」

「……はい」

　フィアナは緊張気味に頷うなずくと──

　腰に差した輝く銀剣を、すっと抜き放った。

　夜明けの陽光を反射して、その細く鋭い刃が煌きらめく。

　歴代のオルデシア王家に仕える騎士精霊〈ゲオルギウス〉の精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ。

　銀剣の切っ先を空へと掲げ、フィアナは詞ことばを唱える。

　汝なんじ、人の子の王に仕えし、剣聖の騎士よ──

　汝なんじは我が剣、汝は我が盾、無窮の光を掲げ、闇を祓はらうもの──

「精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〈第二形態ツヴアイ・シフト〉──其その銘なは、〈偉大なる女王の栄光グローリー・オブ・クイーン〉！」

　解放の詞ことばを解き放った瞬間、白銀の聖光が炸裂した。

　目も眩くらむような聖光が味方の軍を一気に包み込み、明けの空にオルデシア王家を象徴する、巨大な聖騎士の〈精霊刻印〉が浮かび上がる。

　それは、精霊に祝福と加護を与える最高位の〈結界〉であり、フィアナが〈竜の山脈ドラゴンズ・ピーク〉での修行で身に付けた、新たな力であった。

　空に輝く彼女の〈精霊刻印〉は、なによりも雄弁に語っていた。

〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉──フィアナ・レイ・オルデシア。

　彼女こそ、正統なるオルデシア帝国の女王であると──

　輝く銀剣を天高く掲げたまま、フィアナは声を上げた。

「──みんな、力を貸して。〈聖国〉の傀かい儡らいより、祖国を取り戻すために！」

　おおおおおおおおおおおっ──と、地を揺るがすような鬨ときの声こえが上がった。
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　魔精霊ヴラド・ドラクゥルのあとに続き、カミトたちは学院長室へと向かった。

　ひょこひょこと揺れる灰色のしっぽ髪が、なんとも可愛かわいらしい。

　精霊魔装の姿をした彼女とは、一度ドラクニアで剣を交えているが──

「まさか、人型の魔精霊がいるとはな……」

　カミトは前を歩く少女に聞こえぬよう、小声で囁ささやく。

「あれは魔精霊の中でも〈公爵デユーク〉の名を冠する、最高位の精霊よ。あんなものを手て懐なずけるなんて、さすがは〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉といったところかしらね」

「もしかして、あの娘と知り合いなのか？」

「名前を聞いたことがあるだけよ。なんでも、〈精霊戦争〉で大暴れしたとか──」

「うん、そこの剣精霊ちゃんとは、戦ったことあるよー」

　振り向いた少女が、鋭い牙を剥むき出だしにして、きひひっと笑った。

「〈精霊王〉の腹心はみんなだいたい強かったけど、暴れん坊のエストちゃんは、ぶっちぎりでヤバかったなー。正直、もう二度とやり合いたくねーし」

「エスト、覚えてるか？」

「いいえ、カミト」

　カミトが訊たずねると、腰に吊つった聖剣は刃を明滅させた。本体と切り離された今のエストは、〈精霊戦争〉の頃の記憶を断片的にしか覚えていないようだ。

「なんだよー、覚えてないのかよー、ちぇっ」

　魔精霊の少女は残念そうに呟つぶやくと、階段を跳ねるように駆け上がっていく。

「精霊調査会の見解だと、〈魔精霊〉と人はコミュニケーションを取ることができないと云いわれてるけど、あんなのもいるのね」

　クレアが興味深そうに呟く。

「あなたたち精霊使いは、精霊のことをすべて知ったつもりになっているかもしれないけれど、〈元素精霊界〉はもっとずっと奥深いものなのよ」

「それは、認めざるをえないわね」

　素直に認め、クレアは肩をすくめた。

　学院長室の前まで来ると、魔精霊の少女はノックもせずに扉を開け、

「連れてきたよー、魔女の糞くそばばー」

「誰が婆ばばあだ。滅ぼすぞ、魔精霊」

　奥の執務机に座るグレイワースが、問答無用で虚無の精霊魔術を放った。

「おわっ！」

　あわてて躱かわすカミト。

「にひひっ、怖い怖い──っと♪」

　魔精霊ヴラドはヒラヒラのスカートを翻し、魔術の弾丸を華麗に避よける。

　床板がはじけ飛び、執務室の壁に大きな穴が穿うがたれた。

「お、おい、グレイワース!?」

「坊や、邪魔だ。躾しつけの悪い精霊を懲らしめてやらねばならん」

　指先を魔精霊の少女に向けたまま、真顔で告げるグレイワース。

「糞ババアに糞ババアってゆってなにが悪いのさ！」

「貴様、いい度胸だ──」

　ヴラドはべーっと舌先を出すと、

「糞ババアが怖いから、ヴラドはお外で遊んでくるねー」

　漆黒の外がい套とうを翻し、あっというまに姿を消してしまった。

「……まったく。同じ〈魔精霊〉でも、前の契約精霊のほうが随分ましだったな」

「あの魔精霊、どこで契約したんだ？」

　執務室に足を踏み入れながら、カミトは訊きいた。

「オルデシア軍が秘匿していた〈封印精霊〉さ。遺跡で発掘したはいいものの、誰も手て懐なずけることのできなかった代物だ。まあ、座れ──」

　グレイワースは立ち上がると、カミトたちに応接用のソファを勧めてくる。

　エストをソファの脇に立てかけ、カミトは腰を降ろした。

　両隣にクレアとレスティアが座る。自分と同じ年頃の姿となったグレイワースを前にして、クレアは少し緊張しているようだ。

　──まあ、無理もない。学院の教科書に載っている伝説の魔女が、当時の姿のまま、目の前にいるんだからな。

「体はもう回復したか？」

「ああ。なんとか、歩ける程度にはな」

　頷うなずき、カミトは軽く肩を回す。

「そうか。無理をさせてすまなかったな、坊や」

　グレイワースは神妙な顔で呟つぶやいた。

「どうしたんだよ、あんたらしくもない」

「私は〈聖国〉の手に堕ち、お前達たちを傷つけた。まずはそのことを謝罪したい」

　言って、グレイワースは静かに頭を下げる。

「……!?」

　クレアは驚きに目を見開き、カミトは息を呑のみこんだ。

　魔女が頭を垂れる、などということが、これまであっただろうか──？

「帝都で、一体なにがあったんだ？　二十四年前のことも気になるが、まずそっちを教えてくれ。あんたほどの精霊使いが、意のままになるなんて──」

「……そうだな」

　グレイワースは片かた眼鏡めがねを押し上げて、じっとカミトの目を見つめた。

「皇帝暗殺未遂事件のことは、王女殿下に聞いているな？」

「ああ……」

〈教国〉で起きたクーデターへの対応を協議する帝国議会の最中、フィアナの所持していた〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉が議場で暴走し、強大な〈魔精霊〉が解放された事件のことだ。

「私は国家反逆罪で、悪名高いグァース・ギバイの塔に囚とらわれた。すべてはアルネウスの背後にいる〈聖国〉の手によって計画されていた」

　グァース・ギバイの塔。通称〈拷問塔〉は、〈呪装刻印〉を始はじめとする、非道な人体実験の数々が行われた、ランバール戦争時代の軍の研究施設だ。

　カミトたちが帝都に潜入した際、グレイワースの救出に向かった〈十二騎将ナンバーズ〉の特務騎士、ヴィレイ・ブランフォードが姿を消した場所である。

「〈聖国〉の僧兵は、精神魔術で〈聖王〉への信仰を植え付けられると聞くけれど──」

　クレアが顎に手をあてて呟くが、

「精神魔術の類いの洗脳ではないよ」

　と、グレイワースは首を横に振った。

「全盛期の力を失ったとはいえ、あなたほどの精霊使いが、精神魔術ごときで洗脳されるとは、思えないものね」

　レスティアが、漆黒の羽を毛繕いしながら言う。

「ほう、貴様に認められていたとはな、闇精霊」

「あら、あなたの怖さは認めているわよ。私のカミトを奪った魔女ですもの」

　挑戦的な目を向けるレスティアに、ふっと苦笑を返すグレイワース。

（……まあ、この魔女が洗脳されるとも思えないし、な）

　それに、彼女の肉体が若返ったことの説明がつかない。

　そんなことは、死者の蘇そ生せいと同じく、どんな精霊の力でも不可能だ。

　もし唯一の例外があるとすれば、それは──

「〈聖国〉は、私に過去の盟約を思い出させたんだ」

「盟約だと？」

「──そうだ。二十四年前、私と〈聖王〉の交わした盟約をな」

　グレイワースは静かに語りはじめた。
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　──二十四年前。白しろ獅じ子しの月。

　グレイワース・シェルマイスが帝国代表として〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝した、その日。

　彼女は長年の〈願い〉を奏上するため、〈精霊王〉の祭壇に赴いた。

　その時、彼女が願ったのは、他愛もない小娘の空想だった。

「……あんたは、なにを願ったんだ？」

　訊たずねるカミトに、グレイワースは自じ嘲ちようめいた苦笑をして、

「──戦乱のない世界」

　と、呟つぶやくように言った。

「そんな夢を、あの愚かな小娘は願ったのさ」

「……」

　カミトは思わず、口をつぐんだ。

　愚かな願い──そう口にした魔女の言葉は、あまりに重い。

　──〈ランバール戦争〉。カミトたちが生まれる前に起きた、二度の大きな戦争。

　その発端は、精霊鉱石の採掘権争いであったと聞くが、本当の原因は定かではない。

　大陸中に広がる戦火の中で、最強の魔女は戦場に投入され、祖国の英雄と讃たたえられた。

　だが、魔女と呼ばれたその少女は、そんな賞賛など望んではいなかった。

　数多あまたの戦友、数多の契約精霊たちが死に征ゆく戦場で──

　彼女はただ、戦乱の終結を願い、戦火に身を投じたのだ。

　だから、少女が真っ先に願ったのは、それだった。

　その〈願い〉を叶かなえるためにこそ、彼女は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を勝ち抜いたのだから。

　だが、その〈願い〉は──

　その無む垢くなる〈願い〉は、無垢である故に、決して叶うことはない。

　それを、カミトはすでに知っている。

（……十五年前にも、同じ〈願い〉をした少女がいた）

　ルーリエ・リザルディア──その少女の〈願い〉は、叶わなかったのだ。

「〈精霊王〉は言った。それは、奇跡の力を超えた〈願い〉だと。〈精霊王〉の力は万能ではないのだと、その時、私は初めて知った」

〈精霊王〉の祭壇を前にして、少女は失意の底に沈んだ。

　もとより、ほかの〈願い〉などに興味はない。

　いっそ、なにも願わずに、そのまま去ろうかと考えた。

　それが、無力な〈精霊王〉への、ささやかな意趣返しになると考えて──

　だが、その時。

「──私の心の中に、語りかけてくる声があった」

「それが、〈聖王〉アレクサンドロス……？」

　その名を呟つぶやいたカミトに、グレイワースは無言で頷うなずいた。

　三年前、カミトが謁見した時は、空位だった〈聖王〉。

　その〈聖王〉は、二十四年前、グレイワースに何を語ったのか──

「〈聖王〉は、私にある取り引きを持ちかけたんだ」

「……取り引き？」

「〈聖王〉は言った。私はお前の〈願い〉を叶えることができる。戦乱のない世界、永遠に人と人が争わない世界を生み出すことができる──」

　──その世界の実現のため、私の右腕となれ、と。

「それが盟約か。あんたと〈聖王〉との──」

「……そうだ」

　グレイワースの灰色の目に影が差した。

「あまりに多くの死を見すぎ、絶望に打ちひしがれた小娘は、その希望に満ちた言葉を信じた。いや、その希望にすがってしまったのさ──」

　そして、〈聖王〉と〈魔女〉の盟約は交わされた。

〈聖王〉は、少女に奇跡の力を分け与えた。少女は、その奇跡の正体が〈精霊王〉を蝕むしばむ闇であることを知ることもなく、力を受け入れた。

「私の姿が、歳としを経てもほとんど変化しないのは、〈聖王〉に与えられた奇跡の力によるものだ。今なお〈神威カムイ〉の衰えがないのも、な──」

「そう、だったんですね……」

　クレアはショックを隠し切れない様子で、息を呑のんだ。

（……そういえば、ルーリエ・リザルディアの外見も若いままだったな）

　と、カミトはそんなことを思い出した。

　もっとも、彼女の場合は、精霊魔術で顔を変えていたようだが──

「その日、私は〈聖王〉の右腕となった。オルデシア帝国〈十二騎将ナンバーズ〉の第一位として、祖国オルデシアに仕えながら、来たるべき時を待ち続けた」

「来たるべき時？」

　グレイワースの鷲わしのような眼めが、カミトの顔をまっすぐに見つめた。

「──そう。〈魔王〉の力を受け継ぐ者が現れる、その時を」

「……なっ!?」

　カミトは驚きよう愕がくに目を見開く。

〈魔王〉の力を受け継ぐ者。それは、つまり──

「──お前のことさ、カゼハヤ・カミト」

　グレイワースは、重く息を吐き出した。

「私はずっと、坊やと出会うのを待っていたんだ」





　　　　◇






「……俺と出会うのを待っていた？　あんたが？」

　それは、これまで彼女が語ったことの中で、最も衝撃的な言葉だった。

　強烈な喉の渇きを覚え、カミトは唾を呑み込んだ。

　カミトとグレイワースの最初の出会いは、暗殺者と暗殺対象というものだ。

　それが、すでに予定されていたものだったと──？

「〈聖王〉は、この時代に〈闇の精霊王〉の転生体が生まれることを予感していた。そして、その目覚めを待ち望んでいた」

「〈聖王〉が、俺の目覚めを？　どうして……？」

〈闇の精霊王〉は、〈聖王〉に敵対する存在のはずだ。

　その復活を望むとは、一体どういうことなのか……？

「〈闇の精霊王〉の力の復活に呼応して、〈聖王〉の魂を封じた存在が解き放たれる──と、そう〈聖王〉は私に語った。あの頃の私には、それがなんのことかわからなかったが、今なら、その言葉の意味がわかる。坊やにも察しが付くだろう」

「……っ、そういうことか」

〈聖王〉の魂を封じた存在。

　それは、聖剣テルミヌス・エストの力によって〈精霊鉱石〉の結晶となったまま、千年もの間、〈魔王の墳墓〉の地下に封印されていた──

（──アレイシア・イドリース）

　……疑問には思っていた。

〈聖王〉はなぜ、千年もの間〈聖女〉の封印を解かなかったのか──

　精霊イリスの〈結界〉だけが、理由ではあるまい。

〈魔王〉の後継者が目覚めるまで、〈聖女〉もまた目覚めることができなかったのだ。

「それじゃあ、あんたが俺を〈レン・アッシュベル〉として育てたのは──」

「ああ、そうだ──」

　震える声で問うカミトに、グレイワースは答える。

「お前を〈魔王〉として覚醒させることが、私の役目だった」

「……っ！」

　目の前が、真っ暗になる感覚に襲われる。

　では、彼女に育てられてきた、あの頃の思い出は──

　魔女の館での訓練も、精霊の森での修行も、〈絶剣技〉の継承も──

（全部、〈聖王〉の右腕としての役目だったっていうのか……？）

　そんなカミトの胸中を察してか──

　グレイワースの表情が苦痛に歪ゆがむ。

　その表情を見て、カミトは拳を強く握った。

　……彼女を責めるつもりはない。

　その動機がなんであろうと、彼女はカミトを育ててくれたのだ。

　ただ、漠然とした寂しさのようなものが、カミトの胸を締めつける。

「──最初は、使命として坊やを育てていた。それは事実だ」

　と、グレイワースは吐き出すように言った。

「……」

「だが、坊やを育てているうちに、私の心に初めて迷いが生まれたのさ」

「迷い……」

「情が湧いたんだろうね。坊やが〈魔王〉として覚醒すれば、世界の敵となる。多くの民に憎まれ、恨まれて、やがて滅びる運命だ。それに気付いた時、私は──」

　初めて〈聖王〉の言葉に疑念を抱き始はじめたのさ、とグレイワースは言った。

「そんなある時、私は知ることになった。〈聖王〉の真の目的をね」

「真の──」「目的……？」

　カミトとクレアは、同時に声を発した。

「坊やを育てはじめて、しばらくした頃、私は奇妙な夢を見た」

「……夢？」

「ああ。坊やが〈精霊王〉の祭壇で見たものを、私は夢の中で見たんだ」

「……まさか、異界の〈天使〉を？」

　グレイワースは頷うなずいた。

　夜毎に見るその夢が、ただの夢でないことは、すぐにわかった。

　それは、精霊と契約した姫ひめ巫み女こが、精霊と共有する夢だ。

　カミトが〈闇の精霊王〉の記憶を垣かい間ま見みたように──

　グレイワースもまた、埋め込まれた〈異界の闇〉を介して〈聖王〉の夢を見たのだろう。

　あるいはそれは、カミトが〈魔王〉として覚醒しはじめたのと同時に、〈聖王〉がその力を取り戻しつつある兆候であったのかもしれない。

「夢の中で、おびただしい数の〈天使〉の軍勢が空を埋め尽くしていた。空には巨大な〈門〉が開き、そこから無数の〈天使〉が降りてきた」

「なんだと……？」

〈天使〉の軍勢が〈門〉を通ってこの世界に──？

　それは、〈精霊王〉の祭殿で、異界の〈闇〉の向こう側を見てしまったカミトが、最も恐れていた光景だった──

「だが、真に驚くべきは、その光景ではなかった」

「……え？」

「そこに現れた光の巨人が、〈天使〉たちを貪むさぼり喰くっていた」

　あのグレイワースが額に汗を浮かべ、そう呟つぶやいた。

「えっと、光の巨人って……？」

　クレアが呆ぼう然ぜんとして訊たずねる。

「……〈聖王〉だ。契約者である私が、そう直感した」

　慄然とするグレイワースの目の前で──

〈天使〉を貪り食った光の巨人は、その力を振るいはじめた。

　その手で、文字通り、世界を創り変えていったのだ。

　──夢の中で、これまであった世界が消えてゆくのを、グレイワースはただ愕がく然ぜんと見ていることしかできなかった。

「私が夢で見たその光景が、実際に過去に起こった出来事なのか、あるいは〈聖王〉の意識の中にある、可能性の未来なのか、それはわからない」

　だが、そこでグレイワースはようやく、聖王の言葉の真の意味を悟ったのだ。

　戦乱のない世界を生み出すとは、異界の〈門ゲート〉を開いて〈天使〉の力を手に入れ、その力をもって、世界をもう一度、再創造することなのだと──

「そんなことが……」

　言いかけて、カミトは口をつぐんだ。

　ルーリエ、ミレニアの言葉が脳裏に想起されたのだ。

　世界をもう一度やり直す──と、彼女たちはそう言っていた。

　召喚されたあの〈天使〉は、限定的ながらも、世界法則に干渉する力を有していた。

〈精霊王〉の盟主である〈聖王〉があの力を手に入れれば、それは──

「〈聖王〉の創り出す新たな世界がどのようなものか、私にはわからない」

　グレイワースは静かに首を振った。

「あるいは、戦乱のない、かつての私が望んだような世界であるのかもしれない。しかし、それは死んでいった戦友たちの守ろうとした世界では、決してない」

「……そうか。だから、あんたは──」

　ルーリエ・リザルディアにとって、この世界はすでに絶望に満ちていた。

　だから、〈聖王〉の語る理想の世界に殉じた。

　だが、グレイワースは違った。

　彼女が守りたかったのは、今あるこの世界だったのだ。

「〈聖王〉を裏切ることを心に決めた私は、当時の弟子であったヴィヴィアン・メローサに命じ、心臓に違法の〈呪装刻印〉を刻み、契約を封印した」

　だが、そこで誤算が生じた。心臓に呪装刻印を刻んだのと同時に、〈聖王〉に関する記憶の一切が消去されてしまったのだ。

　それは、〈聖王〉が力を与えたときに組み込んでいた罠わなだった。

　彼女は〈聖王〉と盟約を交わしたことを、忘却したまま──

　無意識のうちに、カミトを〈魔王〉への覚醒へと導いていった。

　──そして、最強の剣舞姫〈レン・アッシュベル〉は生み出されたのだ。

「……これが、二十四年前の出来事だ」

　と、グレイワースは言った。

「グァース・ギバイの塔に囚とらわれた私は、ミレニア・サンクトゥスによって〈呪装刻印〉を破壊され、私の中に眠る〈闇〉を呼び起こされた。坊や、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で、奥義を継承したときのことを、覚えているか？」

「ああ……」

　──〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉。

　絶剣の奥義を継承した時、グレイワースは一度、精霊使いとしての力を失ったのだ。

「あの時、〈浮遊島ラグナ・イース〉で私の命を救ったのは、ルーリエ・リザルディアだ。その治療の際に、あの女は私の心臓の〈呪装刻印〉を解析していたのだろうな」

「……」

「私は〈聖王〉に首輪を繋つながれていた、愚かな魔女だった──」

　グレイワースは自じ嘲ちようするように笑った。

「……違う」

　カミトは静かに言った。

「うん？」

「あんたは、俺のことを大切に育ててくれた。それは変わらない」

　魔女を相手にこんなことを言うのは気恥ずかしいが、それはカミトの本心だった。

　彼女は、この世界で生きるすべを教えてくれた。

　この学院で、クレアたち〈チーム・スカーレット〉の仲間に出会わせてくれた。

　暗殺者として育てられたカミトに、人の心をくれたのだ。

　それは、まるで──

「あんたは、俺の──母親だ」

「……」

　カミトのその言葉に──

　グレイワースは一瞬、惚ほうけたような顔をして、固まった。

　そして──

「ふふっ、惚ほれてしまうじゃないか、坊や──」

　初めて見る魔女の無邪気な微笑ほほえみに、カミトは思わずドキッとした。





　　　　◇






　すべてを聞き終えた、その後で──

「あの、学院長は、どうして記憶を取り戻すことができたんですか？」

　と、クレアは訊たずねた。

「〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、私の中に埋め込まれた〈異界の闇〉を、その契約ごと断ち切ったのさ。竜の渓谷の底で目覚めた時、私はすべての記憶を取り戻した」

「そうか、賭けには勝ったんだな──」

　カミトは、腰に吊つったエストを見下ろした。

〈魔王殺しの聖剣〉は、ヴェルサリアの心臓に刻まれた〈呪装刻印〉を破壊し、〈精霊王〉を蝕むしばむ闇をも祓はらってみせたのだ。

　当然、〈聖王〉の契約を消し去ることもできるだろう。

「褒めてください、カミト」

「偉いぞ、エスト」

　カミトは苦笑して、聖剣の柄を優しく撫なでた。

「それにしても、〈聖王〉はどうやって異界への〈門〉を開くつもりなのかしら」

「……そうだな。それに、〈天使〉の力を手に入れるって──」

　いかに強大な〈精霊王〉とはいえ、本当にそんなことが可能なのだろうか……？

「──それは、これが知っているかもしれんな」

　グレイワースは、壁にかかったひと振りの剣に視線を向けた。

　精霊捕縛用の鎖で厳重に拘束された、ミレニア・サンクトゥスの剣だ。

　彼女は、自身が〈門〉となり、〈天使〉を召喚した。

〈聖王〉の計画に関しても、詳しいことを知っているに違いない。

「そういえば、エストのことを妹とか言ってたよな」

　……よく見れば、その剣の装飾は、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉とよく似ている。

　瞳の色も、エストと同じ透き通った紫紺ヴイオレツトだった。

「私にそんなものはいません」

　エストはきっぱりと否定した。

「その剣ミレニア・サンクトウスに関しては、私のほうで調べておこう」

「ああ、頼む」

　──と、その時。学院長室の扉を叩たたく音が聞こえた。

「学院長、緊急のご報告が──」

　聞こえてきたのは、カミトたちの担任であるフレイヤ教師のものだった。

「どうした？」

「──〈帝都〉の王宮が、陥落しました」
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　ドンッ、ドンッ、ドドドドンッ──！

　激しい轟ごう音おんが〈ネフィスカール宮殿〉を震しん撼かんさせた。

　帝都の上空より、拠点制圧用の軍用精霊が次々と投下されてくる。

　広大な宮殿の最奥に位置する玉座の間で──

「……っ、な、なぜ……なぜだっ！」

　顔を蒼そう白はくにした皇帝アルネウスは、恐怖に引ひき攣つった声をあげた。

　震動が伝わるたび、精霊鉱石をちりばめた豪ごう奢しやなシャンデリアが大きく揺れる。

　それは、まるで死を刻む時計の音のようだ。

「お、俺は正統なるオルデシア皇帝だぞ！　なぜ、このような──」

　玉座の間には誰もいない。彼の身を守るのは、わずかな親衛隊のみだ。

　サーデルカ平原で行われた合戦は、ごく短時間で決着した。

　フィアナの〈無窮なる女王の栄光グローリー・オブ・クイーン〉によって鼓舞された反乱軍の騎士たちは、その士気の高さで帝国騎士団を圧倒したのである。

　帝国軍と反乱軍の兵力差は、ドラクニアの援軍を含めても六対四と不利な状況であったが、帝国騎士団の士気は極めて低かった。

　皇帝アルネウスが〈聖国〉の傀かい儡らいであることはすでに知れ渡っていたし、なにより大きかったのは、反乱軍によるアレイシア精霊学院の陥落の報だった。

　その情報は〈風〉を使った伝聞で瞬く間に広がり、帝国騎士団に動揺を与えたのだ。

〈聖国〉が国際条約で禁止されている〈魔精霊〉の大量召喚の儀式を行ったこと、英雄グレイワースが学院生側に味方したことも、味方の士気を下げる要因となった。

　戦況が悪くなるや、皇帝派の諸侯はつぎつぎと寝返り、降伏していった。

　帝都の城壁には白旗が翻り、ドラクニアの竜騎士と軍船が空を埋め尽くした。

「……くそっ、なぜ〈聖国〉は援軍をよこさぬのだ！」

　アルネウスは激げき昂こうし、玉座の肘掛けに拳を叩たたきつけた。

〈聖国〉の国境には、〈聖王騎士団〉が駐ちゆう屯とんしている。帝都が攻められた際は、防衛のために援軍を送ると密約を交わしていたのだ。

　だが、援軍が来る気配はまったくない。

　宮殿に駐留していた枢すう機き卿きようたちも、姿を消していた。

　戴冠の後ろ盾となった〈聖国〉は、彼を見捨てたのだ。

　轟ごう音おんが鳴り響き、宮殿が大きく揺れた。

「う、うああああっ！」

　アルネウスは玉座から無様に転げ落ち、両手で頭を抱かかえた。

「なぜだっ、なぜこの俺がっ……！」

　と──

「見苦しいですよ、皇帝陛下」

　誰もいないはずの玉座の間に、嘲笑するような声が響き渡った。

「自分の力で勝ち取ったわけでもない玉座に、そんなに執着するなんて」

「……っ！」

　彼が顔を上げると、一人の少女がそこにいた。

〈聖国〉の枢機卿──ミレニア・サンクトゥス。

　ただの美しい少女ではない。

　それが、世にもおぞましい何かであることを、アルネウスは知っている。

「ミ、ミレニア卿きよう、なぜ〈聖国〉は援軍をよこさない！　このままでは俺は──」

「玉座から引ひき摺ずり下ろされるでしょうね」

　ミレニアは可お笑かしそうに笑った。

「ミレニア卿きようっ！」

　アルネウスは絶叫した。

　それでは、お前たちは、なんのために俺を玉座に就けたのだ！

　アルネウスとて、自分が傀かい儡らいであることは百も承知であったが──

「お、俺にはまだ利用価値があるはずだ！　そうであろう？」

「いいえ。あなたの役目はもう終わったのよ、皇帝陛下」

「……っ、なんだと？」

「贄にえはもう、十分なほど捧げられたの」

「……贄？」

　アルネウスは怪け訝げんそうに眉根を寄せた。

「私たちの目的は、大陸で無秩序な戦乱を起こすこと。過去二度の〈ランバール戦争〉も、〈教国〉の内乱も、このオルデシア戦役も、千年前の〈魔王戦争〉も、すべて、〈人間界〉の秩序を混乱させるための贄──」

「貴様、何を……」

「〈人間界〉の秩序の崩壊は、〈精霊王〉の存在を不安定にさせる。それこそが、異界の〈門ゲート〉を開く鍵──」

　再び激しい轟ごう音おんが鳴り響いた。宮殿の門が破壊されたのだ。

「──それでは、私は失礼するわ。ごきげんよう、皇帝陛下」

「ま、待て、待ってくれ！」

　アルネウスの叫びも虚むなしく──

　ミレニア・サンクトゥスは純白の聖衣を翻し、姿を消した。

「は、はは、は、はははははっ……」

　玉座に座り、彼は乾いた声で笑った。

　そこへ、靴音をたてて入ってくる者たちがあった。

　王家の正装を身に纏まとったフィアナと、護衛の騎士たちだ。

　……どうやら、王の親衛騎士団も彼を見限ったらしい。

「──アルネウス、あなたにその玉座に座る資格はありません」

　フィアナは〈精霊魔装〉の細剣をまっすぐに突きつけた。

「……これまでか」

　アルネウスは項垂うなだれ、両手を上げて降伏した。
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「はいはい、順番ですわよ。横入りはだめですわ！」

「ちゃんと並んでください～」

　学院の中庭。火の精霊鉱石の上で煮立った寸ずん胴どう鍋の前で、リンスレットとキャロルは、忙しく動き回っていた。

　鍋の中身は、ありあわせの野菜と調味料で作った、ローレンフロスト風の冬鍋だ。

　ざく切りにした芋と根菜。ほんの少しの塩漬け肉。

　香辛料と唐辛子をたっぷりきかせていて、身体がぽかぽかと温まる。

　炊き出しをする二人の前には、学院の精霊たちが行列を作っていた。

〈アストラル・シフト〉によって召喚された〈魔界〉の堕気に触れ、〈神威カムイ〉を失った精霊たちが、自然と集まってきたのである。

　学院の中庭は、輝く精霊たちでごった返している。

「これでは、学院生や帝国騎士団のみなさんの分がなくなってしまいますわ」

　リンスレットは困ったように腕組みした。

「私たちはあとで構わないぞ。このままでは、精霊たちが消滅してしまうからな」

　そう答えたのは、中庭へ救援物資を取りに来たエリスだ。

〈風王騎士団シルフイード〉は、負傷者した学院生の手当てをしているのだった。

「それにしても──」

　と、エリスは足もとに視線を落として疑問符を浮かべた。

「なぜ、〈魔精霊〉がここに残っているんだ？」

　集まった精霊たちに紛まぎれて、おぞましい〈魔精霊〉の姿が散見される。

　急に〈魔界〉の〈門ゲート〉が消えてしまったため、帰り損ねてしまったのだろう。

　寸胴鍋の前に立つキャロルの足もとで、魔精霊たちは鋭い牙をガチガチ鳴らした。

「きゃあ、お、お嬢様！」

「こら、キャロルを脅かしてはだめですわ！」

　おたまを持ったリンスレットがめっとしかると、魔精霊はおとなしくなる。

「リンスレット、君は〈魔精霊〉とコミュニケーションがとれるのか？　学院の教科書には、絶対に使役することができないと書かれているはずだが……」

「わたくし、お腹を空すかせた精霊を差別したりはしませんわ」

　リンスレットがさっと手を振ると、魔精霊は行儀よく列に並んだ。

「精霊調査会に報告するレベルの事例だぞ、これは──」

「ふふ、魔精霊も手て懐なずけてしまわれるなんて、さすがですわお嬢様！」

　キャロルが手を合わせ、にこにこと微笑ほほえむ。

　と、そこへ──

「ねえ、まだなの？　私、お腹ぺこぺこよ」

　暗灰色アツシユグレイの髪を、ツーテールにくくった少女がやってきた。

　カミトの義妹いもうと、ミュア・アレンスタールだ。

「もうすぐですわ。カミトさんの妹といえど、順番は守るんですのよ」

「はいはい、わかったわ」

　素直に頷うなずき、列に並ぶミュア。

　そんな彼女の周囲に、魔精霊がふわふわと集まってくる。

　なぜか、ミュアは妙に魔精霊に懐かれているのだった。

「顔は怖いけど、なかなか可愛かわいいわ」

「そ、そうだろうか……？」

　眉根を寄せ、首を傾かしげるエリス。

　……この少女の美的センスは、どうにもよくわからない。

　と、そこへ──

「みんな、ここにいたのか──」

「あ、兄様っ！」
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　カミトがクレアと一緒に姿を現した。

　すぐに駆け寄り、胸もとに顔を埋うずめるミュア。

　ツーテールの髪を揺らし、すりすりと頭を擦こすり付ける。

「ミュア、頑張ったみたいだな」

　カミトはミュアの暗灰色アッシユグレイの髪を撫なでる。

「うん、兄様のために頑張ったわ」

　腰に抱き着いたまま、うなずくミュア。

　彼女はヴェルサリアと共に、学院生の立てこもるバリケードを守ってくれたのだ。

「ちょっと、カミト、義妹いもうとに甘いわよ」

　クレアがむーっと頬ほおを膨らませる。

「ふん、兄様が妹に甘くするのは当然でしょ」

　べーっと舌を出し、挑発するミュア。

「ぐぬぬ……！」

　小柄なツーテールの少女どうしが、火花を散らして睨にらみ合あう。

「カミト、怪け我がの方はもう大丈夫なのか？」

　と、そんな二人を無視して、エリスが気遣わしげに声をかけた。

「ああ、折れた骨はくっついたしな」

「それは大丈夫とはいわないぞ、まったく」

「カミトさんは無む茶ちやをしすぎですわ」

　リンスレットも、呆あきれたように肩をすくめる。

「みなさん、特製の冬鍋です。身体があたたまりますよ」

　キャロルが木の器にスープをよそってくれた。

　大きな芋がごろごろ入っていて、とても美お味いしそうだ。

「ありがたい。あとで義あ姉ね上にも持っていこう」

「ヴェルサリアは大丈夫なのか？　かなり無理をしたって聞いたが」

　カミトが訊たずねると、

「ああ、〈神威カムイ〉を消耗しすぎてな。今は学院都市の施設で療養中だ」

「……そうか。彼女にも無理をさせちまったな」

「あのお姉ちゃんがいなかったら、バリケードはとっくに陥ちてたけどね」

　ミュアが珍しく、カミト以外の人物を認める発言をした。

「ところで、ここに来たのは何か用事あるのではなかったのか？」

「あ、ああ、そうだ……」

　カミトは思い出したように顔を上げる。

「〈帝都〉オストダキアが、陥落したわ──」

　と、クレアが言った。

「なに？」

「予想よりも、ずいぶん早かったですわね」

「ああ、俺たちも驚いた──」

　困惑顔で呟つぶやくリンスレットに、カミトも同意する。

　さすがに、これほど短期間で帝都奪還戦の決着がつくとは思わなかった。

「ファーレンガルト公爵が降伏したそうよ。帝都が火の海になるのを避けたのね」

「お祖じ父い様さまが……」

　エリスが複雑な表情で呟く。

「いまフィアナが、皇帝派の貴族たちと講和の会議をしてるそうよ」

「〈帝都〉では何が起こるかわからない。グレイワースはここを離れるわけにはいかないし、俺たちだけでも、フィアナの護衛に向かおうと思うんだが──」

〈帝都〉は現在、混乱の最さ中なかにある。皇帝派の貴族がフィアナの命を狙うかもしれないし、〈聖国〉の勢力も王宮の中に入り込んでいるだろう。ルーリエやレシュキルのことを考えれば、〈十二騎将ナンバーズ〉も信用できない。

　敵地にあって、フィアナの本当の味方と言えるのは、ルビア一人だけだ。

　……きっと、不安な気持ちでいるだろう。

「ああ、そうだな。ここは〈風王騎士団シルフイード〉のみんなに任せて、帝都に向かおう」

「ですわね。キャロル、炊き出しは任せましたわよ」

「おまかせください、お嬢様、もう塩と砂糖は間違えませんから！」

「ああ、ちょっとだけ不安ですわ……」

　こめかみを押さえるリンスレット。

「帝都に向かうなら、〈ライトニング・フェザー号〉を使うか？」

　エリスが言った。

〈ライトニング・フェザー号〉は、学院に一隻だけある〈風王騎士団シルフイード〉の調査船だ。

　名前だけは速そうだが、〈ランバール戦〉時代の軍の払下げ品で、足はかなり遅い。

　動力に使用している精霊鉱石に、ひびが入っているという噂うわさもあった。

「……まあ、それしかないよな」

「あのオンボロ、途中で墜落しないか心配なんだけど……」

「だ、大丈夫……のはずだ、たぶん」

　エリスもちょっと自信なさげだ。

　なにしろ、騎士団長がエリスになってからは、一度も運用されていないのである。

「──よろしければ、私の船を貸しましょうか」

「……？」

　聞こえてきた声に振り向くと──

「久しいですね、カゼハヤ・カミト」

「レオノーラ、来てたのか!?」

〈竜国〉の軍服を着た、レオノーラ・ランカスターがそこにいた。

「レオノーラ殿は、〈竜皇騎士団〉と共に助太刀に来てくれたのだ」

　と、事情を知らないカミトに、エリスが説明してくれた。

　ドラクニア軍の本体は帝都奪還の援軍に向かったが、レオノーラと〈竜皇騎士団〉は別働隊として学院に派遣され、バリケードを守ってくれたのだという。

　ドラクニア最強の騎士、レオノーラ。

　味方にすれば、これほど頼りになる援軍もいないだろう。

「レオノーラ、傷はもう治ったのか？」

　と、カミトは訊たずねる。

　グレイワースの魔剣に受けた傷は、致命傷だったはずだ。

「ええ、竜精霊の使い手は、身体の頑健さが取り柄ですので」

　言って、レオノーラは不敵に微笑ほほえんだ。

「竜の騎士は、死の淵ふちから蘇よみがえるたびに強くなる。今の私なら、あなたと互角に戦えるかもしれませんよ？」

　腰にさげた大剣の柄に手を添える。

　瞬間。その全身から凄すさまじいまでの〈神威カムイ〉がほとばしり、精霊たちが騒然となった。

「ま、まてまて、こっちは一応、怪け我が人だぞ！」

　あわてて手を振るカミト。

「ふふっ、冗談ですよ。私も本調子ではないですし、ね」

　レオノーラは、本気とも冗談ともつかない調子で肩をすくめ、剣を収めた。

　数時間前に〈魔精霊〉の群れと激戦を繰り広げておいて、本調子でない、とは。

　このドラゴン娘は、一体どれだけ強くなったのだろうか……？

「いろんなことが片付いたら、また相手になってやるよ」

「ふふっ、言質はとりました。私としては、夜の剣舞のお相手でもいいのですけどね」

　ノーブラの胸を密着させ、悪戯いたずらっぽく微笑むレオノーラ。

「……っ、お、おまえな!?」

「ちょ、ちょっと、カミト！」

「カミトさん!?」

「兄様、夜の剣舞ってなに？」

　ミュアが無邪気な表情で訊きいてくる。

　……義妹いもうとの教育に悪いので勘弁してほしい。

　こほん、とエリスが咳せき払ばらいして言った。

「と、ところで先ほど、レオノーラ殿の船をお貸しいただけると──」

「ああ、そうでしたね」

　レオノーラはくっついていた胸を離し、

「ここへ来るのに使った竜空母艦です。小型ですが、速力は十分ですよ」

　その軍船は、学院都市の郊外に碇てい泊はくしているそうだ。軍船を持たぬことで有名なドラクニアだが、戦場に飛竜を運搬する竜空母艦は別だった。

　レオノーラの乗ってきた船には、六頭の飛竜が搭載可能らしい。

「私たちが、ドラクニア軍籍の船を借りてもよろしいのでしょうか？」

　エリスが当然の疑問を口にした。

「構いません。あれはランカスター家が所有しているものですので」

「……こ、個人所有の軍艦？」

「さすが、竜公女様ですわね……」

　クレアとリンスレットが目を丸くする。

「感謝します、レオノーラ殿──」

「ああ、助かった」

「〈帝都〉には、私もあとで向かいます。しばらくは、この学院を守るようにと竜王様に仰せつかっていますので──」
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　レオノーラは胸の谷間に手を入れ、竜の姿を模した鍵を取り出した。

「これが船のマスターキーです」

「ど、どこに入れてるんだよ……」

　彼女の体温で、少し温かくなった鍵を受け取るカミト。

「ちなみに、私の個室をいかがわしいことに使ってはだめですよ」

「するか！」

「ねえ兄様、ミュアも一緒に行くわ」

　と、ミュアがカミトの腰に抱きついてきた。

　だが、カミトは首を横に振り、

「だめだ。ミュアはお留守番だ」

「えー、どうして！」

「まだ身体が回復してないんだろ。しっかり休まないとだめだ」

　カミトはミュアの頭に手をのせ、暗灰色アッシユグレイの髪を優しく撫なでる。

　ミュアの〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉は、肉体に途と轍てつもない負担がかかる。すぐに熱を出して倒れてしまうため、〈教導院〉にいた頃も、連続稼働することはできなかったのだ。

「体力が十分に回復したら、レオノーラと一緒に帝都に来るといい」

「……むー、わかったわ、兄様」

　ミュアはぷくーっと頬ほおを膨らませ、しぶしぶと頷うなずくのだった。





　　　　◇






　──〈聖都〉アレクサンドリア。

〈聖国〉の首都にして、〈聖女〉アレイシアの生まれ故郷。

　政治経済の中心地としての役割は、副都メリアゼルに譲って久しいものの、多くの姫ひめ巫み女この住むこの都市は、いまだ〈聖国〉における学問と祭祀の中枢であり続けている。

　切り開かれた丘陵の上には、白亜の尖せん塔とうが、整列した兵士のごとく並び立ち、その尖塔を統べるように、巨大な〈聖王宮〉がそびえ立つ。

　四百年前に建造された偉大な聖宮は、遙はるかな高みより、〈聖都〉を見下ろしていた。

　その〈聖王宮〉の最奥。〈至聖の間〉で──

「アレイシア精霊学院にて、局所的な〈アストラル・シフト〉が確認されました。実験は成功したと言っていいでしょう」

　聖衣に身を包んだ少女が、静かに言葉を発した。

　腰まで伸ばした黄金色の髪。左ひだり眼めに眼がん帯たいを装着した、幼く可か憐れんな少女。

　その身に〈異界の闇〉を宿した精霊──ミレニア・サンクトゥス。

「すでに二人の〈私〉を失いましたが、計画に支障はありません」

「──よくやってくれたね、エスト」

　玉座に座る〈聖女〉──アレイシア・イドリースは、慈愛に満ちた声で言った。

「これで、ルーリエ・リザルディアの献身も報われる」

「はい、彼女も、〈聖王〉様の計画の礎となったことを喜んでいるでしょう」

「そうであるといいね。彼女は命を賭して、この器を解放してくれたのだから」

　聖女アレイシアは立ち上がり、〈聖王宮〉の伽が藍らんの天井を見上げた。

　そこに彫られているのは、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉を模した彫刻だ。

「この世界は悲しみに満ちている。七千年前に犯された、原初の罪故に──」

　それから、彼女はバルコニーの外へ視線を移し、すっと手を掲げた。

〈聖都〉に存在する六ろつヶか所しよの聖堂で、光の柱が立ち上る。

　それは、学院で起きた〈アストラル・シフト〉の前兆とよく似ていた。

　と。

「──なにを目もく論ろんでおる、〈聖王〉アレクサンドロスよ！」

　何者も足を踏み入れることができぬはずのその場所に、姿を現したものがあった。

　緋ひ色いろのドレスに紅ぐ蓮れんの焔ほのおを纏まとった、美しい少女だ。

「──火の王、なぜここに!?」

　ミレニア・サンクトゥスが驚きよう愕がくの声を上げる。

　だが、現れた〈火の精霊王〉は彼女を無視し、〈聖女〉に詰め寄った。

「なにを目論んでおるのだと、聞いておる」

　煌こう焔えんの瞳に、憤怒の焔を燃え上がらせる、火の精霊王に──

　聖女は、ゆっくりと振り返り、諭すように告げた。

「──間違えてしまったこの世界を、もう一度やり直す」

「なに？」

「そのために──異界の〈門〉を開くんだ」

「……っ、〈門〉だと!?」

　ヴォルカニクスは激げき昂こうして叫んだ。

「貴様、よもや〈門〉の外の存在のことを忘れたわけではあるまいな。我々が〈精霊兵器〉の力にまで頼り、数多あまたの犠牲を出して押し戻したものどもを──！」

「もちろんだよ」

　聖女は頷うなずいて、

「その力を手に入れるために、〈門〉を開くのだから」

「……貴様っ！」

　刹那。ヴォルカニクスは激しい焔ほのおを放った。

　あの〈魔王の墳墓〉さえも溶かした、〈元素精霊界〉最強の焔を。

「聖王様！」

　ミレニア・サンクトゥスが叫んだ。

「──無駄だよ、ヴォルカニクス」

　聖女は肩をすくめ、片手で焔を吹き散らした。

「……っ！」

「今の君は所しよ詮せん、本体から分離した化身に過ぎない」

　ヴォルカニクスは唇を噛かみ、燃える眼めで聖女を睨にらみ付けた。

「〈聖王〉よ、貴様はすでに〈異界の闇〉に呑のみ込まれている」

「違うよ、ヴォルカニクス。僕は〈異界の闇〉に汚染されてはいない」

「……なんだと？」

「僕の中にいるのはね、もっと別のものだ」

　聖女は虚ろな笑みを浮かべ、自身の心臓に手をあてる。

「僕自身、これが自分の考えなのか、僕の中にいるものの考えなのか、わからなくなるときがある。ただ、僕も彼も、〈始祖精霊〉の力を欲しているのは一緒だよ」

「そのために、異界の〈門〉を開こうというのか！」

「そうだ。世界法則に干渉するあの力こそ、僕の計画に必要なものだ」

「……っ、貴様の目もく論ろ見み通りにはさせぬぞ、〈聖王〉よ。余は、この世界を気に入っておるのでな！」

　ヴォルカニクスの全身から、灼しやく熱ねつの焔が噴き上がる。

〈聖王宮〉が激しく揺れ、周囲の石の柱が飴あめ細工のように溶け出した。

「それは意外だな。化身に過ぎぬ身の君が──」

「この世界には、名を思い出せぬ友がいるのだ」

　ヴォルカニクスは唸うなるように言った。

　脳裏に思い描くのは、〈魔王の都〉で出会った、あの真紅の髪の少女だ。

　──彼女によく似た少女を、自分は知っている。

　その少女の存在は、記憶の底に眠っているのだ。

「勝手に世界を創り変えられるわけには、ゆかぬっ！」

　紅ぐ蓮れんの焔は勢いを増し、〈聖王宮〉を火の海に変える。

　──だが、〈聖女〉は静かに首を振り、

「誇り高き火の王よ。残念だが、君は僕を滅ぼすことはできない」

　右手に刻まれた、炎の〈精霊刻印〉を赤く輝かせた。

「……っ、おのれ、アレクサンドロス！」

　ヴォルカニクスが焔ほのおを放った。

「無駄だよ」

　だが、その焔は〈聖女〉の〈精霊刻印〉の中に吸収されてしまう。

　そして、〈聖女〉は静かに詞ことばを紡ぐ。

「眠れ、〈火の王〉よ。その魂を刃と為なして──」

「……っ、あ、あああ、あああああっ！」

　ヴォルカニクスの姿が、光の粒子となって虚空に消失する。

　そして──

　次の瞬間。〈聖女〉の手には、灼しやく熱ねつの焔を噴き上げる真紅の大剣が握られていた。

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉最強の精霊魔装──焔剣〈ラグナレク〉が。

　その剣を、つまらなそうに放り投げ──

　聖女は、眩まばゆい光を放つ〈聖都〉へ視線を向けた。

「──さあ、始はじめよう。〈聖都〉の〈アストラル・シフト〉を」
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　飛竜空艇〈ランカスター〉の内部は、軍用艦〈レヴァナント〉ほど広くはなかった。

　船体そのものが小型であることに加えて、船のスペースのほとんどを、飛竜の収容場所と、大きく張り出した飛行甲板が占めているからだ。

　動力は軍船と同じ大型の精霊鉱石だが、通常の軍船が〈風〉の精霊の力を使うのに対して、この飛竜空くう挺ていは〈火〉の精霊の力で巨大なシリンダーを動かし、動力を得ている。スピードよりも、飛竜を搭載するための馬力を重視した設計のようだ。

〈風〉の精霊鉱石を動力としたものよりも、操そう舵だに技術を要しないため、小型艇の操縦資格しか持たないエリスでも、簡単に動かすことができるのだった。

　そのちょっと手狭な船の中で──

　カミトは、エリスとリンスレットの二人に、学院長室での話を明かした。

　歴史の裏で蠢うごめいてきた、〈聖王〉アレクサンドロスと〈聖国〉の暗躍。

〈聖王〉が、この世界をもう一度やりなおすために、異世界の〈天使〉の力を手に入れようとしていることを──

「……もう一度、世界をやりなおす、だと？」

「で、では、いまあるこの世界はどうなってしまいますの？」

「消えてしまうのよ。〈人間界〉も〈元素精霊界〉も一緒にね」

「そんな……」

　リンスレットが紅茶を持つ手を震わせる。

「それに、たとえ〈聖王〉の目もく論ろ見みが失敗したとしても、異界への〈門ゲート〉が開いちまえば、その向こう側にいる何千もの〈天使〉が降臨する」

「〈天使〉……ユーディアに憑ひよう依いしていたものですのね」

「ああ……」

　カミトは少し、言葉を濁した。

　エストによれば、リンスレットの妹、ユーディア・ローレンフロストに憑依していたのは、あくまで尖せん兵ぺいに過ぎない偵察型の〈天使〉らしい。

　実際、学院で戦った戦闘タイプの〈力の天使デユミナス〉は、ローレンフロストの〈天使〉よりもはるかに能力が高かった。エストが精霊兵器として目覚めなければ、太刀打ちできなかったかもしれない。

　いずれにせよ、異界の〈門ゲート〉が開かれれば、この世界は消滅してしまうのだ。

「〈聖王〉が異界の〈門〉を開くのを、阻止しないといけませんのね」

「……うむ、そうだな」

「けど、異界の〈門〉って、一体なんなのかしら？」

「……さあ、な」

〈聖王〉が膨大な時をかけて周到に準備してきたということは、〈人間界〉と〈元素精霊界〉を繋つなぐ〈門〉のように、簡単に開くものでもないのだろうが──

　なんとなく、重たい空気が垂れ込める。

　と──

「カミト、私はお腹が空すきました」

　ソファにたてかけていたエストが刀身を光らせた。

「……ひとまず、食事にするか」

「そうですわね。剣精霊さんもお腹が空いているようですし」

　リンスレットが、苦笑しながら立ち上がる。

「レオノーラは、冷蔵室に残りものの食材があるって言ってたな」

「それは助かりますわ」

　リンスレットは、キッチンに備え付けの冷蔵室の扉を開けた。

　中には白いトカゲのような姿をした精霊がいて、冷気を吐き出していた。

「……って、なんですのこの食材は！」

「うむ、見事に肉ばかりだな」

「お昼には、ちょっと重いですわね……」

「オトーフ……」

　エストが残念そうな声を発した。
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　食事のあと、カミトは風にあたりに船の甲板へと足を向けた。

「……ふう、さすがにお腹いっぱいだな」

　タラップを上りながら、お腹をさするカミト。とはいえ、さすがに竜公爵家のお嬢様だけあって、冷蔵室にあったのはどれも最高のステーキ肉だった。

「レオノーラだったら、ぺろっと平らげちまってたんだろうけどな」

　竜の姫ひめ巫み女こに歓竜街ドラゴンズ・ストリートを案内してもらったときのことを思い出す。

　彼女はドラゴンサイズの牛ステーキを三枚もおかわりしたのだった。

　帝都に到着するまで、みんなは船室で読書をしたり、勉強をするようだ。

　とくにエリスは学院での補講が溜まっているため、ヴィーゼル教室の担任教師に大量の課題を出されていた。

　こんなときに課題なんて、とカミトは思うのだが、真面目なエリスは、騎士団長たる者は学院生の規範にならねばならん、と頑張って課題と格闘している。

（……どこまでも真面目なお嬢様だよな）

　けれど、そこがエリスのいいところでもあるんだろう。

　タラップを上りきると、飛竜の発着する大きな甲板の上に出た。

　風を遮る障壁の外に大空が広がり、下には広大な平原地帯が広がっている。

「……っ!?」

　ふと、また左目の奥が疼うずくような感覚があった。

　……気のせい、だろうか。

　今は〈神威カムイ〉を使っていないはずだが──

（……〈闇の精霊王〉レン・アッシュドール）

　自分の中に眠る〈魔王〉の力が、徐々に肉体を支配しつつあるのがわかる。

　まるで、〈聖女〉の復活と呼応するように──

（……っ、てめえなんかに、呑のみ込まれてたまるかよ）

　握った甲板の手すりが軋きしむ。

「カミト──」

　と、背後で声がした。

　振り向く。タラップを上がってきたのは、クレアとスカーレットだった。

　スカーレットがトットッと歩いてきて、カミトの足もとに座り込む。

「クレア、エリスの家庭教師はどうしたんだ？」

「今は休憩よ。全部教えたら、ためにならないでしょ」

　人差し指をたてて、肩をすくめるクレア。

　学院での成績はトップクラスのクレアだが、なにげに勉強の教え方もうまいのだ。

　意外と学校の先生なんかが向いているのかもしれないな、とそんなことを思う。

　クレアはカミトの隣に来て、手すりに両腕をのせた。

　広がる大空と遠くに見える山脈を見つめながら、ぽつりと呟つぶやく。

「……なんだか、めまぐるしい日々だったわね」

「そうだな」

　フィアナを奪還してドラクニア竜公国に亡命し、暴走した〈教国〉の軍用精霊を止め、砂漠を越えた先の〈魔王の都〉では、〈聖女〉の復活を目撃した。

　……それが、ほんの数週間ほどであった出来事だ。

　冒険、なんて言葉じゃとても語りきれない、濃密な時間だった。

「カミト……」

　少しだけ口ごもり、クレアはチラッとカミトのほうを見た。

「なんだ？」

「……あ、う、ううん、なんでもないわ！」

　クレアはパタパタとツーテールの髪と手を振った。

　けれど、その紅玉の瞳には、どこか不安そうな感情が揺れている。

「……？　どうしたんだよ？」

　もう一度、目を見て訊きくと、クレアは急に顔をカアッと赤くして、

「カ、カミト！」

「うん？」

「あ、あたしは、あんたのご主人様よっ！」

「はあ!?」

　と、カミトは思わず、そんな声を上げてしまう。

「お、お前、いきなりなにを言い出すんだよ……」

「なによ、忘れたの？　あんたは今でもあたしの契約精霊なのよ！」

　クレアはカミトの鼻先にびしっと指を突きつけた。

「……！」

　……ああ、たしかに、言った。

　狂精霊となってしまったスカーレットを前に、自暴自棄になった彼女に──

　お前が力を望むなら──

　俺がお前の契約精霊になってやる、と。

「ふん、思い出したようね」

　そんなカミトの反応を見て、クレアは満足そうに頷うなずくと、

「あんたはあたしの契約精霊、つまり、あたしは契約者、精霊使いのご主人さまよ！」

「そ、そうなのか？」

「そうなの！　だから──」

　クレアは人差し指を突きつけたまま、まっすぐにカミトを見つめて言った。

「あんたは、誰のものにもなっちゃだめ。ずっと、あたしのものなんだから、ね」

「……」

　ああ、とカミトは理解した。

　まるで出会った頃のような、傍若無人な物言いだが──

〈闇の精霊王〉の力のことを聞いて、カミトを心配してくれているのだろう。

（……不器用な奴やつだな）

　カミトは苦笑して、クレアの頭にぽんと手をのせる。

「……っ、ふああっ！　な、なにするのよっ！」

「クレア、俺はずっと、お前の契約精霊だ」

　そう口にすると、クレアは顔を真っ赤にして、

「わ、わかればいいのよ、わかれば！」

　ふいっと顔をそむけるのだった。
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　アレイシア精霊学院を発って、三時間後。

　カミトたちの乗る飛竜母艦は、帝都オストダキアに到着した。

　戦場となったサーデルカ平原に船を停泊させ、そこから徒歩で門に向かう。

　カミトたちが来ることは事前に通達されていたようで、城門を守護する精霊に足止めされるようなことはなかった。

「ひとまず、騎士団の宿舎にいる姉様に合流しましょう」

「ああ、そうだな」

「王女殿下はお忙しそうですものね」

　誰も異論はなかったので、街の中心に向かって歩く。

　大通りの脇には、騎士の紋の描かれた、オルデシア王家の旗が翻っていた。

「本当に無血開城したのね」

　まったく破壊の跡のない建物を見て、クレアが言った。

「ああ。サーデルカ平原の戦いで、趨すう勢せいはすでに決していたらしい」

　エリスが神妙な表情で頷うなずく。

　帝都を明け渡すことを決めたのは、彼女の祖父であるファーレンガルト公爵だ。彼は皇帝への忠義と帝都の民の命を秤はかりにかけて、民の血の流れない選択をしたのである。

　その祖父の処遇がどうなるのか、エリスは気をもんでいるのだろう。

　フィアナはさほど重い処罰を求めないだろうが、それで反乱軍の諸侯が納得するかどうかはわからない。これを機に、オルデシアの軍事を担ってきたファーレンガルト家になりかわろうと考える貴族もいるに違いない。

　そこはフィアナの発言力しだい、なのだろうが──

「それにしても、解せないわね」

「なにがだ？」

　と、顎に手をあてて呟つぶやくクレアに、カミトは訊きき返す。

「〈聖国〉よ。どうして、援軍も出さずに消えたのかしら」

「……たしかに、妙な気がしますわね」

　リンスレットも首をかしげる。

〈聖国〉の〈聖法機関デ・ゼツサント〉の目的は、皇帝アルネウスを傀かい儡らいにして、オルデシアを陰から支配すること──だったはずだ。

（連中はそのために、フィアナを陥れる陰謀を企てた……）

　だが、叛はん乱らんの火の手が上がっても、〈聖国〉は一切軍を派遣することはせず、王宮の枢すう機き卿きようたちも早々に引き上げさせてしまったという。

「〈教国〉でも紛争を煽あおるだけ煽って、一体何が目的なのかしら？」

「……さあ、な」

　まるで帝国を支配することではなく、地上に戦争の火種を撒くことが目的のようだ。

　なんのために、そんなことをする必要があるのか──

（いや、待てよ……）

　ふと、カミトはあることを思い出した。

　それは、あの〈魔王の都〉で、精霊イリスが見せてくれた、千年前の真実──

〈聖王〉は人間への憎しみを抱いた青年スライマンをそそのかし、魔王を誕生させた。

　そして、自らの手で生み出したともいえるその魔王を、今度は自身の魂を与えた〈聖女〉アレイシアの手によって滅ぼさせたのだ。

　大陸を、未み曾ぞ有うの破壊と混乱に導いた〈魔王戦争〉。

　その背後に存在した〈聖王〉の目的は、一体何だったのか──

「なんにせよ、〈聖国〉の手先が消えたからって、油断はできないわね」

「ええ、きっとまた手を出してくるに決まってますわ！」

　真剣な表情で呟つぶやくクレアに、リンスレットが大きく頷うなずいた。

　カミトたちは大通りを抜け、二番目の城門をくぐった。

　以前、フィアナを救出するために潜入したときは、ルビアの手配した〈骸連盟マーダーズ〉の商人の手を借りたのだが、地下道でその商人に裏切られた苦い経験がある。

〈十二騎将ナンバーズ〉の特務騎士、ヴィレイ・ブランフォードの助力がなければ、広大な帝都の地下道を延々と彷徨さまようことになっていただろう。

（……ヴィレイか、無事だといいが）

　と、行方をくらましてしまった彼女の身を案じていると、

「あ、お姉さま～……とカミトさま～！」

　門のすぐそばで、幼い少女の可愛かわいい声が聞こえてきた。

「ミレーユ!?」

　たたたっと駆けてくる少女の姿に、リンスレットが目を丸くする。

　子供用のドレスに身を包んだその少女は、リンスレットの妹のミレーユだ。

「ミレーユ、どうしてここに？」

「フィアナ王女様の軍に加わった、〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉のみんなと一緒に来たのよ。私だって、ローレンフロストの娘なんだからね！」

　えへん、と小さな胸をはるミレーユ。

　ローレンフロストは、フィアナの呼びかけにいち早く呼応した援軍だった。辺境の守護を任されているだけあり、抱かかえている騎士団の戦力もかなり大きい。ミレーユは、その騎士団を率いる旗手として従軍してきたのだろう。

「ミレーユ、あなたはまだ子供なんですのよ。戦場に来るのは危ないですわ」

「へーきよ、姉さま。〈白狼騎士団ヴオルフ・リツター〉のみんなが守ってくれるし、ミラもいるもの。それに、目の治ってないユーディアお姉さまは、お城の外に出られないでしょ」

「ミラが？」

　カミトが訊きき返すと、

「はい、お嬢様」

　そばの建物の陰より、メイド服姿の少女が姿を現した。

「ミ、ミラ、いつのまに!?」

「お久しぶりです、カミト様──」

　驚くカミトに、ぺこりと丁寧にお辞儀するメイド少女。

　ミラ・バセット。

　もとはロッソベル公国の〈破烈の師団〉に所属する騎士であったが、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉後は、ローレンフロスト家に仕えるミレーユ付きのメイドとして雇われている。

　彼女の眼めは左右で異なる色をしているが、これは左の眼が強力な〈軍団精霊〉を封印した〈封魔眼〉であったためだ。

「ローレンフロストの別邸に、皆様の休める部屋を整えておきました。どうか旅の疲れをお癒しください」

「それはありがたいわ、ちょうど御祓みそぎがしたかったしね」

　クレアが嬉うれしそうにツーテールの髪を跳ねあげた。

「感謝しますわ、ミラさん」

「もしかして、俺の部屋も用意してくれたのか？」

「もちろんです、カミト様」

　ミラは無感情な声で答えた。クールな少女なのだ。

「そうか。いや助かった、ありがとな、ミラ」

　貴族のお嬢様たちはともかく、〈教導院〉育ちのカミトはどこでも寝ることができるので、帝都の安宿でも探そうかと思っていたのだ。

「いえ、私はメイドとして当然のことをしたまで──」

　ミラは首を横に振った。

「ミラってば、カミト様のベッドメイキングにとっても時間をかけてたのよ」

「なにを言うのですか、お嬢様」

　クールなミラが頬ほおを赤く染め、ミレーユの背中をぺしぺしと叩たたく。

「御祓みそぎができるのはありがたいが、先にルビア殿と合流したほうがよいのではないか」

　エリスが言った。

「……ええ、それはそうね」

「ルビア様は、ネフィスカール宮殿にいるんですの？」

「それは、わからないけど……」

　クレアは言いよどんだ。

　帝都に災厄をもたらした〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉は、ここで顔を晒さらしたくはないだろう。どこか目立たない場所にでもいるのかもしれない。

　だとすると、この広大な帝都で探し出すのはかなり困難だ。

「それではこうしましょう。わたくしたちが別邸にいることを、王女殿下に伝えておけばいいのですわ。どのみち、王女殿下とコンタクトをとるでしょうし」

「……それがよさそうね。エリス、王宮に伝言を頼むわ」

「ああ、わかった」

　エリスが手の中に透明な花を生み出した。

　目的地の場所へ声を届ける〈風耳〉の精霊魔術だ。

　花は風に乗ってふわふわと飛んでゆく。

「お姉さま、私、お姉さまのカニオムライスが食べたいわ」

「はいはい、作ってあげますわ」

「わーい、姉さま、お料理上手の優良物件！」

「な、なにをいいますの、ミレーユ！」

　リンスレットの腕を掴つかみ、カミトのほうをチラッと振り向くミレーユ。

「あいかわらず仲のいい姉妹だな」

「うむ、私が義あ姉ね上にあんなことをしたら、鉄拳制裁ものだぞ」

　カミトの呟つぶやきに、エリスがしみじみと頷うなずく。

　仲睦むつまじく手をつなぐ姉妹の後ろ姿を、クレアはちょっと羨ましそうに眺めていた。
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　ミラの案内してくれたローレンフロスト別邸は、貴族街の外れにあった。

　ネフィスカール宮殿からは離れているが、緑も多く閑静な場所だ。

　部屋で休んでいるカミトを残して、クレアたちは敷地の外にある禊場へと足を向けた。

「ちゃんと御祓みそぎする場所があって、よかったわ。ミラに感謝ね」

「うむ、船の中が暑くて、汗をかいてしまったからな」

　脱衣所の籠に、エリスが几き帳ちよう面めんに畳んだ制服を置く。

「ここは普段、〈水の精霊王〉様をお祀まつりする祭殿として使っている場所なのですわ」

　リンスレットがひと差し指をたてて言った。

　普段は帝都の姫ひめ巫み女こにも開放されているらしいが、今は貸し切り状態だ。

　服を脱いで裸になった三人は、祭殿の前で体を清め、浴室に足を踏み入れた。

　オルデシアでは珍しい、サウナ式の禊場だ。大きな浴槽の中で、水の精霊鉱石と火の精霊鉱石を反応させ、大量の蒸気を生み出しているのである。

「あちらには、ローレンフロスト名物の〈氷獄風呂〉もありますわ」

「……？　なによそれ？」

「あれですわ」

　リンスレットが指さした先には、大きな氷塊の浮かんだ浴槽があった。

「あ、あんなのに入ったら死んじゃうわよ！」

　クレアがぶるっと身震いする。

「あら、わたくしやミレーユは子供の頃から入っていましてよ」

「えぇ……これだから辺境は……」

「なっ、いまローレンフロストをばかにしましたわね！」

　リンスレットがむっと頬ほおを膨らませ、指先に宿した冷気でクレアの背中を撫なでる。

「ひゃんっ！」

　可愛かわいいクレアの悲鳴が禊場に反響した。




　──三人は壁のベンチに並んで腰掛けた。

　禊場に立ち込める、熱いサウナの蒸気が心地よい。

「心地よいな。全身の疲れが一気に消えていくようだ」

「……そ、そうね」

　クレアは奥に座るエリスの胸に、チラッと恨めしげな視線を向けた。

（……エリス、やっぱり大きいわ）

　隣に座るリンスレットの胸も、ほどよい大きさだ。

　横に並んで座ると、それぞれのサイズが残酷なまでに露あらわになってしまう。

（……ふ、不公平よ、こんなの）

　クレアは不機嫌そうに唇を尖とがらせた。

「クレア、そんなふうに胸をそらしても無駄ですわよ」

「……っ、べ、べつに、そ、そらしてないわっ！」

　顔を真っ赤にして叫ぶ。

　リンスレットは慈愛に満ちた微笑を浮かべ、

「大丈夫、心配しなくても、まだ成長の余地はありますわ。わたくしの教えてさしあげた、あの豊胸術を毎日実践すれば、いずれは騎士団長くらいに──」

「リンスレット、な、なにを言うのだ、君は!?」

　エリスがあわてて、両腕でたわわな胸を隠した。

　もっとも、隠しきれてはいないのだが。

「そ、そうよ！　だいたい、あんたの教えてくれた豊胸術って──」

　言いかけて、クレアは口をつぐむ。

　リンスレットに教わった豊胸術。それは、好きな人に胸を揉もんでもらうこと、だ。

（す、好きな人に揉んでもらうなんて、そんなこと……）

「クレア、いま誰のことを想像しましたの？」

「ふああっ、べ、べつに、想像なんてしてないわよ！」

　クレアがあわてて否定すると、

「ふふっ、なんだか面白そうな話をしてるじゃない」

「フィアナ!?」「王女殿下！」

　サウナの蒸気の向こう側から、バスタオルを巻いたフィアナが姿を現した。

「フィアナ、帝国議会はどうしたのよ？」

「いったん閉廷したわ。私だって、御祓みそぎの時間くらい欲しいわよ」

　フィアナはクレアの横に座ると、水差しをとってコップに注ぐ。

　この禊場の場所は、ミラかミレーユにでも聞いたのだろう。

「とりあえず、お疲れ様。議会のほうは、うまくまとまりそうなの？」

　クレアが訊たずねると、フィアナは首を横に振り、

「そううまくはいかないわ。皇帝派の貴族を全員処罰するわけにはいかないし」

「ま、難しいところよね……」

　と、クレアは肩をすくめ、

「このまま、オルデシア帝国の女王になったりするの？」

「……それこそ、冗談じゃないわ」

　フィアナはため息まじりに言った。

「反乱軍の旗印になるように〈正統オルデシア〉なんて名乗っていたけれど、オルデシアを〈聖国〉の手から解放したんだから、もう女王様ごっこはおしまいよ」

「そう？　けっこう立派にやってたと思うけど？」

「私はあくまで代理の君主。皇帝陛下の病状が回復したら、全権を返上するわ」

　フィアナは肩をすくめ、クレアの耳もとで囁ささやく。

「それに、本物の女王様になんてなったら、カミト君と結婚できないでしょ♪」

「……っ、な、ななな、なによそれ！」

「だって、私はカミト君が好きよ。クレアも素直になったら？」

「……～っ！」

　ふふっと挑発するように微笑ほほえむフィアナに、クレアはぐぬぬ、と口をつぐむ。

「お、王女殿下──」

　と、そこへエリスが割って入った。

　何かを思い詰めたような真剣な表情で、口を開く。

「その、アルネウスに仕えた祖父の処遇は、どうなるだろうか」

「ファーレンガルト公爵には、寛大な処遇が下されるはずよ。帝都の無血開城は彼の功績だし、〈聖国〉の出方がわからないこの状況で、帝国議会も優秀な軍司令官を失いたくないでしょう」

「……そうか。よかった」

　ほっと安あん堵どの息をつくエリス。

「ああ、そうそう──」

　と、フィアナは思い出したように言って、

「エリス、あなたを私の〈親衛騎士ロイヤルガード〉に推薦しておいたわ」

「……え？」

「〈親衛騎士〉ですって？」

　エリスがぽかんと口を開け、クレアも驚きの声を上げる。

　王族の親衛騎士といえば、帝国騎士団の中でも最も誉れある称号。将来の〈十二騎将ナンバーズ〉候補が選ばれるような、エリート中のエリートだ。

　たしかに、ファーレンガルト公爵家の娘であれば家柄は十分だが、それでも、在学中の学院生が〈親衛騎士〉に推薦されるなど前代未聞である。

「わ、私が〈親衛騎士〉など、畏れ多い──」

「エリスが一番信用できるもの。それに実力だって申し分ないわ」

　オルデシアを亡命して以来、エリスはずっとフィアナの護衛と秘書のような役割を兼ねていて、その働きは見事なものだった。

　優秀で信頼できる仲間をそばに置きたい、というのは道理だろう。

「し、しかし、だな……本当に私などでいいのだろうか」

「ええ、あなたに頼みたいの」

「……む」

　エリスはしばし迷っていたが、やがて顔を上げ、

「わかった。謹んで承ろう、王女殿下」

　と、完璧な騎士の礼をしてみせるのだった。
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　左目が鋭く疼うずく。まるで血を流しているかのように。

「……っ、ぁ……！」

　激痛で今にも途切れそうな意識の中で、カミトは右の目を開けた。

　……また、あの夢だ。

　はるか古代、何千年も昔の世界。

〈闇の精霊王〉レン・アッシュドールの記憶の世界──

　暗灰色の雲に覆われた空に、ぽっかりと空いた巨大な穴。
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　夜の黒よりもなお濃い闇が、その奈落の外縁からとめどなく溢あふれてくる。

　世界を、その闇で埋め尽くそうとするかのように──

「……なんだ、あれは……〈異界の闇〉、なのか……？」

　空を穿うがつ奈落を見上げながら、カミトは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

（今朝、見たのは〈精霊戦争〉の夢だった──）

　では、今見ているこの光景は、いつの時代のものなのだろう──？

　闇の汚泥を吐き出し続ける奈落の中心に、幾つもの小さな光が生まれた。

　光は翼を持った人の姿となり、次々と地上へ降りてくる。

　その姿に、カミトは見覚えがあった。

「……まさか〈天使〉？」

　光の翼を広げた数百体の〈力の天使デユミナス〉が、荒れ果てた荒野に次々と舞い降りる。

　その瞬間。燃え盛る紅ぐ蓮れんの炎が、大地を薙なぎ払った。

「……っ!?」

　炎を放ったのは、大剣を手にした一人の少女だ。

　宙に浮かび、真っ赤に焼けた大地を冷たく見下ろしている。

　たなびく真紅の髪が、炎の照り返しを受けて赤く輝く。

（あれは……？）

　その少女の隣には、それぞれ槍やりと錫しやく杖じようで武装した別の存在がいた。

　風を纏まとう魔槍を構えているのは、二十歳くらいの碧へき玉ぎよくの髪の女。

　もう一人、渦巻く水の錫杖を手にしているのは、カミトの見知った少女だった。

〈元素精霊界〉で出会った、イセリア・シーウォードだ。

　だとすると、あとの二人は〈火の精霊王〉と〈風の精霊王〉なのか？

「……〈精霊王〉が〈天使〉と戦っている？」

　──その時。疼うずく左目から血のような闇が溢れ出した。

「……っ!?」

　足もとに落ちた闇は、たちまちカミトの身体を呑のみ込んでゆく──

（……ま、ずい……！）

　絡み付く闇の汚泥の中で、カミトはもがくように手を伸ばした。
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「……っ!?」

　目覚めると──

「……ぁんっ！」

　ふよんっ。

　と、心地の良い感触を右手に感じた。

（……っ、なんだ!?）

　手を伸ばした姿勢のまま、未覚醒の脳裏に疑問符が浮かぶ。

　なんだか、甘い声が聞こえたような気がするが──

　ふよんっ。ふよんっ。

「……んっ……き、さま……な、にを……ゃんっ！」

「……え？」

　ようやく、夢から覚めたことに気付いて、カミトはハッと顔を上げた。

　と、まっすぐ伸ばした右手の先に──

「──貴様、今ここで消し炭になりたいのか？」

　軍服姿の美少女が、肩をわなわなと震わせ、カミトを睨にらんでいた。

「おわっ、ル、ルビア!?」

　ベッドから転がり落ちそうな勢いで、カミトはあわてて手を離した。

　まさか、夢の中で伸ばした右手が、彼女の胸に触れていようとは。

　……だとすると、さっきの可愛かわいい声は、彼女のものだったのだろうか？

（……いや、まて、どうしてルビアがここにいるんだ!?）

　もしや、まだ夢の中にいるのではあるまいか。

　そんな混乱をしたまま、カミトは周囲を見回した。

　毛足の長い獣皮の絨じゆう毯たん。ベージュ色の壁。枕元には狼おおかみの頭を模した小さなランプ。

　ミラ・バセットの案内してくれた、ローレンフロスト別邸の部屋だ。

（……夢、じゃなさそうだな）

　カミトはあらためて、ベッドの上に座るルビアに視線を戻す。

「やはり夜の魔王だな、貴様は。ここで滅しておくべきなのかもしれん」

　彼女は射殺すような目で、カミトを冷たく睨んでいる。

「ま、待て、わざとじゃないぞ……！」

　本気で命の危機を感じて、カミトは口を開いた。

「……っていうか、なんであんたがここにいるんだ!?」

　と、やや逆ギレ風に訊たずねると、彼女はむっと唇を噛かみ、

「貴様が〈闇の精霊王〉の力に侵しん蝕しよくされていないか、確かめに来た」

「……え？」

「アレイシア精霊学院の奪還戦では、相当な〈神威カムイ〉を消耗しただろうからな」

　途端、ルビアは真剣な表情になって、カミトの目を覗のぞき込こんできた。

「──貴様、その眼めはどうした？」

「……」

　彼女が訊きいているのは、いまだ疼うずくような痛みを残している左目のことだろう。

　おそらく、あの〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の〈精霊刻印〉が発現しているはずだ。

「全部、お見通しか。あんたに隠し事はできないな」

　観念して、カミトは肩をすくめた。

「──その〈精霊刻印〉は、〈闇の精霊王〉のものか」

「……ああ」

　頷うなずく。ルビアがわずかに息を呑のむ気配があった。

「まさか、そこまで進行しているとは──」

「さっきも夢の中で〈闇の精霊王〉の記憶を見てた。今はなんとかレスティアが抑えてくれているが、正直、そう長くは持ちそうにない」

　革手袋をした左手に目を落とし、カミトは首を横に振った。

「そう、か──」

　と、ルビアは静かに目を伏せ、唇を噛かむ。

　精霊との夢の共有。

　それが何を意味するのか、彼女にはよくわかっているのだろう。

「やはり、様子を見に来てよかった」

「……？」

　彼女の口にした呟つぶやきに──

　カミトはほんのわずかに、眉を顰ひそめた。

「どういう意味──」

「少し、目を閉じていろ、レン・アッシュベル」

「……!?」

　次の瞬間。肩を掴つかまれ、すっと距離を詰められる。

　カミトの目の前に、彼女の顔があった。

　透きとおった紅玉の瞳。可か憐れんな桜色の唇。

　湯浴みをしたあとなのか、石せつ鹸けんの香りが鼻をくすぐる。

（……っ、ち、近い!?）

　カミトは思わず、ドキッとした。

「……っ、ルビア！　な、なにを──」

「二度は言わせるな、目をつむれ。それと、声をたてるな」

「……っ!?」

「私も女だ。恥じらう気持ちはある」

　少しかすれた、耳もとをくすぐるような囁ささやき声。

　軍服ごしに、彼女の可愛かわいらしく小ぶりな胸があたる。

「な……」

　言いかけるカミトの口を塞ぐように──

　彼女の唇が触れた。

（……っ!?）

　ドクン──

　心臓の鼓動が跳ね上がった。

　同時、全身の経絡に膨大な〈神威カムイ〉が流れ込んでくる。

　肉体の中で循じゆん環かんしていた〈神威〉が、一気に入れ替わってゆくような感覚があった。

「んっ……」

　少しだけ甘い声を発して、彼女はゆっくりと唇を離した。

　頬ほおをわずかに火ほ照てらせ、潤んだ紅玉の瞳でカミトの目を見つめる。

「なに、を……」

「──〈精霊刻印〉は消えた、か」

　言って、彼女は細い指先をそっと唇にあてた。

「あ……」

　カミトは気付く。

　あの疼うずくような左目の痛みが、綺き麗れいに消えていた。

「……なにを、したんだ？」

　まだのぼせた頭で、カミトは訊たずねた。

　全身を、どこかふわふわしたような心地の良い感覚が包んでいる。

「姫ひめ巫み女この儀式魔術だ。お前の中に宿る闇の〈神威〉を私の肉体に循環させた」

　と、ルビアは小さく喘あえぐように言った。

「これで、少しは、楽になったはず……」

　苦しげに胸を押さえ、ふらっと倒れそうになる。

「お、おい、大丈夫か!?」

　カミトはあわてて彼女を抱きとめた。

　触れた肩が熱い。まるで熱した炉のようだ。

「闇の〈神威〉と循環させたって？　そんなことして、大丈夫なのか？」

「……肉体に少し、負荷がかかった、だけだ……」

　カミトの腕の中で、彼女は苦痛に表情を歪ゆがませた。

「負荷って、お前──」

「やはり、〈姫巫女〉の聖性を失った私の肉体では、限界がある、か──」

　激しく息を喘がせながら、自じ嘲ちようするように呟つぶやく。

「……っ、お前、無む茶ちやするなよ……」

「……大したことはない。初めてだったが、上う手まくできた──」

　頬ほおを真っ赤に紅潮させて、彼女は恥ずかしそうに目を伏せた。

「……初めて？」

　それがなんのことを指すのか、カミトが一瞬、訝いぶかしがると──

　ルビアはあっと唇に手をあて、激しく首を振った。

「な、なんでも、ない、今のは気にするな……！」

「……？」

　妙な態度に、ますます訝しがるカミト。

　──と、その時。

〈──卿きよう……紅ぐ蓮れん卿、聞こえておりますか！　重要なご報告が──！〉

　ザザザッ──とかすれるような声が、どこからか聞こえた。

〈教導院〉のリリィ・フレイムだ。

　ルビアは一転して厳しい表情になると、軍服の胸ポケットから一枚の符を取り出した。

〈声紋符〉──近距離で声を飛ばすことのできる、姫ひめ巫み女この魔術装具だ。

「私だ。なにがあった？」

　冷静に訊きき返すルビアに──

　リリィは、動揺を滲にじませた声でこう言った。

〈──〈聖都〉アレクサンドリアが、消滅しました〉
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　聖山ロンディニア。聖女アレイシア生誕の地であり、〈聖王〉信仰の中心地。

　その麓で──

「な……!?」

〈聖霊騎士団〉団長、ルミナリスは、愕がく然ぜんと地面に膝をついた。

　崩壊した〈魔王の都〉より、命からがら祖国に帰還した彼女たちは、その目で見てもなお、信じがたい光景を目にしたのだ。

　帰還すべき地が──聖都〈アレクサンドリア〉が、消滅していた。

　地震や火山などの壊滅的な災厄によって滅びたわけではない。

　文字通り、ごっそりと抉えぐれるように、〈聖都〉のみが忽こつ然ぜんと姿を消していたのだ。

　巨大な聖山の山肌には、虚ろな闇をたたえた巨大な穴があいている。

　夜の闇よりもなお深く、一切の光を映すことのない、虚無の穴だ。

「い、一体、何が起きているのですか？　〈アレクサンドリア〉はどこへ……？」

　ルミナリスの呟つぶやきに、答える者は誰もいない。

　ただ、吹き抜ける風の音だけが、聖地を失った山脈に響いていた。
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〈聖都〉アレクサンドリア消滅の報は、瞬く間に宮廷内を駆けめぐった。

　巨大な都が、住人ごと一瞬にして消え去るなど、大陸史上、前代未聞の出来事だ。

　報告を受けたフィアナはすぐに諸侯を集め、緊急の帝国議会を招集した。

「〈アレクサンドリア〉が、消滅したですと!?」

　円形の帝国議会ホールで、貴族の一人が叫んだ。

「にわかには信じられませぬ、その報告は信用できるのでしょうな？」

「確認中です。ただ、国境方面軍の報告なので、情報の確度は高いかと」

　議場の中央に立ったフィアナが言った。

「崩壊ではなく、消滅ですと……？」

「そのように聞いています」

「し、しかし、本当にそのようなことがあり得るのか……」

　帝国議会は混乱の最中にあった。

（……まあ、無理もないな）

　議会ホール後方の壁に寄りかかり、カミトは腕組みして呟いた。

　詳細な情報がないまま、噂うわさだけが錯綜している。まして帝国の動乱から、まだほとんど時間が経過していないのだ。貴族連中が浮き足立つのも仕方ない。

「本当なのかしら？　〈聖都〉が消えたって──」

　クレアが小声で言った。

「……今のところは、なんとも言えないな」

「一瞬にして都が消えてしまうなんて、まるでお伽とぎ噺ばなしのようですわ」

「〈聖都〉には、〈風王騎士団シルフイード〉の研修旅行で滞在したことがあるが、街の規模は学院都市と同じほどだった。それが消え去るなど──」

　エリスも首を傾かしげる。

「それこそ、あたしの故郷が滅びたような災厄でもなければ、ね」

　クレアは何かを考え込むように、顎に手をあてた。

「クレア、何か心あたりでもありますの？」

「ええ、あの都には、〈火の精霊王〉の化身がいるわ」

「ああ……」

　クレアの呟つぶやきに、カミトは唸うなる。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝したカミトたちは、〈火の精霊王〉を解放することに成功した。

　しかし、ルビアによれば、解き放たれた〈火の精霊王〉の魂は、〈聖都〉に転移してしまったらしい。

〈聖国〉はあらかじめ、〈火の精霊王〉を手中に収める算段をたてていたのだろう。

　実際、〈魔王の都〉で、〈火の精霊王〉は〈聖霊騎士団〉と共に行動していた。

「〈聖国〉の連中が、誤って〈火の精霊王〉を暴走させたっていうのか？」

「可能性はあるわ。〈火の精霊王〉が力を解放すれば、都市の一つなんて簡単に吹き飛ばすことができるもの」

「たしかに、な──」

〈火の精霊王〉は、あの〈魔王の墳墓〉さえも一瞬で溶かしたのだ。

〈聖都〉を一瞬で消し飛ばすことも、不可能ではないだろう。

「けど、リリィの報告じゃ、破壊の跡もなく忽こつ然ぜんと消えたって話だぞ」

「……ええ、それが不可解なのよね」

　クレアはまた、考え込むように下を向く。

　議会の紛糾が続く中、一人の姫ひめ巫み女こがホールの中央に進み出た。

「あれは？」

「まあ、ロザミア・アシュール様ですわ！」

　リンスレットが小さく驚きの声を発する。

「へえ、あれが、噂に名高い〈天眼〉か──」

　カミトは興味深げに、その美しい黒髪の姫ひめ巫み女こを見下ろした。

　──〈天眼〉のロザミア・アシュール。

〈教導院〉時代に、その名を聞いたことがある。

〈十二騎将ナンバーズ〉の第二位にして、最高位の特務騎士。

　年齢は二十五歳を超えており、〈十二騎将〉では最年長だ。

　ロザミア・アシュールは貴族たちに一礼すると、儀式魔術を唱え始はじめた。

「なにをするつもりなんだ？」

「〈千里眼〉の精霊魔術よ。遠く離れた場所を視みることができるの」

「〈四神スーシン〉のリンファ皇女が使ってたのと同じ魔術か」

「ええ、あれよりもっと高度なものだけど──」

　しばらくすると、ホールの中央に、大きな半透明の球体が出現した。

　その球体の表面に鮮明な映像が映り込むと、議会ホールにどよめきの声が上がった。

　それは、精霊の眼めを通じて投影された映像だ。

「な、なによあれ!?」

「なんですの？」

　クレアたちの視線も、球体に浮かぶ映像に釘くぎ付づけになる。

　巨大なロンディニア山脈が、ごっそりと削り取られていた。

　そこに壮麗な都市があったことを物語る痕跡は、なにもなかった。

　破壊の痕跡さえ窺うかがうことができない。

　残されたのは、光さえも反射しない、真っ黒な虚無の空間だった。

「一体、何が起こったんだ？」

　カミトが呆ぼう然ぜんと疑問の声を発すると、

「──〈アストラル・シフト〉の痕跡だ」

　すぐ横で冷静な声が聞こえた。

「ルビア……」

「ね、姉様!?」

　二人が振り向くと、緋ひ色いろの仮面を着けたルビアがそこにいた。

「〈アストラル・シフト〉だって？」

「ああ、そうだ。〈人間界〉と〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉とが重なり合った時、転移した場所にあのような無の空間が残ることが報告されている。無論、〈精霊の森〉などで自然発生する、ごく小規模なものだがな──」

「まさか、都市を丸ごと〈アストラル・シフト〉するなんて……」

「じゃあ、〈聖都〉は〈元素精霊界〉に転移したっていうのか？」

「ああ、そうだろうな」

　ルビアは短く頷うなずく。

　アレイシア精霊学院は、〈魔精霊〉の生息する〈魔界〉と重なった。

　では、〈聖都〉はどの場所と重なったのだろう──？

「もしかして、学院でのアストラル・シフトは、このための実験だったのかしら？」

「……そうかもな。けど、一体なんのために……？」

　球体に映し出されたその異様な光景に、帝国議会は更なる混乱に陥った。

　大きなざわめきがホールの中を満たす。

「どうか静粛に──」

　フィアナが凛りんとした声を張り上げた、その時。

　球体に映った映像が激しく乱れた。

「……!?」

　山脈の映像は眩まばゆい光に覆われ、やがてなにも見えなくなる。

「ロザミア卿きよう、これは一体!?」

　フィアナは振り返り、ロザミア・アシュールに声をかける。

　と──

「……あ、あ、ああ、あ……う、あああああっ！」

〈天眼〉の姫ひめ巫み女こは両手で頭を抱かかえ、苦しみの声を上げはじめた。

「ロザミア卿!?　だ、大丈夫ですか？」

「……あ、う……ああ、おりて……る……」

「……え？」

「……託宣が……降りて、く、る……ああああああっ！」

　ロザミアは白目を剥むいて絶叫すると、ふっと意識を失い、その場に倒れ込んだ。

　議会ホールが騒然となった。

「精霊が干渉を受けているんだわ！　早く〈結界〉を！」

　その可能性にいち早く気付いたフィアナが、護衛の〈十二騎将ナンバーズ〉に指示を飛ばした。

　何者かが、ロザミアの契約精霊を乗っ取ったのだ。

（……帝国〈十二騎将〉の精霊に、外部から干渉するだと？）

　双剣の柄に手を添え、カミトは胸中で訝いぶかしんだ。

　そんなことのできる精霊使いが、果たして大陸に何人いるだろう──？

　議会ホールの隅に控えた二人の騎士が、即座に〈封絶結界〉を展開する。

　これで、ロザミアへの干渉は遮断されるはず──

　──と、宙に浮く球体に変化が起きた。

　眩い光が消え、何か映像らしきものが浮かび上がったのだ。

「ね、ねえ、あれってまさか……!?」

　クレアが球体を指さして叫んだ。

「……!?」

　球体の中に映し出された、その姿を見て、カミトも息を呑のむ。

　純白の聖鎧に身を包んだ、輝く黄金色の髪の少女。

　そこに現れたのは──

　あの〈魔王の都〉で復活した、伝説の〈聖女〉の姿だったのだ。

「〈聖女〉アレイシア……」

　球体の中の聖女は、その蒼あおい瞳で、貴族たちを見下ろして、

『──僕は〈聖王〉アレクサンドロス。君たちに、最後の託宣を与えに来た』

　と、そう告げた。
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　──〈聖王〉アレクサンドロス。

〈聖女〉アレイシアの姿をしたそれは、自身をそう名乗った。

　少女の纏まとう清浄な光は、見る者すべてに、圧倒的な畏れと崇敬の念を抱かせる。

　議会の貴族たちはみな息を呑み、彼女に魅入った。

「あ、あの神々しいお姿は──」「〈聖王〉様だと？」「そんな……」

〈精霊王〉の姿を直接見たことのある者は、この世界にはいない。

〈聖女〉アレイシアにしても、肖像画に残されたものしか知らないはずだ。

　だが、その場にいた者たちはみな、それが〈聖王〉であることを確信した。

　その圧倒的な威によって、畏れの本能を呼び覚まされたのだ。

「……っ!?」

　カミトたちでさえ、その存在感に呑まれ、言葉を失った。

「まさか、ここに姿を現すなんて──」

　クレアが額の汗をぬぐう。

「……一体、何をしようというの？」

　と──

「〈精霊王〉の忠実なる下僕しもべ、〈人間界〉の者たちよ──」

　シン、と静まり返った議場に、〈聖女〉の透き通った声が響きわたった。

「──君たちに、最後の託宣を告げよう」

（……最後の託宣、だと？）

　カミトは胸中で訝いぶかしむ。

　威光に打たれた議場の貴族たちの間にも、困惑が広がった。

〈精霊王〉の託宣は、〈精霊姫〉を通して下されるものだ。

　歴史上、〈精霊王〉がこのような方法で託宣を下したことなど、一度もない。

　それに──

（最後の、ってのは──）




「──三日後に、この世界は消滅する」




　と、少女の姿をした〈聖王〉は、そう告げた。

「……っ、な、なに!?」「いま、なんと……？」「……消滅？」

　騒然となる議場内。

「な、なんですって!?」「なんだと？」

　その余りに一方的な宣言に、〈聖王〉の目的を知るクレアたちも驚きを隠せない。

　それは、預言詩でも、謎掛けでも、比喩でもない。

　──文字通り、託宣なのだろう。

　そこにあるのは、今あるこの世界を消し去るという、明確な意思の顕あらわれだった。

「間違えてしまった世界を、僕はもう一度やり直す。〈人間界〉も〈元素精霊界〉も、全て消し去り、正しき世界を創造する──」

　慈悲に満ちた穏やかな声が響く。

　その場にいる貴族たちは、ただ唖あ然ぜんとして、その託宣を聞いていた。

　人間は、〈精霊王）の託宣に異を唱えることはできない。

　強大な〈精霊王〉に対して、ただ儀式を奉納することしかできないのだ。

〈火の精霊王〉が、エルステインの領地を滅ぼし、火の力を奪った時でさえ──

　オルデシアの民は、何もできず、その怒りをただ受け入れるだけだった。

「──終しゆう焉えんの〈門〉が開くまで、君には最後の時を過ごす猶予を与えよう。これは忠実に仕えてきた人間種族への、ささやかな礼だ」

「──ふざけないでっ！」

　ピシッ。

　クレアが〈炎の[image: ]フレイムタン〉を床に打ち付けた。

　透き通った紅玉の瞳が、球体の中に映し出された〈聖女〉を睨にらむ。

「なーにがささやかな礼よっ、あんたの好きになんてさせないわっ！」

「お、おい、クレア？」

　そんなクレアを、〈聖女〉は冷たく見下ろした。

「──君たちに罪はない。この世界そのものが、間違えていたのだ」

「……っ、なんですって!?」

「願わくば、幸福な最後を過ごさんことを──」

〈聖女〉は胸元で安息を願う印を切ると──

　眩まばゆい光の中に、その姿を消したのだった。
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　大きな混乱に見舞われた帝国議会は、一時中断を余儀なくされた。

〈聖都〉の消滅。そして、この世界を消し去るという〈聖王〉の託宣が下されたのだ。

　パニックになるのも無理はなかった。

「──さっきの〈聖王〉の託宣は、大陸中の祭殿に下ったそうよ」

　部屋へ向かう回廊を足早に進みながら、フィアナが言った。

「じゃあ、各国でも同じような混乱に陥っているのね」

「ええ、そのようね……」

　呟つぶやくクレアに、フィアナは重々しい口調で答える。護衛の騎士たちは遠ざけて、そばにいるのは、クレアたち〈チーム・スカーレット〉の仲間だけだ。

「一方的に世界を消すなどと言われて、納得などできるものか！」

「横暴にもほどがありますわ！」

　エリスとリンスレットが、怒りの声を上げる。

　ルビアは、仮面の奥で沈黙したままだ。

「それにしても、まさか、こんなに早く動いてくるとはな」

　異界への〈門ゲート〉を開き、〈天使〉の権能を奪って、世界を再創造する。

　その〈聖王〉の計画が遂ついに実現しようというのだろうか──

（終しゆう焉えんの〈門〉がどうとか言ってたが、〈門〉ってのは一体、どこにあるんだ……？）

　──と、カミトが考え込んでいると、

　ふと、フィアナが足を止めた。

「フィアナ、どうしたのよ？」

「──〈神儀院〉の使い精霊だわ」

　フィアナは虚空の一点を指さした。

　と、そこに小さな光の粒子が集まり、三足の鳥のような姿をした精霊が顕現する。

「──〈八ヤ咫タ[image: ]ガラス〉か。使い精霊としては、最高格の精霊だな」

　ルビアがすぐにその正体を看破した。

　三本足の黒鳥は、ふわりと羽ばたくと、フィアナの左腕にとまる。

「ええっと、誰のお使いかしら？」

　フィアナが小首を傾かしげていると、

『──お久しぶりです、先輩』

　その〈八咫烏〉が口を開く。

（ん、この声、どこかで……）

　カミトは、その声に聞き覚えがあるような気がした。

「……レイハ？」

　フィアナは軽く目を見開く。

　声の主は、〈火の精霊姫〉レイハ・アルミナスのものだった。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の本選前に、カミトが世話になった少女であり、フィアナやルビアにとっては後輩にあたる姫ひめ巫み女こだ。

　フィアナは真剣な表情を作って、左腕の精霊に目を落とした。

「──〈聖女〉の託宣ね」

『ええ』

　と、レイハの声をした〈八咫烏〉が頷うなずく。このタイミングで使い精霊を寄よ越こしてきたということは、その件以外には考えられなかった。

「さっきの託宣、〈神儀院〉の見解はどうなの？」

「〈聖王〉様の託宣であることは、間違いありません。ですが──」

　と、レイハは言葉を切って、

「〈神儀院〉は、あのような託宣を受け入れることはできません」

「それを聞いて、ひとまず安心したわ」

　フィアナはふっと安あん堵どの息を漏らした。

　託宣の解釈をめぐり、〈神儀院〉まで紛糾していないか心配だったのだ。

『あの、先輩にお伝えしたいことがあるんです』

「なにかしら？」

　レイハの緊迫した声に、その場の全員がハッとする。

〈聖王〉の託宣のこと以外に、〈神儀院〉で何かが起きたのだろうか……？

『──〈聖都〉アレクサンドリアが、〈浮遊島ラグナ・イース〉に現れました」

「なんですって!?」

「なんだと！」

　衝撃的な報告に、カミトも思わず叫んだ。

（〈聖都〉が〈浮遊島〉に……？）

　──〈浮遊島〉といえば、〈精霊剣舞祭〉の舞台となった場所。

〈チーム・スカーレット〉にとっては、特別な思い入れのある場所だ。

　よりにもよって、そこに現れるとは──

「待って。〈浮遊島〉といっても、かなり大きいわ。一体どこに現れたの？」

　クレアが訊たずねる。

『それが──〈聖都〉が現れたのは、〈五大精霊王〉様の祭殿なのです』

「なっ!?」

　カミトたちは顔を見合わせた。

〈五大精霊王〉の祭殿。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝者だけが、足を踏み入れることを許された場所。

「……どうして、そんな場所に」

『わかりません。偶然とは思えないのですが──』

　レイハの声を伝える〈八咫烏〉は首を振った。

　──もちろん、偶然などではありえない。

「〈浮遊島ラグナ・イース〉に、なにか動きはあるの？」

　フィアナが言った。

「いいえ、今のところは。ですが──」

　と、一度言葉を切って、レイハは続けた。

「なにか、とても嫌な予感があるのです」

　──それは、ただの勘ではない。

　大陸最高峰の姫ひめ巫み女こである、〈精霊姫〉の直感だった。

「〈精霊王〉の祭殿と重なった〈聖都〉、そこで門を開くつもりなのか……」

「そう、でしょうね──」

　どんな方法で異界の〈門ゲート〉を開くのか、それはわからないが──

「……」

　短い沈黙の後、クレアが口を開いた。

「行きましょう、〈元素精霊界〉へ──」

「ええ」「ああ」「……ですわね」

　フィアナ、エリス、リンスレットの三人が同時に頷うなずく。

〈聖王〉が〈門〉を開けば、〈人間界〉も〈元素精霊界〉も、消し去られてしまう。

　あるいは、〈天使〉の軍勢に蹂じゆう躙りんされるだろう。

　……どちらの未来も、受け入れることなどできない。

　たとえ、不完全で間違った世界であっても──

（……俺たちは、ここで生きてるんだ）





[image: ]

　フィアナが〈元素精霊界〉へ転移するための準備をするには、少し時間がかかるということだった。祭殿の中にある遺跡を起動し、〈神儀院〉の本祭殿のある場所へ、正確に座標を合わせる必要があるのだ。

　その準備を待つ間、クレアは部屋で持っていく荷物のチェックをしていた。

「……まさか、また〈元素精霊界〉に行くことになるなんてね」

　様々な効果を持った各種〈精霊鉱石〉、儀式の道具をバックパックに詰め込む。

　緊急事態への備えは、〈チーム・スカーレット〉のリーダーである彼女の役目だ。

　最後に、ボロボロになったメモを制服の胸ポケットの内側に入れた。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を勝ち抜くために、フォーメーション戦術を書き付けたメモ。

（……あたしたち、あの〈精霊剣舞祭〉を戦い抜いてきたのよね）

　数多あまたの強豪チーム、強敵たちと交えた剣舞は、いまなお記憶に新しい。

　もし〈聖王〉が〈天使〉の力を手に入れれば、カミトや〈チーム・スカーレット〉のみんなで勝ち取った、あの優勝もなかったことになってしまう。

（……そんなの、絶対認めるわけにはいかないわ！）

　ぎゅっと拳を握り、立ち上がる。

　と、その時。ベッドで寝ていたスカーレットが、ドアのほうを見てニャーと鳴いた。

「スカーレット、どうしたの？」

　リンスレットでも来たのだろうか？

　訝いぶかしげに眉をひそめると、

「──クレア、私だ」

「ね、ねね、姉様!?」

　クレアはあわてて立ち上がり、ドアを開ける。

　開けたドアの前に、ルビアが立っていた。

　姉が一人でクレアを訪ねてくるなど、初めてのことだ。

「ね、姉さま、あの？」

「お前に話がある」

「え、えっと、待って、い、いまお茶をいれるわ……」

　クレアはあわあわとテンパって、ティーポットを取りにいく。

「ここにかけさせてもらうぞ」

　ベッドに腰をかけるルビア。

「え、ええ、どうぞ……」

　クレアはぎこちなく頷うなずいた。

　陶器製のティーポットを、くるっと丸まったスカーレットの上にのせる。

　ピーッと激しく湯気が吹き出し、お湯はあっというまに蒸発してしまった。

「まだ火の使い方に不慣れなのか？」

「……っ、ち、違うわ、姉さまが急に来たから、緊張して……」

　しどろもどろになるクレア。

「……」

　ルビアはふと、ベッドの上に積まれた本に目を落とした。

「お前は、子供の頃から本が好きだったな」

「読み方を教えてくれたのは、姉様よ」

「……そうだったか？」

「ええ、寝る前に、一緒に本を読んでくれたわ」

　クレアは少しだけ距離をあけて、ベッドに座った。

「あ、あの、話って？」

「──カゼハヤ・カミトのことだ」

「……カミトの？」

　ルビアは静かに頷く。

「〈闇の精霊王〉にその魂を支配されつつある。このままでは、いずれ──」

「……やっぱり、そうなのね」

　クレアは親指の爪を噛かんだ。

　カミトの様子がおかしいことには、彼女も当然気付いていた。

　帝都に向かう船の中でも、なにか思い詰めた表情をしていたのだ。

「おそらく、〈聖女〉アレイシアの復活に呼応して、〈魔王〉の力もまた目覚めつつあるのだろう。今は闇精霊が抑え込んでいるようだが、それもすぐに限界がくる」

「その〈闇の精霊王〉の力に呑のみ込まれたら、カミトはどうなってしまうの？」

「〈魔王〉スライマンの再来。いや、カゼハヤ・カミトの潜在力を考えれば、それよりはるかに大きな災禍をもたらす存在になるだろう、な」

　クレアはスカートの上でぎゅっと拳を握った。

（もし、カミトがそうなってしまったら……）

　クレアのことも、みんなとの思い出も、全部忘れてしまうんだろうか──

「どうすればいいの？」

「完全な形ではないが、〈闇の精霊王〉の覚醒を抑える方法はある」

　ルビアは手を宙に伸ばすと、虚空から古びた巻物を召喚した。

「……これは？」

「シェーラ・カーンの秘密書庫で発見した、千年前の巻物だ」

「なにが書かれているの？」

「〈魔王〉スライマンが、闇の力を制御するために用いた、儀式魔術の詳細──」

「……っ!?」

　ルビアがパチリと指を鳴らすと、巻物が開いた。

「あたし、〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉は読めないわ」

「わかっている。今から、お前の意識に直接イメージを伝えよう」

「え？」

　ルビアはクレアの目を見つめ、額に手をあてた。

　その細い指先に、小さな〈神威カムイ〉の光が灯ともる。

　と、クレアの脳裏に、イメージの奔流が一気に流れ込んできた。

「ね、姉様、なに……これ……ふああっ！」

「目を閉じて集中しろ」

「だ、だって、こんなの……まるで夜の剣舞じゃ……」

　見せられた儀式魔術の内容に、クレアの顔がカアアッと赤く染まる。

「この程度で狼狽うろたえるな、カゼハヤ・カミトを救いたくないのか？」

「は、はい、姉さま……ええっ、嘘っ、そ、そんなことまでするの!?」

[image: ]

「いちいち反応するな。わ、私だって、こんな……っ……」

　頭の中で入り乱れる、古代の儀式魔術のイメージに──

　清らかな姉妹はベッドの上で、身体を火ほ照てらせてしまうのだった。





　　　　◇






「お弁当にすれば、手軽に食べられますわね。ナイスアイデアですわ」

「うむ。サンドイッチばかりでは、少し味気ないからな」

　その頃、エリスとリンスレットは、王宮の厨ちゆう房ぼうを借りてお弁当を作っていた。

〈元素精霊界〉では、なにが起きるかわからない。わからないが、何はともあれお腹は空すくだろう、と考えたのだ。

「……うむ、なかなかよくできたぞ」

　コンパクトなお弁当箱に、エリスがたまご焼きを入れていく。

〈風王騎士団シルフイード〉の昼食は、もともとサンドイッチが多かったのだが、カミトが入団して以来、女の子たちが自主的に可愛かわいいお弁当を作ってくるようになった。

　そこで、昼食など腹の足しになればいいと思っていたエリスも考えを改め、もう一人分作るのも一緒だということで、カミトのためにお弁当を作るようになったのである。

　エリスの作るお弁当は、スタンダードながらも、よく栄養バランスを考えたものだ。

　ミニサラダにローストビーフ、たまご焼き、パスタ、焼きチーズ、芋の煮物、温野菜もたっぷりとれるようになっている。

「わたくしも、会心の出来ですわ！」

「ほう、それは楽しみだな……って、なんだそのお弁当は!?」

　と、彼女の弁当箱を覗のぞき込こんだエリスの顔が引ひき攣つった。

　リンスレットのお弁当には、常人には理解不能な奇妙な絵が描かれていたのである。

　……まるで、前衛芸術家の描いた抽象画のようであった。

「みなさんの契約精霊をモチーフにした、エレメンタル弁当ですわ」

　ふっ、とリンスレットは胸を張って言った。

「精霊……だと？　もしかして、この赤いのはスカーレット、なのか？」

　エリスがおそるおそる訊たずねると、

「もちろんですわ」

　と、自慢げに頷うなずく。

「そ、そうか……」

　エリスはなにも見なかったことにして、あさっての方向へ目を逸そらした。

「誰にでも、苦手なものはあるものなのだな、うむ」

「なんですの？」

　と、眉根を寄せるリンスレット。

「……い、いや、なんでもない。ところで、そっちの材料は？」

　エリスはあわててごまかすと、キッチンに並んだ大量の粉袋に目を向けた。

「ええ、これはイセリア様に奉納する、パンケーキの粉ですわ」

「ああ、なるほど」

　リンスレットは〈元素精霊界〉にいる〈水の精霊王〉イセリア・シーウォードに、パンケーキを奉納する約束をしていたのだった。

「あれから、イセリア様の託宣が降りてきませんの」

　リンスレットは氷薔薇ブルー・ローズの精霊刻印に目を落とし、心配そうに呟つぶやいた。学院奪還のときには声が聞こえたのだが、今は彼女が呼びかけても、なにも応えてこない。

「うむ、なにかあったのだろうか」

「ご無事だといいのですけど……」





　　　　◇






　その頃、カミトは部屋でエストを砥といでいた。

　聖剣の刃に〈鋼〉の精霊鉱石をあてがい、〈神威カムイ〉をこめて丁寧に研磨する。刃が精霊鉱石の上を滑るたび、小さな光の粒子が宙を舞った。

（こうして普段どおりの作業をしてると、心が落ち着くな……）

　時間をかけて磨き上げた刃を、乾いた布で丁寧に拭く。

　その様は、はたから見れば余裕があるように見えるかもしれない。

　だが、カミトが剣を砥ぐのは、余裕があるからではない。

　むしろ、その逆だ。

〈教導院〉にいた頃から、こうして任務の前には武器を磨いてきた。カミトにとって武器の手入れは、自身の心を整えるための儀式のようなものなのだ。

『……ふぁ、気持ちいいです、カミト』

　白銀の刃が明滅する。本来、〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉である〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を砥ぐ必要はあまりないのだが、エストはこの刃を砥ぐ感覚が気に入っているようだ。

（案外、俺たち人間にとっての、耳かきみたいなもんなのかもな……）

　と、そんなことを思い、苦笑する。

　ちなみに、レスティアのほうは、刃を砥がれるのは苦手らしい。

　彼女曰いわく、ちょっと恥ずかしいのだそうだ。

　素足を見せてくれないエストもそうだが、精霊の羞恥心のポイントはよくわからない。

『カミト、棟むねのほうもお願いします』

「ああ、わかった」

　エストのリクエストに応えて、刃の棟を砥とぐカミト。

　明滅する〈神威カムイ〉の燐りん光こうを見つめて、物思いに耽ふける。

　封印の洞窟でクレアを庇かばい、精霊契約の儀式をしたのが、ほんの数ヶ月前。

　それから、エストはずっと、カミトの剣であり続けてくれた。

　カミトを救うために力を使い果たし、消滅してしまったこともあった。

　カミトが記憶を失い、一時的に精霊契約が途切れてしまったこともあった。

　けれど、どんなときでもエストはカミトの剣であってくれた。

　そして、かつての契約者である〈聖女〉アレイシアが敵となっても、彼女はカミトの剣であると誓ってくれたのだ。

『カミト、どうしたのですか？』

　少し手が止まっていたのだろう、エストが訊きいてくる。

「……ん？　ああ、その、エストは最高だなって思ってただけだ」

『……！』

　思わず、そんな本音を漏らすと、エストの刃がバヂッと雷火を放った。

「熱っ！」

『……っ、すみません、カミト』

「いや、ちょっとびっくりしただけだ」

　カミトは桶おけに手を浸し、火傷やけどした指を冷やす。

　と──

　聖剣が光の粒子となって消滅し、眼めの前に制服姿の銀髪少女が姿を現した。

　細かな光を孕はらんだ白銀の髪。雪のように真っ白な肌。その人形のように整った無表情な顔は、ほんの少しだけ、赤く火ほ照てっているように見える。

「──私もびっくりしました、カミト」

　透き通った紫紺ヴイオレツトの瞳が、カミトをまっすぐに見つめた。

「カミトは本当に、夜の魔王です」

「な、なんのことだよ……！」

「カミト、先ほどの言葉は本当なのですか？」

　と、無表情のまま訊いてくるエストに、

「──ああ、当然だろ」

　カミトは照れながらも、しっかりと頷うなずいた。

「エストは、ずっと俺の最高の相棒だ。お前と一緒なら、異世界の天使だろうが、〈聖王〉だろうが、聖女アレイシアだろうが、負ける気はしない」

「……カミト」

　呟つぶやいて、エストはぽーっとしたように立ち尽くした。

　そして──

「カミト、私は覚悟を決めました」

　エストは部屋のベッドの上に座り込んだ。

「エ、エスト、み、見えるって!?」

「いいえ、見てください。カミト──」

「え？」

　エストは無表情に言って──

　ニーソの縁に指をかける。

「カミトに、見て欲しいのです。最強の剣精霊である、私のすべてを──」

「なっ!?」

　思わず、カミトの視線はエストの脚に釘くぎ付づけになった。

　白磁のように滑らかなふともも。紺のニーソに包まれた、華きや奢しやな脚。

　エストはニーソの縁に手をかけたまま、カミトを見つめてくる。

　カミトはベッドに座ったまま固まった。

　……エストはこれまで、素足を見せることを頑かたくなに拒んできた。

　カミトにさえ、見せてくれることはなかったのだ。

　そのエストが、素足を見せてくれるなんて──

「……ど、どうして急に!?」

「アレイシアと剣を交えたとき、私の剣が乱れぬようにです」

　エストはきっぱりと言った。

「私の真のマスターがカミトであることを刻むために、すべてを見てほしいのです」

「エスト……」

　今のエストは、本体と切り離された存在だ。それでも、過去のマスターであるアレイシアと剣を交えれば、心が揺らいでしまうかもしれない。

　そのほんのわずかな心の揺らぎが、勝負を分けるかもしれないのだ。

「カミト、今こそ私の覚悟を見届けてください──」

　エストは、ニーソにかけた指をゆっくりと下ろしはじめる。

「……！」

　カミトはごくりと息を呑のんだ。

　紺色ニーソが、すすすーっと膝の下までおろされて──

　そこで、ぴたっと止まる。

「……？」

「……やはり、恥ずかしいです」

　エストは小さく首を振った。

　精霊の真っ白な肌が、羞恥のためかほんのりと桃色に染まっていた。

　カミトが初めて見る表情だ。

「エスト……」

　カミトは──

「もうちょっとだけ、頑張ってくれないか」

　真剣な声で言った。

「……!?」

　……そう、これはエストの覚悟なのだ。

　契約者であるカミトが、最後まで見届けなければならない。

「……だめです。これ以上は、カミトでも……」

　エストは、今にも消え入りそうな声で言った。

　そんなエストを勇気づけるように、カミトは耳もとで説得する。

「でも、俺はエストのすべてが見たいんだ」

「カミト……わかり、ました……」

　エストは、こくんと小さく頷うなずいて、

　すーっ。すすすー。

　と、少しだけニーソのラインを下げた。

　蛇腹になったニーソ。雪のように真っ白なふくらはぎ。

「ふあ、恥ずかしいです、カミト……」

「エスト、もう少し……もう少し頑張るんだ……」

「……いえ、やはり、これ以上は、だめです」

「あともう少しでいいんだ、エスト──」

　カミトの声に自然と熱がこもる。

「……～っ、カ、カミトのえっち」

　エストが呟つぶやいた、その瞬間。

「──ふふ、楽しそうね」

　視界が真っ暗になった。

「……おわっ！」

　カミトはベッドの上でひっくり返る。

　顔を上げたそこに──

　美しい漆黒の翼を広げた、闇精霊の姿があった。

「カミト、剣精霊さんになにをしているのかしら？」

「レ、レスティア……」

　……微笑ほほえんでいるが、その眼めはあまり笑っていなかった。





　　　　◇






　──〈浮遊島ラグナ・イース〉の中央に存在する〈精霊王〉の本祭殿。

　二十四年前にグレイワースが到達し、そして、カミトと〈チーム・スカーレット〉が、強敵たちとの剣舞の果てにたどり着いた場所。

　ここに足を踏み入れることを許されるのは、精霊王に仕える〈精霊姫〉と〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝者だけだ。そこにはいかなる例外もない。

　その祭壇に至る階段を、一人の少女が上ってゆく。

　純白の聖衣に身を包んだ〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉──否いな、その姿をしたものが。

「──待たせたね、我が盟友たちよ」

〈聖王〉アレクサンドロスは親しげに、玉座の王たちに語りかけた。

　御み簾すの向こうには、五つの玉座の影がある。

　この世界に君臨する、空虚な王たち。

〈真なる闇〉に蝕むしばまれた、精霊王の玉座。

〈水の精霊王〉と〈火の精霊王〉の魂は、すでに解放されたが、その本体とでもいうべき存在は、いまだこの祭壇に囚とらわれている。

〈聖王〉は階段を上り詰め、その玉座へと到達した。

　狂乱した〈精霊王〉を贄にえとし、再び異界へと至る〈門ゲート〉を開く為ために──

「これで、僕の──僕と彼女の七千年前の悲願が、叶かなう」

　聖王は、〈火の精霊王〉の玉座に渦巻く闇の中にずぶり、と手を差し入れた。

「──楽園へ至る〈門〉よ、ここに開け」





[image: ]

　それぞれ準備を整えた、カミトたち〈チーム・スカーレット〉のメンバーは、フィアナに指定された〈転移門〉の遺跡の前に集まった。

　帝都の大祭殿の中にあるその遺跡は、巨大な円盤のような形をしていて、石にはエルフィム種族の刻んだ〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉の文字が彫り込まれている。

　遺跡の前では、フィアナが精霊鉱石を配置して、転移先の座標を合わせていた。

　皇帝代理のフィアナが、一時的にせよ〈帝都〉を離れることに、一部の貴族たちから反対の声もあったようだが、そこはファーレンガルト公爵がうまく抑えてくれたようだ。

　この視察は〈神儀院〉の要請であり、聖都が〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に転移したという話が本当かどうか、王女自らが視察する必要がある、と議会を説得してくれたのであった。

「カミト、なんか焦げてるわよ」

「……ああ、気にするな」

　クレアに指摘され、カミトは目を逸そらした。

『カミトはえっちな魔王です』

「エ、エスト!?」

『ええ、夜の魔王なのもいいけれど、もう少し節度を持ってもらわないと』

「レスティア！」

　左右の腰に差した聖剣と魔剣が、息ぴったりに声を発する。

「ちょっと、カミト、なにしたのよ！」

「うむ、くわしく聞かせてもらうぞ」

「なんだか、事件の匂においがしますわ！」

　三人のお嬢様たちが疑惑の目を向けてくる。

「ま、まてまて、違う……！」

　カミトがあわてて首を振った、その時。

「〈転移〉の方陣が完成したわ。みんな、準備はいい？」

　フィアナが立ち上がり、みんなに声をかけた。

「あ、ああ……」

「ええ、こっちは大丈夫よ」

「お弁当もばっちりですわ！」

　全員分の荷物を呑のみ込んだフェンリルが、うぉんっと鳴く。

　それから、少し遅れて──

「──待たせたな」

「姉様……」

　軍服姿のルビアが姿を現す。

　その表には、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の時に着けていた、あの焔ほのおの仮面を装着していた。

　たしかに、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉と呼ばれた彼女が、〈神儀院〉の本祭殿で素顔を晒さらせば、大変な騒ぎになってしまうだろう。

「それじゃ、みんな手を繋つないで、〈魔術方陣〉の上に乗って──」

「ふああっ、て、手を繋ぐの!?」

「そ、そんな、心の準備が……！」

　カミトの両隣に立ったクレアとエリスが、たちまち頬ほおを赤する。

「お二人とも、ずるいですわ！」

「もう、なに言ってるの、早くしなさい」

　フィアナが恥ずかしがる二人の手を、強引に繋がせた。

「ひゃん！」

「あ、うう……」

　そんな可愛かわいい反応を見せるお嬢様二人。

「──それじゃ、跳ぶわよ」

　魔術方陣の中央で、今は喪うしなわれた古代精霊語の詞ことばを唱える。

「イスラ・エル・ルオー・アラク・ネル・オ・ラグナ・イース──」

　遺跡に刻まれた精霊文字が、青く神秘的な光を放ち──

　次の瞬間。カミトたちの体は不思議な浮遊感に包まれた。





　　　　◇






　ザッパアアアアアアアアアアアアアン！

　浮遊感から解放されたと同時、大きな水みず飛沫しぶきが上がった。

「……っ!?」

　頭から水中に突っ込んだカミトは、状況が把握できずに混乱する。

「もがっ、もががががっ……！」

　溺れそうになり、あわてて起き上がろうとするも、頭がうまく動かない。

　ふよんっ。

　ちょうど鼻先に、弾力のあるなにかが押しつけられていた。

「……もが、もががががが……！」

　よく見れば、真っ白なパンツにくるまれた魅惑的なお尻だ。

　ふよんっ、ふよんっ、と弾力のあるお尻に圧迫され、窒息しそうになっているのだ。

「……ふああっ、カ、カミトさん、なにをしますの!?」

　そんな甲高い声が聞こえ、カミトの顔面からパンツが離れる。

　……どうやら、リンスレットのお尻だったようだ。

「ぷはあっ！」

　自由になったカミトはようやく、水面に顔を出すことができた。

「けほっ、けほっ……な、なんなんだ……？」

　咳き込みつつ、周囲を見回す。

　と──

　眼めの前に広がる光景に、カミトは思わず固まった。

　濡ぬれた薄布をまとった半裸の姫ひめ巫み女こたちが、きょとん、とした表情でカミトを見つめていたのである。

「……んなっ!?」

　その姫巫女の中の一人の顔に、カミトは見覚えがあった。

　濡れた黒髪にしたたる水滴。まばたきする無む垢くな瞳。

〈火の精霊王〉に仕える現役の〈精霊姫〉──レイハ・アルミナスだ。

（えーっと、ってことは、この女の子たちは……）

　嫌な予感に、カミトの背筋を冷たい汗が流れる。

　──と、次の瞬間。

「き、きゃああああああああああああああああっ！」

　少女たちのあられもない悲鳴がこだました。

「へ、変質者っ！」「淫獣が〈神儀院〉の本殿に!?」「であえ！　であえー！」

（……せ、〈精霊姫〉じゃねーか!?）

　そう、ここは選ばれし姫巫女のみが足を踏み入れることを許された、禁止領域。

　大陸に五人しか存在しない、〈精霊姫〉専用の御祓みそぎ場なのであった。

「……お、おい、フィアナっ!?」

　と、カミトは振り返り、この事態を招いた張本人を探す。

　フィアナは水の中で尻もちをついたまま、ぺろっと可愛かわいく舌をだした。

「ふふ、ちょっとだけ、座標を間違えてしまったようね♪」

「もうっ、よりによって、なんてところに飛ばすのよ！」

　制服をぐっしょり濡らしたクレアが、ツーテールの髪を逆立てて怒る。

「わ、わた、わたくし、カ、カミトさんに、お、おし、お尻を……！」

　リンスレットは濡れたスカートを押さえ、真っ赤になって震えている。

「ま、まて、二人とも、その、下着が……透けているぞ」

「……っ!?」「ひゃん！」

　エリスの指摘に、クレアとリンスレットはあわてて胸もとを手で覆った。

　たしかに、濡ぬれた制服の下には、妙に凝ったデザインの下着のラインが透けている。

「わ、悪いっ!?」

　ドキッとして、目を逸そらすカミト。

　だが、振り返ったそこには──

　石せつ鹸けんやら木の桶おけやらを手にした〈精霊姫〉たちが、一斉にカミトを睨にらんでいた。

「……っ!?」

　万事休すかと思われた、その時。

「……まったく、〈転移〉系の儀式魔術は昔から苦手だったな、お前は」

　絶体絶命のピンチを救ったのは──

　真紅の髪に大量の水を滴らせ、ゆっくりと立ち上がった、ルビアだった。

「……え？　ル、ルビア様!?」

　レイハ・アルミナスがハッと口もとに手をあて、驚きの顔になる。

「あ……」

　よく見れば──

　顔を隠していた鬼神の仮面は、落下の衝撃で外れてしまったようだ。

「……人違いだ」
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「嘘、ルビア様ですよね？　ね？」

「……」

　気まずそうに、あさっての方向を向くルビア。

（……ま、そりゃあバレるよな）

　カミトは胸中で肩をすくめた。





　　　　◇






「ほんっとーに、わざとじゃないのね？」

「当たり前でしょ。私だって、まさかこんなときにふざけないわよ」

「……ふーん、どうかしら？」

「カ、カミトさん、わ、わたくしのお尻のことは忘れてくださいまし」

「あ、ああ……」

「君たち、静かにしろ。畏れ多くも〈神儀院〉の本祭殿だぞ」

　スカーレットの火で制服を乾かしたクレアたちは、そんなことを言い合いながら〈神儀院〉本殿の廊下を歩く。

　前を歩くのは、すでに御祓みそぎを済ませた四人の〈精霊姫〉たちだ。

〈風の精霊姫〉シルファ・ラステア、〈地の精霊姫〉ニア・ロシュカ、〈水の精霊姫〉フェイレイ・シン・クイナ、そして〈火の精霊姫〉レイハ・アルミナス──

　五人目の〈精霊姫〉は、ここにはいない。

〈聖王〉に仕える〈精霊姫〉リュミエラ・レイシェードは、先の託宣を降ろしたあとで意識を失い、そのまま床に臥ふせってしまったのである。

〈聖王〉の託宣は、大陸全土の聖堂に下された。託宣を媒介する器として使われた彼女の肉体は、その膨大な負荷に耐えることができなかったのだ。

（……〈聖王〉にとっては、〈精霊姫〉も、あくまで道具に過ぎなかったってことか）

　カミトたちの少し後ろでは、仮面を外したルビアが無言でついてくる。

　やはり、〈精霊姫〉の後輩たちと話すのは気まずいようだ。

「先ほど、〈浮遊島ラグナ・イース〉に出現した〈聖都〉に、動きがありました」

　前を歩くレイハが、緊迫した声で言った。

「一体、なにがあったの？」

　と、親友のフィアナが訊たずねる。

「直接見て頂くのが早いと思います。どうか予断のない目でご判断ください」

「……わかったわ」




　──〈神儀院〉の本祭殿は、大きな滝の流れる、小高い崖の上にあった。

　崖の端からは、広大な森が一望できる。オルデシアの国土の三分の一を覆う〈精霊の森〉よりも遥はるかに広大な〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の森だ。

　空はうっすらと赤みがかっていて、昼間でも輝く星が見える。

　夜には赤と青の二つの月がかかるだろう。

「懐かしいわね、この空気」

　クレアが大きく息を吸い込み、小さな胸を膨らませた。

「ええ、清浄な〈神威カムイ〉が満ち溢あふれていますわね」

「ああ、心が洗われるようだ」

「〈聖都〉が転移した〈精霊王〉の祭殿は、あの方角です──」

　と、レイハが広大な森の彼方かなたを指さした。

「……どこ？」

　クレアは額に手をかざし、目を細める。

「お待ち下さい、いま〈望遠〉の風鏡を作りますので」

〈風の精霊姫〉シルファがすっと進み出て、精霊魔術を唱える。

　カミトたちの目の前の空気が歪ゆがみ、たちまち大きなレンズとなった。

　視界が拡大され、遠くの景色が一気に近付いてくる。

　そして──

「な、なんだ、あれは……！」

　エリスが驚きよう愕がくの声を発した。

　カミトたちも、唖あ然ぜんとして立ち尽くす。

「わかりません。突如として〈聖都〉の上空に現れたのです」

〈精霊王〉の祭殿に、重なるようにして出現した〈聖都〉。

　その〈聖都〉の中心部分より、巨大な闇の柱がそびえ立っていた。

　闇の柱は、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の空に、渦巻くような虚無の穴を穿うがっている。

（……っ、あれは──！）

　カミトは、その光景に見覚えがあった。

　──〈闇の精霊王〉の夢の中で見た、あの異界の穴だ。

「──異界の〈門ゲート〉が、開いちまったのか？」

　声を震わせ、カミトは呻うめくように言った。





　　　　◇






　──〈聖都〉の上空に出現した、異界の〈門〉。その衝撃的な光景をまのあたりにしたカミトたちは、一度、本殿の中に戻ることにした。

　そして、戸惑うレイハたちに、これまでのことを打ち明けた。

〈精霊王〉を蝕むしばむ異界の闇。遠い砂漠の地で〈聖女〉アレイシアが復活したこと。そして、〈聖王〉が異界の〈門〉を開き、〈天使〉の力を手に入れようとしていることを──

　話を聞き終えた四人の〈精霊姫〉たちは、ただ唖あ然ぜんとして言葉を失った。

「〈聖王〉様が、異界の〈門〉を……」

「そんな……！」

「信じられないかもしれないけれど、本当のことよ」

　と、フィアナが言った。

「いえ、皆様のお話を疑っているわけではありません。あの託宣のこともありますし」

　レイハは首を横に振り、

「ただ、あまりのことに驚いて……」

「ええ、それはそうよね。突然、異界の〈門〉だの、〈天使〉だのなんて──」

　そんなフィアナの言葉に──

「……」

　四人の〈精霊姫〉たちは、戸惑った様子で顔を見合わせた。

「……どうしたの？」

「いえ、その……」

〈風の精霊姫〉シルファが口ごもり、

「その〈天使〉の存在を、私たちは知っていました」

「なんですって!?」

「……どういうこと？」

　クレアとフィアナが声を上げる。

「〈神儀院〉の教義にそのようなものは存在しないため、決して口にすることはできませんでしたが、私たち〈精霊姫〉は、〈天使〉を見たことがあるのです」

「一体、どこで──」

　言いかけて、カミトはハッと気付く。

「そうか、〈精霊王〉の夢……！」

「はい」

　レイハは静かに頷うなずいた。

　たしかに、彼女たち〈精霊姫〉は、〈精霊王〉の託宣を直接受ける契約者だ。

　異界の〈闇〉に蝕まれ、狂乱した〈精霊王〉の夢を共有してしまったのだとすれば、あの〈闇〉の中に蠢うごめく〈天使〉の軍勢を見ていても不思議はない。

「そして、今の皆様のお話を聞いて、ようやくわかりました」

「……なにがわかったんだ？」

「あの〈聖都〉の上空に現れた、〈門ゲート〉の正体が──」

「……!?」

　レイハは一同を見回して、

「あの闇の柱は、〈精霊王〉様そのものです」

「なんだと？」

「〈精霊王〉を〈門〉に……？」

　カミトたちは顔を見合わせた。

「先刻、私の〈精霊刻印〉が激しく反応しました。おそらく、〈火の精霊王〉様が、あの〈門〉を生み出すための贄にえとなったのでしょう」

「──なるほど」

　と、壁に寄りかかって聞いていたルビアが、声を発した。

「〈聖王〉め、〈闇〉に蝕むしばまれた〈精霊王〉を利用したか」

「それじゃあ、〈聖都〉が〈精霊王〉の祭殿に転移したのは──」

「ああ、そのためなのだろうな」

　呟つぶやくクレアに、ルビアは頷うなずき返す。

（そうか、俺があの〈闇〉の中で〈天使〉の軍勢を見たのは……）

　あれは、〈精霊王〉が異界の〈門ゲート〉として機能していたからなのだ。

（……もっと早くに気づくべきだった。俺の見たものの意味を）

　ミレニア・サンクトゥスは、自身を贄として、学院に〈天使〉を召喚した。

　それが〈精霊王〉となれば、どれほど大きな〈門〉が開いてしまうのだろう──？

「でも、だとしたら、〈聖王〉はなぜ、これまで〈門〉を開かなかったのかしら？」

　クレアがそんな疑問を口にする。

「──おそらく、待っていたのだろう」

　と、ルビアが自身の〈精霊刻印〉を見下ろして、言った。

「〈闇〉の侵しん蝕しよくが進み、〈精霊王〉が不安定な状態になるのを待っていた。いや、あるいは、大陸の情勢を混乱させたのは、そのためか……？」

「たしかに、〈人間界〉での動乱は、世界の安定を司つかさどる〈精霊王〉の状態に、大きな影響を及ぼすでしょうね」

　レイハが頷く。

「〈聖王〉アレクサンドロス──」

　ルビアの真紅の瞳に、静かな怒りの焔ほのおが灯ともる。

　オルデシア帝国と〈教国〉の動乱。二度のランバール戦争。そして、あの〈火の精霊王〉の狂乱も、〈聖王〉の計画の一部だったのだとすれば──

　──〈聖王〉は、ルビア・エルステインにとっての仇きゆう敵てきだ。

「……でも、だとすると、まだ希望はあるかもしれません」

　レイハが顔を上げて、全員の顔を見回した。

「……どういうことだ？」

「開いた〈門〉は、まだ一つだけなのでしょう？」

「異界の〈門〉は、まだ完成していない、ということですよっ！」

〈地の精霊姫〉ニア・ロシュカが立ち上がる。

「そうか！」

　カミトは手を打って叫んだ。

　──〈聖王〉は、三日後に世界は消滅すると言った。

　つまり、まだ〈門〉は不完全で、〈天使〉の軍勢を招来することはできないのだ。

「まだ〈聖王〉の計画を止められる可能性はある、ってことね──」

　クレアがおとがいに手をあてて呟つぶやく。

「けど、どうやって止めますの？」

「うむ、なにか〈門〉を閉じる方法があればいいのだが……」

「ああ、そうだな……」

　頷うなずきながら、カミトはそっと腰の双剣に手をかける。

（……〈聖都〉に乗り込んで、俺が〈聖女〉を暗殺する、か）

「──ひとつ、考えがあるわ」

　と、口を開いたのはフィアナだった。

「どうするのよ？」

「異界の〈門〉が〈精霊王〉様なのだとしたら、〈神楽〉を奉納することで、その魂を安定させることができるんじゃないかしら？」

「なるほどね」

　と、クレアが頷く。

「……うむ、それは、たしかにそうじゃが」

〈水の精霊姫〉フェイレイ・シン・クイナがむむ、と唸うなった。

「でも先輩、それは難しいと思います」

　レイハが首を横に振った。

「私たちはこれまで、幾度となく〈精霊王〉様に神楽を奉納してきました。ですが、それでは〈精霊王〉様の狂乱を抑えることができなかった──」

　史上最高の〈精霊姫〉と呼ばれたルビアでさえ、〈火の精霊王〉の狂乱を鎮めることは叶かなわなかったのだ。

「そうね。でも、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉でカミトく──レン・アッシュベル様が奉納した剣舞は、一時的にせよ〈精霊王〉様の怒りを鎮めたわ」

「……っ!?」

「〈精霊王〉様の御前で、あたしたちが剣舞を奉納するのね？」

　声を上げるクレアに、フィアナは頷うなずき、

「ええ、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝した、〈チーム・スカーレット〉の剣舞なら、少しは〈精霊王〉様を安定させることができるかもしれないわ」

「たしかに、皆さんの剣舞には、私たち〈精霊姫〉も心を打たれました」

　レイハが言った。

「たしかに、やってみる価値はあるかもしれないな」

「だめでもともと、ですわね」

　エリスとリンスレットも同意する。

「うむ、そういうことであれば、妾わらわたち〈精霊姫〉も協力するぞ」

〈水の精霊姫〉フェイレイ・シン・クイナが言った。

「剣舞の神楽を奉納するには、それを取り仕切る者が必要じゃろ？」

「ぜひお願いするわ」

「ルビア、どう思う？」

　と、カミトは壁際に立つルビアのほうを振り向き、言った。

　ルビアは厳しい眼まな差ざしで腕組みしたまま、

「……試す価値はあるだろう。少なくとも、時間稼ぎにはなる」

「それじゃあ、決まりね」

　クレアが、ぴょんと跳ねるように立ち上がった。

「……ところで、どこで剣舞を奉納するの？」

「うむ、まさか、あの〈門〉の前まで近付くわけにもいかないだろう」

　エリスが指摘する。

　たしかに、敵陣の前で、剣舞を奉納させてくれるとは思えない。

「〈浮遊島ラグナ・イース〉の中央に、三年前の〈精霊剣舞祭〉に使った闘技場が残っています」

〈風の精霊姫〉のシルファが言った。

「三年前に、レン・アッシュベルが優勝した舞台ね！」

「はい、そこでなら、〈精霊王〉様に剣舞を届けることができるかと」

「わかったわ。そこを目指しましょう」

　クレアの言葉に、〈チーム・スカーレット〉のお嬢様たちが頷く。

「すぐに〈神儀院〉の船をご用意します。少しだけお待ち下さい」





　　　　◇






「いよいよ、楽園に至る〈門〉を開かれたのですね、〈聖王〉様──」

　──〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の空に巨大な〈門〉を穿うがつ闇の柱。

　ミレニア・サンクトゥスは〈聖王宮〉のバルコニーで、それを見上げていた。

　壮麗な〈聖王宮〉は、今や主あるじを失った伽が藍らんの堂だ。数百年に渡り、〈聖王〉の意思を遂行してきた〈聖法機関デ・ゼツサント〉も〈聖霊騎士団〉も、もはや存在しない。

　戦友であった、ルーリエ・リザルディアも──

　すべては過ぎ去る夢、〈聖王〉の創り出す新たな世界には必要のないものだ。

（そして、この私も……）

　不満などあるはずもない。

　精霊ミレニア・サンクトゥスは、そのために生を受けたのだから。

（私は、与えられた最後の役目を果たすのみ……）

　少女の姿をした精霊は、主に下か賜しされた、真紅の剣を強く握った。

〈火の精霊王〉ヴォルカニクスの精霊魔装──〈世界を滅ぼす焔ラグナレク〉。

　あの〈レーヴァティン〉さえ凌りよう駕がする、〈元素精霊界〉最強の精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ。

　だが、その最強の焔ほのおでさえ、主が手にするには相応ふさわしくない。

〈聖女〉が手にすべき剣は、この世界にはすでに存在しないもの。

　それを、〈聖王〉は手にしようとしている──

　と、ミレニアの背後で、揺らめく影が生まれた。

「レン・アッシュベルたちが、〈神儀院〉に転移したそうよ」

「ええ、わかっているわ──」

　振り返った彼女は──

　虚空に現れたもう一人のミレニア・サンクトゥスに応えて言う。

　聖剣〈テルミヌス・エスト〉の欠片より生み出されし、〈天使〉と精霊の融合体。

　時空に遍在する彼女たちは、そのすべてが同一の存在だ。

　一体は〈竜王〉バハムートに滅ぼされ、一体はアレイシア精霊学院で、〈天使〉を召喚する〈門ゲート〉となった。

　四つの欠片のうち、残るは二人──

「では、最後の務めをはたしましょう、ミレニア」

「ええ、ミレニア──」

　二人のミレニア・サンクトゥスは、鏡合わせのように頷うなずきあった。
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　──〈精霊王〉の祭殿への巡礼艦〈グラン・タイタニア〉が発艦した。

〈神儀院〉の長老議会は、四人の〈精霊姫〉が直接出向くことに難色を示したが、レイハたちは強い意志で説得し、遂ついには押し切ったのだった。

　長老議会にしても、〈聖王〉の託宣と、〈聖都〉の上空に出現した異界の〈門ゲート〉に対して、有効な対応を考え付くことができなかったのだろう。

　巡礼艦〈グラン・タイタニア〉は、優美な流線形をした白い船だ。

　三年前、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の開会式典でお披露目されたことがある。軍船ではないので武装は積んでいないが、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉では最も足の速い船だった。

　当然だが、男の乗船は初めてのことらしい。

「目的の場所はさほど遠くはありません。この船なら半刻ほどで到着するでしょう」

　レイハが、彼方かなたに見える〈聖都〉をまっすぐに見据えて言った。

　彼女は、透明に輝く小さな球体を抱かかえている。

　動力の〈精霊鉱石〉とリンクして、船の制御を司つかさどる魔装具アーテイフアクトらしい。

　果てしなく広がる平原を、〈グラン・タイタニア〉は滑るように進む。

　見張りの〈シムルグ〉が、甲板の先で精霊の襲撃を警戒した。

　空には大型の精霊の姿も見えるが、今のところ襲ってくる様子はないようだ。

〈聖都〉の上空には、爛ただれた闇のような〈門〉が渦を巻いている。

　すでに、カミトが〈闇の精霊王〉の記憶で見た〈門〉とほぼ同じ大きさだ。

　──〈門〉が完全に開けば、一体どれほどの数の〈天使〉が顕現するのだろう。

　そんなことを考えていると──

「カミト、なにぼーっとしてるのよ」

　クレアがくいっと袖を引き、声をかけてきた。

「な、なんだよ」

「リンスレットとエリスが、お弁当を作ってきてくれたって。〈聖都〉に到着する前に、お腹に入れておくわよ」

「ああ、わかった」

　たしかに、〈聖都〉では何があるかわからない。到着までそう時間もないことだし、食事はとれる時にとっておくべきだろう。

「……ん？」

　と、クレアの態度が妙なことに気付き、カミトは怪け訝げんに眉をひそめた。

　制服の袖を引っ張ったクレアが、じーっとカミトの目を見つめてくる。

　まるで、注意深く観察するように。

　そして──

「……まだ大丈夫みたいね」

　と、小声で呟つぶやく。

「……大丈夫って、なにがだ？」

　気になって訊たずねると、

「な、なんでもないわっ！」

　クレアは赤面して首を振り、リンスレットたちのいるほうへ戻って行った。




〈グラン・タイタニア〉の甲板で、お嬢様たちが弁当を広げた。

　サンドイッチのような軽食ではなく、間仕切りのある小さな木箱の中に、一品料理が少しずつ詰めてあるタイプのようだ。

「わたくしと騎士団長で、腕によりをかけて作りましたわ」

「うむ、〈神威カムイ〉の補給もできるよう、厳選された素材を使っているぞ」

　リンスレットとエリスが、床にカラフルな木箱を並べていく。

「わあ、すごい！」

「わ、わたくしたちも、頂いてよいのでしょうかっ！」

〈風の精霊姫〉シルファと〈地の精霊姫〉ニアが感激の声をあげる。

「もちろんですわ。張り切って、たくさん作りすぎてしまいましたの」

「わあ、ありがとうございます！」

　四人の〈精霊姫〉はぺこりと頭を下げた。

　選ばれしエリート中のエリート、〈精霊姫〉と言っても、なんだかんだ普通の女の子なんだな……と、カミトはそんなことを思う。

「ルビアは？」

「お誘いしたのだけど、儀式の文献を読み込む必要があるからって」

　フィアナが首を振った。

「そうか……」

　やはり、後輩の〈精霊姫〉と一緒にいるのは、気まずいものがあるのかもしれない。

「姉さまには、あとであたしが持っていくわ」

　クレアがピンクの弁当箱を手にとった。

「それはクレアの分ですわ」

「……？　中身が違うの？」

「ええ、開けて御覧なさいな、驚きますわよ」

　なんだか得意げな様子で言うリンスレット。

「まあ、あんたの作るご飯なんだから、美お味いしいに決まってるんだろうけど」

　クレアが蓋を開けると、

「ふ、ふああああああっ、ま、魔精霊!?」

　ものすごい悲鳴が上がった。

「……んなっ、失礼ですわよ、それは〈スカーレット〉さんですわ！」

　リンスレットがむっとした表情で抗議する。

「はあ？　これのどこがスカーレットよ！」

　クレアが弁当箱の中身を見せる。

　途端、リンスレット以外の全員の表情が引きつった。

　オムレツの上に、真っ赤なソースで、奇妙な怪物のようなものが描かれていたのだ。

「まず猫にも見えないし！」

「ニャー！」

　ぽすぽすぽすっ。

　スカーレットも抗議の鳴き声を上げ、リンスレットの膝を猫パンチする。

「ほら、スカーレットも怒ってるわよ」

「ええっ、ちゃんと耳としっぽもありますわよ！　ほら、ここに──」

「ええっと、全然わからないわ……」

　フィアナも肩をすくめる。

「なあ、ひょっとして、リンスレットって絵心があれなのか？」

　と、カミトはエリスの耳もとで囁ささやいた。

「うむ、どうも本人は大真面目に可愛かわいいと思っているようでな……」

　頬ほおをかきながら、小声で応えるエリス。

　……すべてを完璧にこなすお嬢様にも、思わぬ弱点があったようだ。

「もしかして、ほかのお弁当も全部？」

　フィアナが、今度は白い弁当箱を開けた。

「この悪夢のような……いえ、前衛的な図柄はなに？」

「それは剣精霊さんですわ。オトーフを使っていますのよ」

　リンスレットはしれっと言った。

「そ、そう……」

「ひょっとして、私のもあるのかしら？」

　人間の姿になったレスティアが、興味深そうに言った。

「それはこっちですわ」

　リンスレットが差し出したのは、混こん沌とんとした闇色の弁当だった。

「これは、まさか〈異界の闇〉!?」

「なにを仰っていますの、闇精霊さんですわ。トリュフの粉を使用しましたの」

「えぇ……」

　レスティアはものすごく微妙な表情になった。

「あ、で、でも、とっても美お味いしいですよ！」

　おそるおそる、弁当に口をつけたレイハが、フォローするように言った。

「……まあ、たしかに味はいいけど」

　ちょっと複雑な表情で呟つぶやくクレア。

「ま、まあ、見た目は気にしないことにしよう」

「カミトさん、それはどういう意味ですの！」

「カ、カミト、よかったら、私の煮物も食べてくれ」

「ああ」

　エリスの差し出してきた芋の煮物を口に入れ、

「うん、うまい！」

　味がしっかり染みていて、素朴な味だ。

「そうか、よかった」

　エリスは、はにかむように微笑ほほえんだ。

　そんな風ふうに、つかの間の穏やかな時間を過ごしていると、

「カミト君、あれを見て──」

　と、フィアナが外の景色を指さした。

「うん？」

　巡礼船の進む先、はるか下に、小さく街の景色が見えた。

　この〈浮遊島ラグナ・イース〉にある街といえば、一つしかない。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を観覧する人々のために作られた〈幻想の街〉だ。

「懐かしいわ、まだあったのね」

　クレアが身を乗り出して、街の景色を眺める。

「はい、数ヶ月かけて解体する予定ですので」

　と、レイハが言った。

〈チーム・スカーレット〉の祝勝会をしたり、レオノーラと観光したりと、カミトにとっても想い出深い街だが、あの〈レン・アッシュベル記念館〉だけは、ぜひともすぐに壊してほしいところだ。

　丘の上には、〈チーム・スカーレット〉が宿泊した城館も見える。

（あの近くの森で、ミュアの軍用精霊に襲撃されたんだったな……）

　妙なもので、それほど月日が経ったわけでもないのに懐かしい。

（──それだけ、いろいろあったってことだろうな）

　──と、カミトたちが感慨に浸っていた、その時だ。

　キエエエエエエエエエエッ──！

　見張りをしていた〈シムルグ〉の雄お叫たけびが、甲板中に響き渡った。





　　　　◇






「……っ!?」

　カミトたちは即座に立ち上がり、〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を展開する。同時に、戸惑いの表情を浮かべる四人の〈精霊姫〉を守るように囲んだ。

〈聖都〉の方角に、飛行する大型の精霊が姿を現した。

　この巡礼船の全長ほどはあるだろうか、羽の生えた蛇のような外見をしている。

「……っ、なんだあれは、狂乱した精霊か？」

　エリスが低く声を発した。

「いえ、この場所に、あれほどの格の精霊はいないはずよ」

　フィアナが首を横に振る。

　たしかに、ここは〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の街がある場所だ。

　あんな精霊の出没するような危険な場所に、街を作るはずがない。

「〈聖国〉の強襲軍用精霊──〈ケーリュケイオン〉だ」

　甲板に上がってきたルビアが、大型精霊を睨にらみ据すえて言った。

「以前、〈聖国〉に潜入させたリリィの報告書にあった。図ずう体たいは巨大だが、機動性は極めて高い。足の速い軍船を強襲するために調律された精霊だ」

「〈聖国〉に気付かれてたってことか……」

　軍用精霊〈ケーリュケイオン〉は、ルビアの言葉通り、そのサイズには似合わぬ速さでこちらへ近付いてくる。〈グラン・タイタニア〉でも逃げ切れそうにない。

「迎撃するわ、〈精霊姫〉様をお守りして。フィアナは〈結界〉をお願い」

　チームリーダーのクレアが素早くと指示を飛ばす。

「船には近付けさせませんわ」

　リンスレットが〈精霊魔装〉の弓を構え、魔氷の矢を番つがえた。

　軍用精霊の巨体がぐんぐん迫ってくる。

「待て、背中に誰か乗っているぞ──」

　と、〈遠見〉の魔術を使ったエリスが、鋭く声を発した。

「あれは──」

　カミトも目を凝らした。〈遠見〉の魔術は使えないが、〈教導院〉の暗殺技能者は、瞬発的に視力を高めることができる。

　巨大な蛇の頭部に、小さな人影が見えた。

　純白の聖衣に身を包んだ、金髪の少女だ。

「──ミレニア・サンクトゥス」

「なんですって!?」

　クレアが叫んだ。

　……間違いない。あれは〈聖国〉の枢すう機き卿きよう。

　その瞳に異界の闇を宿した、人間でも精霊でもない存在──

　オオオオオオオオオオオンッ！

　巨大な軍用精霊〈ケーリュケイオン〉が咆ほう哮こうした。

　大気が震え、強烈な衝撃波が〈グラン・タイタニア〉の船体に叩たたきつけられる。

「きゃああああっ！」

　轟ごう音おんが鳴り響き、甲板が激しく揺れた。

　バランスを崩したクレアが尻もちをつく。

　それでも、船がバラバラにならずに済んだのは、フィアナが〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉を展開していたおかげだろう。

〈ケーリュケイオン〉は大きく身をうねらせ、船の頭上に回り込む。

　そして──

「ふふ、ご機嫌よう、お姉ちゃんたち」

「……っ!?」

　少女の可か憐れんな声が甲板に響く。

　軍用精霊の頭の上に立ち、ミレニア・サンクトゥスがカミトたちを見下ろした。

「お気の毒だけど、ここで死んで貰もらうわね」

　唇を無邪気に吊つり上げて、そう宣言する。

「そうはいきませんわ！　凍いて付つく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットが〈精霊魔装〉の矢弾を放った。

　冷気を纏まとった氷の矢が、ミレニアと軍用精霊に降り注ぐ。

　だが、放たれた氷の矢は、目標に届く直前でかき消された。

〈ケーリュケイオン〉が、その巨大な翼をはためかせ、矢弾の嵐を吹き飛ばしたのだ。

「……っ、や、やりますわね！　では、これはどうでして──」

　リンスレットが目を閉じて、指先に莫ばく大だいな〈神威カムイ〉を集中させる。

　大技を放つつもりのようだ。

「ふ、ふふ、ふ……ははっ、あはははははははははっ！」

　ミレニアは聖衣をはためかせ、不敵に笑った。

　左目を覆う眼がん帯たいを無造作に引き千切り、空中に投げ捨てる。

「……っ!?」

　透き通った紫紺ヴイオレツトの瞳から、おぞましい〈異界の闇〉が溢あふれ出した。

「お前たちに、あの方の〈願い〉の邪魔はさせないわ、ここで墜おちなさい！」

　その瞬間、〈グラン・タイタニア〉の甲板がぐらりと揺れた。

「なに!?」

　航行スピードが一気に落ち、船体がゆっくりと斜めに傾かしぐ。

「ちょっと、なにがあったの!?」

　クレアが叫んだ。

「……っ、せ、制御不能、動力の〈精霊鉱石〉が暴走しています!?」

　船の制御用の球体を抱かかえたレイハが、悲鳴のような声を上げた。

「……っ、〈異界の闇〉が干渉したんだ！」

〈精霊王〉さえも狂乱させる〈異界の闇〉。以前、ミレニアが学院都市を襲撃した際、闇に汚染された学院の精霊たちは狂乱に陥った。

　巡礼船の動力に使っている〈精霊鉱石〉が、真っ先に影響を受けたのだろう。

　制御を失った〈グラン・タイタニア〉は、〈神威カムイ〉の光を噴き上げながら落下する。

「きゃああああああああっ！」

「お、落ちますわ！」

「みんな、手すりに掴つかまれ！　墜落するぞ！」

　ミレニア・サンクトゥスの哄こう笑しようが響く中、カミトは必死に叫んだ。

　船の真下には、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉観覧用の街がある。

「──大いなる風よ、苛烈なる守護者よ、汝なんじの下僕しもべを守り給え！」

〈風の精霊姫〉シルファが、〈グラン・タイタニア〉の周囲に風の〈結界〉を展開。

　船は姿勢を持ち直すが、落下を止めるまでにはいたらない。

　軍用精霊〈ケーリュケイオン〉がその巨体をうねらせ、動きの鈍った獲物に体当たりをしかけてくる。巨大な尾びれが船腹を叩たたき、装甲板が吹き飛んだ。

「このっ、これでも喰くらいなさいっ──〈火炎球フアイア・ボール〉！」

　ドオオオオオオオオオンッ！

　蛇の頭部めがけて、クレアが炎の精霊魔術を放つ。

　火炎球は至近距離で大爆発を引き起こした。

　シャアアアアアアアアアアアッ！

　憤怒の雄お叫たけびを上げる〈ケーリュケイオン〉。

　上空まで一気に飛ひ翔しようし、今度は真上からこの船を押し潰そうとしてくる。

「来るぞ！」

　エリスが叫んだ。

「ふっ、次はありませんわ！」

　リンスレットは魔弓を番つがえ、片目を閉じる。そして──

「堅けん牢ろうなる城壁を穿うがち、貫く氷ひよう槍そうよ──〈凍冷の魔槍アイシクル・ドライヴ〉！」

　渾こん身しんの大技が解き放たれる。

　回転する巨大な氷槍が一直線に飛行して、大型強襲精霊の腹をぶち抜いた。

　シギャアアアアアアアアアッ！

「やりましたわ！」

〈ケーリュケイオン〉の巨体がうねり、光の粒子となって消滅した。

「……っ、し、信じられません、まさか、軍用精霊を一撃で倒すなんて！」

　レイハをはじめとする〈精霊姫〉たちが、驚きに目を丸くする。

「ふっ、わたくしが本気を出せば、こんなものですわ」

「ドラクニアでの修行の成果ね」

　火猫と氷魔のレイヴン教室コンビは、甲板の上でハイタッチを交わした。

「二人とも、油断するな。あの枢すう機き卿きようの姿がない」

「ええ……」

　エリスの指摘に、クレアは表情を引き締める。

　その間にも、〈グラン・タイタニア〉は、徐々に高度を下げていく。

　真下にある街の廃はい墟きよが迫ってくる。

「この船はもうだめだ。全員、衝撃に備えろ」

　ルビアが冷静に言った。

　レイハたちは四人で一箇所に固まり、必死に船の縁を掴つかむ。

　そして──

　ズズズズズズズズズズンッ……！

「……っ！」

　凄すさまじい衝撃が船を襲った。

　街の建物を押し潰し、巨大な船体が石畳で舗装された地面を抉えぐる。

　装甲が一気に剥はがれ、その骨組みが剥むき出だしになる。

　街路を滅め茶ちや苦く茶ちやに破壊しながら、〈グラン・タイタニア〉は突き進み、広場の大鐘楼を派手に引き倒したところで、ようやく停止した。

　フィアナの〈結界〉と〈風の精霊姫〉の障壁がなければ、船体は引きちぎられ、とっくにバラバラになっていただろう。

　大量の砂すな埃ぼこりが舞い上がり、視界を覆い尽くす。

「……っ、みんな、大丈夫か？」

　甲板の床に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を突き立てながら、カミトは振り返る。

「は、はい、私たちは大丈夫です」

　砂すな埃ぼこりの向こうで、レイハの答える声が聞こえてきた。

　同時、パシャン──と、水の弾はじけるような音がした。〈水の精霊姫〉フェイレイ・シン・クイナが、水属性の防御魔術を発動させていたようだ。

「まったく、派手にやってくれたわね……」

「制服が埃まみれですわ！」

「ちょ、ちょっと待って……きゃあ！」

「大丈夫か、王女殿下──」

　斜めになった甲板から、クレアたちがつぎつぎと地面に飛び降りる。

　カミトも警戒しつつ、破壊された街に降り立った。

（ああ、ここか……）

　砂埃の立ち込める周囲を見回し、呟つぶやく。

　妙な懐かしさを覚える景色だと思ったら──

　決勝本戦前に、レオノーラと回った街の広場だった。

『──カミト、気を付けてください』

　エストが白銀の刃を輝かせて警告する。

「ああ、わかってる──」

　あの巨大な軍用精霊も所しよ詮せんは虚こ仮け威おどしだろう。

　あんなものでカミトたちを葬り去れるなどとは、あの枢すう機き卿きようも考えていないはずだ。

　と──

「あははっ、羽をもがれた気分はどうかしら？」

　嘲あざ笑わらうような声が、街の広場に響き渡る。

「あ、あんたっ！」

　クレアが上空を睨にらみつけた。

　ミレニア・サンクトゥスが聖衣をはためかせ、カミトたちを見下ろしていた。

　眼がん帯たいを外したその左目からは、〈異界の闇〉がとめどなく溢あふれている。

　宙を舞う小さな精霊たちが、激しく明滅している。

　あの闇に直接触れさえしなければ、スカーレットやフェンリル、シムルグのような高位の精霊に影響はない。しかし、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に存在する低位の精霊たちは、その瘴気に耐えきれずに狂乱しているようだ。

「手荒な挨拶だな、ミレニア・サンクトゥス」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉と〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を構えた。

　ミレニアが凄せい絶ぜつな微笑を浮かべる。

「お前たちは、あのお方の世界には必要ない存在なの。私と同じようにね」

「……っ！」

　どろり、と溶け落ちた〈異界の闇〉が──

　貪むさぼるように、少女の身体を呑のみ込んでゆく。

「あ、ああああ、ああああああああっ──！」

　ミレニア・サンクトゥスの喉から、引き絞るような絶叫がほとばしる。

「な、なにをするつもりなの──？」

「勝手に自滅しましたわ！」

　と、困惑するクレアたちに、

「──違う。あれは〈門ゲート〉だ」

　と、カミトは言った。

「……え？」

「あの精霊は、〈天使〉を召喚する〈門〉を生み出せるんだ」

　ミレニアの身体を取り込み、虚空に浮かんだ闇の球体。

　……間違いない。学院で〈力の天使デユミナス〉を召喚した時と同じだ。

　カミトの手の中で〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が唸うなっている。

〈精霊兵器〉であるエストが、あの中にいる仇きゆう敵てきの存在を感知しているのだ。

　スゥ──と、球体に切れ目が入った。

　……ズ……ズズズズ……ズズズズズズズズズズ……！

　濃密な闇の中から、なにかが這はい出してくる。

「……っ、なにか、出てくるわ……！」

　姫ひめ巫み女この直感で、その気配を感じたのだろう。フィアナが息を呑む。

「そうはさせないわっ！　灼しやく熱ねつの劫ごう火かよ──〈火炎球フアイア・ボール〉！」

〈門〉そのものを破壊しようとして、クレアが炎の精霊魔術を放つ。

　だが、紅ぐ蓮れんの炎は闇に呑み込まれ、あっさりと消滅してしまう。

「……っ、このっ──」

「無駄だ。〈神威カムイ〉の無駄遣いをするな」

　再び精霊魔術を放とうとするクレアの肩を、ルビアが押さえて止める。

　……ズズズ……ズズズズズズズズズズズ……！

　闇の球体が、内側から引き裂かれるように破裂して──

　それが姿を現した。

「な、なんだあれは!?」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手にしたエリスが、警戒の声を上げる。

「……っ!?」

　カミトも、双剣を握りしめたまま絶句した。

　虚空に顕現したのは──回転する巨大な螺ら旋せんの柱だった。

　……カミトの知識では、そう形容するほかない。

　螺旋の柱は虹色の光輝を放ちながら、ゆっくりと地上に降りてくる。

「あれが、〈天使〉ですって？」

　クレアが言った。

「ああ、俺が前に見た奴やつとは別物みたいだが……」

『──〈星の天使オフアニム〉です』

　エストの声が頭の中に響く。

「学院に戦った〈天使〉とは違う種類か──」

『はい、ですが権能の詳細は不明です。記憶領域の解析が必要──」

「──わかった」

　……妙な姿をしているが、〈天使〉であることに間違いはないのだろう。

　カミトは双剣を構えたまま、背後のクレアたちに告げる。

「みんな、〈精霊姫〉たちを連れて逃げてくれ。あれは俺が相手をする」

「な、なにを言うのだ。私たちも共に戦うぞ」

「そうですわ！」

　エリスとリンスレットが言い返してくるが、

「だめだ──」

「どうしてですの？」

「カミト、私たちでは足手まといか？」

「いや、そうじゃないんだ」

　カミトは首を横に振った。

「〈天使〉には、世界法則に干渉して、精霊による攻撃を無効化する権能がある。普通の精霊の攻撃は通用しないんだ」

「なんだと？」

「あれを倒せるのは、対〈天使〉に生み出された──〈精霊兵器〉だけだ」

　言って、カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に〈神威カムイ〉を込める。

「……っ、そんな、精霊の力が通用しないだと？」

「……わかったわ、カミト君の言うとおりにしましょう」

　フィアナが言った。

「王女殿下……」

「カミト君、ここは任せていいのね？」

「ああ──」

　と、カミトは短く頷うなずく。

「待ちなさい。そういうことなら、あたしも一緒に戦うわ」

「クレア？」

　カミトが眉をひそめて振り向くと、

「私も〈テルミヌス・エスト〉と同じ、〈天使〉と戦うべく生み出された〈精霊兵器〉です。大戦の頃の記憶はすでにありませんが、〈ヴァルキリー・シリーズ〉最後の生き残りとして、あれと戦う使命があります」

　クレアの手にした〈炎の[image: ]フレイムタン〉が、声を発した。

「オルトリンデ、そういえば、そうだったな──」

「剣精霊、解析情報のリンクを──」

『──了解しました、オルトリンデ』

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の周囲に光の文字が浮かび上がり、高速で回転する。

　と、まるで共鳴するように、クレアの〈炎の[image: ]〉の周囲にも光の文字が現れた。

「カミト君、クレア、ここは任せたわ」

「無理はするなよ」

「頼みましたわ」

「ああ、任せろ──」

　カミトは背後に親指を立ててみせる。

「クレア……」

「──行って、姉様。カミトのことは任せて」

　声をかけるルビアに、クレアがしっかりと頷うなずく。

　カミトたちの目の前で、螺ら旋せんの〈天使〉が地上に降り立った。

「覚悟はいいな、クレア。俺の背中、任せるぞ」

「ふん、任されてあげるわ！」

〈炎の[image: ]〉を手に、不敵に微笑ほほえむクレア。

　二人は背中合わせに立ち、眼前の〈天使〉を睨にらみ据すえた。





[image: ]

　螺ら旋せんの〈天使〉の周囲には、〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉に似た光の文字が浮かんでいる。

　この世界の法則に干渉し、書き換えてしまう文字が──

　エスト曰いわく、星界調査型──〈星の天使オフアニム〉。

　学院で死闘を演じた〈力の天使デユミナス〉とは、異なるタイプの〈天使〉。

「クレア、あんな姿だが油断するな。正真正銘の化物だ」

「ええ、スカーレットがこんなに震えているもの」

　クレアの手に握った〈炎の[image: ]フレイムタン〉が、高周波のような音をたてて鳴いている。

　エストと同じ〈精霊兵器〉であるオルトリンデが、仇きゆう敵てきの力に反応しているのだ。

「武者震いです、マスター」

「わかってるわ」

　誇り高い契約精霊の言葉に、クレアは苦笑する。

「エスト、あの文字の解析にはどれくらいかかる？」

『──はい、六十四秒以内には』

「約一分か」

　かなり厳しい数字だ。だが、あの世界法則を制御する文字を解析しなければ、〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉による攻撃はすべて無効化されてしまう。

「わかった。一分間、なんとかする」

『私がカミトを守るわ。剣精霊さんは解析に専念して』

　漆黒の魔雷をほとばしらせるレスティアに、

『──頼みました、闇精霊』

　エストはそう応え、白銀の刃を輝かせる。

「ふふっ、伝説の聖剣さんに頼まれては、応えるしかないわね」

「ああ、そうだな──」

　言って、カミトは〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉にも〈神威カムイ〉を流し込んだ。

　その瞬間。ズキン、と左目の疼うずく感覚に襲われるが、

（……てめえは黙ってろ、レン・アッシュドール！）

　かまわずに、〈神威〉を放出し続ける。

　あれは、力をセーブした状態で倒せるような敵じゃない。

「クレア、俺が前衛だ。援護を頼む」

「ええ、あたしとスカーレットで、あいつを翻弄してあげるわ」

　クレアが〈炎の[image: ]〉を打ち鳴らすと、紅ぐ蓮れんの炎が地面を舐なめる。

　学院の対抗試合を繰り返してきた頃から、一番長く組んできたパートナーだ。

　今さら、コンビネーションの確認をするまでもない。

「行くぞ──」

　両足に収束させた〈神威カムイ〉を爆発させ、カミトは地を蹴った。
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　背後に鳴り響く戦闘の音を後に、ルビアたちは廃はい墟きよとなった街を駆け抜ける。

　学院で剣舞の訓練しているエリスとリンスレット、肉体を〈呪装刻印〉で強化しているルビアは別として、フィアナと四人の〈精霊姫〉はあまり体力がない。

　石畳の剥はがれた足場は悪く、何度も転びそうになる。

「早くこの場を離れないと、巻き添えになるぞ！」

　最後尾で〈精霊姫〉たちを護衛しつつ、エリスが叫んだ。

　彼女は、〈天使〉の力を直接目の当たりにしたことはないが──

　カミトの話が本当なら、あたり一帯が焦土と化してもおかしくはない。

　──と、その時。

「……っ、きゃあっ！」

　前を走る〈精霊姫〉たちの間で、悲鳴が上がった。

「……なに!?」

　と、エリスは目を見開く。

　ゴオオオオオオオオオオオオッ──！

　激しく燃え盛る炎の壁が、彼女たちの行く手を阻んだのだ。

「……っ、一体、なんですの──〈氷魔の吹雪ブリザード・ブレス〉！」

　リンスレットが、氷属性の精霊魔術を唱えるが──

　膨れ上がった炎の壁は、その氷の嵐を瞬時に呑のみ込んでしまう。

「そんな……!?」

　愕がく然ぜんとするリンスレット。

　そこへ──

「ふふっ……逃さないわよ、地を這はうネズミ共」

「貴様はっ──！」

　エリスが空を見上げて叫んだ。

　立ちはだかる、炎の壁の上空に──

　純白の聖衣を纏まとった、可か憐れんな少女がたたずんでいた。

「……っ、ミレニア・サンクトゥス、まだいたなんて!?」

　足を止めたフィアナが唇を噛かむ。

「一体、何人いるんですの？」

「あら、私は常に一人よ。すべての私が私なのだもの──」

　ミレニア・サンクトゥスは、焔ほのおを纏まとう真紅の大剣を手にしている。

　あの剣が、この炎の壁を生み出したのだろうか──

　と──

「……っ、その剣は、まさか──」

　ルビアが、喉の奥で唸うなるような声を発した。

　紅玉の瞳が激しく燃え上がり、その髪が焔の色に染まる。

　彼女の右手に刻まれた〈精霊刻印〉が、強烈な輝きを放った。

　まるで、沸騰する血のような赤に──

「ルビア様……」

　そのただならぬ様子に気付いたフィアナが、ハッとして呟つぶやく。

　と、彼女の〈精霊刻印〉の輝きに共鳴するように──

　ミレニアの手にした真紅の魔剣が、紅ぐ蓮れんの焔を噴き上げた。

「そう、この剣こそ、世界に終しゆう焉えんをもたらす、最強の焔剣──〈ラグナレク〉」

　ミレニア・サンクトゥスはくすりと微笑して、魔剣を振り上げる。

「〈火の精霊王〉──ヴォルカニクスの〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉よ」

「貴様──」

　ミレニア・サンクトゥスを睨にらみ据すえ、ルビアは静かに声を震わせた。

　その全身から、凄すさまじいまでの殺気がほとばしる。

「この私を前に、それを持ち出すか──！」

〈火の精霊王〉──ヴォルカニクス。

　彼女が〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉と呼ばれるようになった元凶。

　エルステインの領地を火の海に変えた仇──

「あはっ、感動のご対面ってところかしらね、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉。感謝しなさい、お前の故郷を滅ぼしたこの焔で、骨も残さず焼き尽くしてあげるわ！」

　ミレニアの手の中で、焔剣〈ラグナレク〉が灼しやく熱ねつの赤に染まる。

　と、その刹那。

「ファーレンガルト流槍術奥義──〈飛閃貫通撃ストーム・ストライク〉！」

　エリスが、立ちはだかる炎の壁に向けて〈風翼の槍レイ・ホーク〉を投とう擲てきした。

　ゴウッ──！

　烈風を纏う魔槍の穂先が、炎の壁に大穴を穿うがつ。

「なに!?」

　意表を突かれたミレニアが、眉根を上げる。

「リンスレット、〈精霊姫〉をお連れして逃げろ！」

「──わかりましたわ！　フェンリル！」

〈チーム・スカーレット〉の阿あ吽うんの呼吸で、リンスレットは即座に反応した。

　無駄な口は挟まない。炎の壁が消えたのは、ほんの一瞬。判断が遅れれば、エリスの作り出した千載一遇の脱出の機会を失うことになる。

　いま守るべきは、四人の〈精霊姫〉たちだ。

　うぉんっ！

　吹雪を纏まとう白狼が、虚空より召喚される。

　フェンリルは四人の〈精霊姫〉をまとめて咥くわえると、リンスレットをその背に乗せ、収束しはじめた穴の中に一瞬で飛び込んだ。

「小こ癪しやくなネズミども、逃がすと思うの？」

　ミレニアが冷笑を浮かべ、〈ラグナレク〉を軽く振るった。

　飛散した火の粉が無数の炎の猟犬へと姿を変え、フェンリルを追う。

「……っ、しまった！」

　エリスが声を上げるが──

「あらあら、仲間の心配をしている場合かしら、お姉ちゃん？」

　ミレニア・サンクトゥスは嘲あざ笑わらい、ゆっくりと地上に降り立った。

　突き立った〈ラグナレク〉の刃が、石畳の地面を赤熱化した溶岩に変える。

「ルビア様、後ろに──」

　白銀に輝く〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の細剣を構え、フィアナが言った。

　エリスを前衛に据え、フィアナが支援する形だ。

　二人だけでは心許ないが、今はこれが取りうる最善の戦術フォーメーションだろう。

　だが──

「お前たちは、下がっていろ」

　フィアナの声を無視して、ルビアは前に進み出た。

「……ルビア様!?」

「〈火の精霊王ヴオルカニクス〉──あれは、私が相手をするべきものだ」

　冷笑を浮かべるミレニア・サンクトゥスを──

　否いな、彼女の手に持つ〈ラグナレク〉を睨にらみ据すえる。

　──〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の両腕に、灼しやく熱ねつの焔ほのおが吹き上がった。
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　キイイイイイイイイイイン──

　耳をつんざくような音と共に──

　光り輝く螺ら旋せんの姿をした〈天使〉が、高速で回転を始はじめた。

　周囲に展開した光の文字が、強烈な輝きを放つ。

「──来るぞ、クレア！」

　警告の声を発し、カミトは〈神威カムイ〉を解放、一気に距離を詰める。

　螺旋の〈天使〉の回転が止まった。

　それを攻撃の動作だと判じたのは、勘だった。

　刹那。展開した光の文字が一点に収縮、閃せん光こうを放つ。

（……来る!?）

　カミトは前に倒れ込むように、身を沈めた。

　攻撃を予測していたがゆえの反応。

　光の収束点より放たれた雷砲が、カミトの頭上を一直線に通過した。

　大気が引き裂かれ、灼しやく熱ねつの光が肌を炙あぶった。

　まっすぐに伸びた雷砲の軌跡は、遥はるか彼方かなたの虚空を穿うがって消滅する。

　もし身体を掠かすめでもしていれば、影も残らなかっただろう。

　石畳の地面を踏み砕き、カミトは敢然と踏み込んだ。

「闇の魔雷よ、我が敵を打ち砕け──〈死を[image: ]つ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

　魔剣の刃より放たれた漆黒の雷火が、螺旋の〈天使〉めがけて降りそそぐ。

　だが──

　キ……イイイイ……イイイイイイイイ──！

　再び〈天使〉の周囲に光の文字が展開し、金属の擦こすれ合うような奇妙な音が響く。

　すべてを滅ぼし尽くす闇の魔雷は、〈天使〉の障壁にあっさりと弾はじかれた。

　世界法則に干渉し、精霊の力を無効化する絶対防御。

（……っ、やはり、通じないか）

　──あるいは、強力な攻撃の直後であれば、防御が疎かになるかとも思ったが。

　螺旋の〈天使〉がふわり、と浮かび上がった。

　と、今度は、同時に六つの光点が収しゆう斂れんする。

（……っ、次は絨じゆう毯たん爆撃か！）

　雷砲の弾道をすべて読み切り、躱かわすことは不可能だ。

　ならば──

（──エスト、防げるかっ!?）

　横に跳びつつ、カミトは胸中で叫ぶ。

　……だが、返ってきたのは沈黙だった。

（あれ、エ、エスト……？）

『だめよカミト、剣精霊さんは障壁の解析に集中しているわ』

「……んなっ！」

　レスティアの声に、カミトは絶望のうめきを上げる。

『一分間はなんとかするって言ったでしょう。ほら、来るわよ──』

「ちょ、ちょっと待て……！」

　と──

「踊れ、焔ほのおの円舞、乱れ舞う灼しやく熱ねつの焔えん華かよ──〈百華焔乱フレア・ローズ・ガーデン〉！」

　凛りんとしたクレアの声が響く。

〈炎の[image: ]フレイムタン〉に込められた精霊魔術が解放され──

　ゴオオオオオオオオオオオオンッ──！

　爆発。〈天使〉を中心に、あたり一面に焔の大輪が咲き誇る。

　雷砲の収束点に〈炎の[image: ]〉を撃ち込み、誘爆させたのだ。

「クレア、助かった──！」

「攻撃の起点は、あたしとスカーレットで潰すわ」

　崩れた建物の上に飛び乗って、クレアはしゅるっと〈炎の[image: ]〉を引き戻す。

「カミト、あんたはとにかく動き回って、おとりになって」

「……わかった。せいぜいあいつの注意を引き付けてやる」

「で、でも、無理はしなくていいわよ！」

　と、あわてて付け加えるクレア。

「ああ、大丈夫だ」

　苦笑して、カミトは〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を構える。

（エストの解析完了まで、あと三十四秒、三秒、二秒……）

　戦闘に集中しつつも、胸中では正確に秒数を刻んでいた。

　……このまま持ち堪こたえれば、勝機はあるはずだ。

　……イ、イイイ……イイイイイイイイ──！

　またあの奇妙な音がして、燃え上がった爆炎が一瞬でかき消される。

　螺ら旋せんの〈天使〉の周囲に、今度は赤く輝く文字が展開された。

（──さっきのとは、パターンが違う!?）

　無論、カミトには、その文字を読み解くことはできない。

　だが、先程までとは異なる攻撃をしてくるであろうことは理解できる。

　光の文字は地面に伝でん播ぱし、輪となって広がった。

「来るぞ。クレア、気を付けろ──」

「何が来るの？」

「さあな──」

「な、なによそれ……って、きゃあ！」

　突然、クレアの足が、ずぶりと地面に沈み込んだ。

「……～っ、ふああっ、な、なんなの!?」

「クレア、掴つかまれ！」

　カミトはクレアのもとへ走り込み、その腕を引き上げた。

　猫のように小柄な身体を抱き上げて、瓦が礫れきの上に飛び移る。

「ふぁ……カ、カミト!?」

　頬ほおを赤く染め、瞳を潤ませるクレア。

　と、カミトの足もとの地面が汚泥に変わり、ズブズブと身体が沈み込む。

「……っ!?」

　カミトは収しゆう斂れんした〈神威カムイ〉を一気に放出し、再び跳躍。建物の上に飛び乗った。

　螺ら旋せんの〈天使〉を中心に、周辺の建物が、ゆっくりと地面に沈んでゆく。

「な、なんなのよ、これ……！」

「このあたり一帯の属性を書き換えたんだ──」

　屋根の上にクレアを降おろし、カミトは下を見た。

　石畳で覆われた地面は真っ黒な汚泥となって、一切合切を呑のみ込んでゆく。

「な、なんて滅め茶ちや苦く茶ちやなの……」

　クレアが呆あきれたように呟つぶやく。

「まだまだ、こんなものじゃないぞ……」

　剣の柄を握ったまま、カミトは額の汗をぬぐう。

　やがて光の文字が消え、底なし沼はまたもとの地面に戻った。

　虹色に輝く螺旋の〈天使〉は、その場でゆっくりと回りはじめる。

（しかし、妙だな……）

　と、カミトは思う。

　学院で戦ったあの〈力天使デユミナス〉に比べると、この〈天使〉の行動はかなり防衛的だ。

　無論、途方もない力ではあるのだが──

（まるで、何かを待っているような……）

　と、そこでカミトは気付く。

〈天使〉の周囲に展開する障壁とは別に──

　螺旋の中を、常に回り続けている文字があることに。

（……あれはなんだ？　なにをしている？）

『──カミト、〈天使〉の解析が完了しました』

　と、エストの声が、カミトの意識に割り込んだ。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の刃の上を、〈古代精霊語ハイ・エンシエント〉の文字が高速で奔はしる。

「エスト、よくやった！」

『はい、カミト。七秒ほど短縮しました』

　無機質な声で、少し自慢げに答えるエスト。

「これで、ようやく反撃できるな」

「ええ、やられっぱなしは性に合わないわ」

『火猫精霊と情報を共有します──』

〈魔王殺しの聖剣〉と、クレアの〈炎の[image: ]フレイムタン〉が、共鳴するように輝きだした。

「理由は不明だが、あの〈天使〉は、あまり攻撃的じゃないようだ。学院で戦った〈力天使デユミナス〉よりは与しやすい──」

　カミトが反撃に移ろうとした、その時だった。

『──待ってください、カミト』

「なんだ？」

『あの〈天使〉の内部に、急速な存在密度の上昇を感知しました』

　白銀の刃が激しく明滅する。

「……すまん、わかるように説明してくれ」

『〈天使〉の中で、なにかが召喚されようとしています』

「……なんだって!?」

　地上で回転を続ける螺ら旋せんの〈天使〉が、激しい輝きを発した。

　螺旋はほどけて虚空に消失し──

　同じその場所に、光に包まれた何かが姿を現す。

「……なっ!?」

　カミトは思わず、息を呑のんだ。

　──それは、人の姿をしていた。

　影のように形を変える、漆黒の外がい套とうを身に纏まとった、大柄な人影だ。

　闇の瘴気が全身を覆い、骸むくろのような仮面の奥で、血色の瞳が禍まが々まがしく輝く。

　その姿は、まるで──

「……なんだと!?」

　大陸史上最強最悪の存在──〈魔王〉スライマンがそこにいた。





　　　　◇






「あはっ、笑わせてくれるわね、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉！」

　燃え盛る炎の壁を背に、ミレニア・サンクトゥスが唇の端を歪ゆがめて笑う。

「力を失った今のお前に、なにができると？」

「力を失った──そう思うか？」

　ルビアは焔ほのおを宿した右腕を、虚空に伸ばした。

「なに？」

「──荒ぶる古いにしえの焔よ、我が手に宿り、刃と為なせ！」

　瞬間。彼女の手に現れたのは、優美な曲線を描く灼しやく熱ねつの刃だ。

　その形状は、はるか東方の国に伝わる、刀という武器によく似ていた。

「あれは、まさか、〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉!?」

　フィアナが目を見開いて驚く。

　精霊魔装〈レーヴァティン〉は、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の決勝で消滅したはずだ。

　それに、彼女の精霊契約の力は、すでに失われてしまったはずだった。

「へえ、興味深いわね。どうして、お前が〈精霊魔装〉を？」

「〈精霊魔装〉ではない」

「なんですって？」

　ルビアは、虚空より呼び出したその刀を、すっと構えた。

　剣の軌跡を追って、蒼あおい焔が残像を残す。

「軍用精霊〈[image: ]カ具グ土ヅチ〉──ヴィヴィアン・メローサに作らせた試作品だ」

「ぐ、軍用精霊……？」

　フィアナが唖あ然ぜんとする。

　軍用精霊は本来、精霊契約を結ばずに使役することのできる精霊であり、精霊魔装化することはできない、というのが常識だった。

　オルデシアの軍でも、その技術はまだ研究段階にあったはずだ。

　それを、彼女は実用化させたというのか。

「義あ姉ね上の〈精霊機甲エレメンタル・パンツアー〉のようなものか……」

「ああ、原理はそれに近い」

　と、ルビアは応えて、

「剣は不得手だが、貴様よりは使えるぞ、枢すう機き卿きよう」

　眼前のミレニア・サンクトゥスを鋭く睨にらみ据すえる。

　ルビアの全身に刻まれた呪装刻印が、軍服の下で禍まが々まがしく輝いた。

　刃に灯ともる蒼そう焔えんが、激しく燃えあがる。

「ルビア様、それは──！」

　フィアナは思わず、悲鳴じみた声を上げた。

　あれほどの数の呪装刻印を一気に使えば、常人であれば間違いなく死に至る。

「構うな、私はすでに死んだ身だ」

「ふっ……あは、あはははっ、何かと思えば、軍用精霊!?」

　ミレニア・サンクトゥスは冷たく嘲あざ笑わらった。

「そんなものが、この〈ラグナレク〉に太刀打ちできるとでも？」

　ミレニアの手にした最強の精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエが、紅ぐ蓮れんの焔ほのおを噴き上げる。

　そして、一いつ閃せん。

　斜めに切断された巨大な館の上半分が、ゆっくりと滑り落ちた。

　ドオオオオオオオオンッ！

　轟ごう音おんが鳴り響き、大量の土煙が舞い上がる。

「お前たちに、慈悲をかけてあげるわ。三人まとめて、あまり苦しまないように焼いてあげる。灰も残らないほど、完璧にね！」

　崩れ落ちた建物の残ざん骸がいが、火の雨となってルビアに降りそそぐ。

「「ルビア様！」」

　フィアナとエリスが駆け寄ろうとするが、燃える瓦が礫れきに阻まれる。

　だが、降り注ぐ炎の中で、ルビアは平然と立っていた。

　その燃えるような真紅の髪が、風に煽あおられて激しく舞う。

「枢すう機き卿きよう、それは貴様には過ぎたものだ」

　と、ルビアは静かに口を開いた。

「──貴様では、その焔を使うことはできない」

　彼女の右手に刻まれた、〈火の精霊刻印〉が激しく輝く。

「……っ！」

　ミレニアは一瞬、気け圧おされたように身体を強張らせた。

「二人とも、手出しは無用だ。あれは私が相手をする」

　肩越しに振り返り、ルビアは言った。

「へえ、面白いことを言うのね、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉」

　ミレニアが、俯うつむいたまま声を震わせる。

「いいわ。それじゃあ、お望み通り、消し炭にしてあげるっ！」

　その顔に憤怒を宿したミレニアが、無造作に〈ラグナレク〉を振るった。

　竜のようにうねる焔の舌が地面を舐なめ、石畳を溶かして突き進む。

　ルビアは──

　手にした〈[image: ]カ具グ土ヅチ〉を、地面に突き立てた。

「──刻ときすら凍れ、絶対零度の劫ごう火か──〈凍える焔華フロスト・ブレイズ〉！」

　それは、エルステインの血に伝わる秘奥。

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉最強の炎さえも凍らせる、異界の〈焔〉。

「この焔、見忘れたか、ヴォルカニクス」

　凍いて付ついた蒼そう焔えんの中で、彼女は言った。

「──ならば、思い出させてやる！」





　　　　◇






　──魔王スライマン。

　千年前、大陸に恐怖と混乱をもたらした、史上最強の精霊使い。

　それを目の前にして──

「……なあ、一体なにが起きたんだ？」

　と、カミトは背後のクレアに訊たずねた。

「そんなの、わかるわけないでしょ……」

　クレアの瞳には、戸惑いと混乱が渦巻いている。

　二人の前に現れたその姿は、伝説に残る〈魔王〉そのものだ。

（……つーか、あの〈仮面〉も、〈外がい套とう〉も、俺は見たことがあるぞ）

　……間違いない、あれは本物の〈魔王〉だ。

　何よりも、目の前の存在の放つ圧倒的な気配は、それをカミトに確信させる。

〈魔王〉がふわりと地面に降り立つと、濃密な闇の瘴気がその全身から噴き上がった。

「エスト、何が起きてる？　あの〈天使〉は何をしたんだ？」

『──過去の時間座標の召喚です、カミト』

「……うん？」

　と、カミトは訊きき返した。

『〈天使〉の権能による世界法則の書き換え。あれは、この世界の時間軸上に存在した座標を切り取り、具現化したもの──』

「えっと、つまり、どういうことだ？」

「つまり、千年前に存在した〈魔王〉を、そのまま召喚したってことね？」

　と、オルトリンデを通して、エストの声を聞いたクレアが言った。

『肯定です』

「……っ、そんなことが──」

　カミトは喉の奥でうめく。

（……〈魔王〉の召喚だと？　なんて、出で鱈たら目めなことをしやがる）

〈魔王〉スライマンは、〈闇の精霊王〉の力の転生者だ。目の前の〈魔王〉が本物なのだとすれば、あの〈天使〉は、その力ごと彼を召喚したことになる。

　まさに奇跡にも等しい力。〈聖王〉が欲するだけのことはある。

〈天使〉の行動が防衛的だったのは、このための時間稼ぎだったのか──

　──ズキン、と左目が疼うずく。

　同じ力を宿したものの出現に、彼女が反応しているのかもしれない。

「この世界の歴史に存在した中で、最強の存在を呼び出したってわけね」

　クレアが〈焔の[image: ]フレイムタン〉を手に、タッと地面に降り立った。

　カミトも続き、目の前の〈魔王〉と存在する。

　骸むくろの仮面の奥で光る、赤く輝く両りよう眼めと目が合った。

　ふとカミトは、〈魔王の都〉で出会った、あの青年のことを思い出した。

　あの仮面の下には、砂漠の商人サフィアーンの顔があるのだろうか──

「……オ、オオオ……オ、オオオオオオオッ……！」

　低く唸うなる、不気味な声が轟とどろき、いっそう濃い闇の瘴気があたりに満ちた。

　世界のすべてを呪うような、怨えん嗟さの声。

　その〈魔王〉が、ゆっくりと右手を突き出した。

「……っ、来るぞ！」

「魂……焼キ尽クス、黒キ雷──〈闇魔閃雷ヘルブラスト〉」

　──〈魔王〉の放たれた、闇の魔雷が荒れ狂った。





[image: ]

　闇属性最高位の広範囲殲せん滅めつ魔術。

〈魔王〉の手より放たれた漆黒の魔雷は、街の建物をことごとく破壊し尽くした。

　穿うがたれた地面には、すり鉢状のクレーターが無数にできている。

「……く、そ……大丈夫か、クレア！」

「え、ええ……なんて無む茶ちや苦く茶ちやなの……？」

　崩れた瓦が礫れきの下から、カミトとクレアが這はい出した。

　同じ闇属性の〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が、避雷針となって魔雷を吸収してくれなければ、二人とも一瞬で灰になっていただろう。

〈闇魔閃雷ヘルブラスト〉は、レスティアも使う精霊魔術だが──

　その威力は、最高位の闇精霊のそれを遥はるかにしのぐ。

「……さすが、史上最強の精霊使い、本物の〈魔王〉様ってとこか」

　呟つぶやいて、カミトは切れた唇の血をぬぐった。〈神威カムイ〉の量が桁違いだ。

「どうするのよ、あんな化物……」

「やるしかないだろ、あっちはやる気十分みたいだしな」

　カミトは両手の双剣に〈神威カムイ〉を流し込み、立ち上がった。

（……エストの解析は完了してる。少なくとも、無効化されることはない）

　魔王が、今度は両手を突き出した。骸むくろの仮面が不気味な光を放つ。

「……っ！」

　咄とつ嗟さに、カミトとクレアは左右に飛んだ。

「眠レ……永久ニ──〈氷獄の冥界コキユートス〉」

　ピシリ、ピシリ──と、大気が軋きしむ音。

　周囲に白い霧がたちこめ、〈魔王〉を中心にすべてが凍り付く──

　地面より突き出した無数の氷塊の腕が、カミトたちに襲いかかる。

「焼き尽くせ、灼しやく熱ねつの劫ごう火か球──〈火炎球フアイアボール〉！」

　轟ごう音おん。クレアが唱えた精霊魔術の焔ほのおが、生み出された氷塊を打ち砕く。

　だが、次々と生まれる氷の腕は炎を呑のみ込み、怒ど涛とうのように押し寄せた。

「〈絶剣技〉三ノ型──〈影月円舞〉双月輪！」

　カミトが裂れつ帛ぱくの気勢を放ち、〈神威〉を一気に解放する。

　無数に閃ひらめく、黒と白の剣閃。

　宙に幾重もの斬光を残し、カミトは一陣の旋風となって突き進む。

　四方八方から迫りくる氷の腕を、わずか一挙動で砕き、斬り飛ばし、叩たたき折る。

　倒れ伏した巨大な氷塊を蹴りつけて跳躍。虚空に飛ひ翔しようする。そして──

「〈絶剣技〉弐ノ型・我流──〈彗すい星せい二連〉！」

〈流星〉をアレンジした双剣の〈絶剣技〉を、〈魔王〉めがけて放つ。

　ズァオオオオオオオオオオオオオンッ！

　彗星の如ごとき衝撃音が、大気を震わせた。

　魔王の肉体は、闇の衣ごと真っ二つに引き裂かれ、大地には巨大な亀裂が奔はしる。

「……っ！」

　手応えは、ない。

　カミトは瞬時に横に跳んだ。同時。頭上を闇の刃が掠かすめる。

（……影の精霊魔術か）

　フレイヤ教師が得意としていた魔術だ。

〈魔王〉が、骨ばった黒い手を振り上げた。

　その指に嵌はめた黄金の指輪が、青く不気味な輝きを放つ。

（……あの指輪は!?）

『──カミト、気を付けて。精霊を召喚するわ！』

　レスティアが警告の声を発した。

　あの指輪は──〈魔王の指輪リング・オブ・スライマン〉。

　七十二柱の魔神級精霊を制御できる、伝説級の魔装具アーテイフアクトだ。

（これまでの精霊魔術は、ただの小手調べってわけか──）

　魔王の仮面の奥で、不気味な声が響く。

「地ノ底ヨリ、来タレ……我ガ眷けん属ぞく──〈ミドガルズオルム〉」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「な、なんだ、あれは!?」

　激しい地響きと共に、〈浮遊島ラグナ・イース〉の大地が割れた。

　凍り付いた地面を打ち砕き、地割れの中から姿を表したのは──

　無数の鋼のような鱗うろこに覆われた、巨大な蛇だ。同じ蛇でも、そのサイズは、〈聖国〉の軍用精霊〈ケーリュケイオン〉の数倍は大きい。

『地竜精霊〈ミドガルズオルム〉。鉱山都市ガドに眠っていた、戦略級軍用精霊〈ヨルムンガンド〉の素体となった精霊よ──』

「……なんだと!?」

　巨大な地竜精霊は、その顎を大きく開けて、街の建物を噛かみ砕くだく。

「……〈魔王〉の契約精霊まで具現化したってのかよ？」

『はい、あの〈天使〉が召喚したのは、〈魔王〉の力すべて──』

　と、エストが声を発した。

「カミト、この精霊はあたしがなんとかするわ！」

　クレアの叫ぶ声が聞こえた。

　なんと〈ミドガルズオルム〉の角に〈炎の[image: ]フレイムタン〉を絡めている。

「クレア、無む茶ちやするな！」

「大丈夫よ、あんたは〈魔王〉を、きゃあああああああっ！」

　怒り狂い、暴風のごとく暴れる巨大な蛇に、クレアの小柄な身体が翻弄される。

　のたうつ巨体が、〈浮遊島〉の大地を薙なぎ払う。

（……このままじゃ、大地の底が抜けちまう！）

　振り下ろされる尾の一撃を、カミトは跳躍して回避。

　地竜精霊の背を一気に駆け上り、両手の双剣に渾こん身しんの神威カムイを込める。

　──ズキン、と左目が疼うずく。

　脳裏にルビアの警告が蘇よみがえるが──

「絶剣技〈破ノ型〉──〈烈華螺旋剣舞・十八連！〉」

　同時に放たれた無数の斬撃が、〈ミドガルズオルム〉の鋼の鱗を破壊する。

『まだよ、カミト──！』

　レスティアの声が叫んだ。

〈ミドガルズオルム〉が鎌首をもたげ、その大きな顎あぎとを開く。

（……っ、対魔神級精霊用の〈絶剣技〉を受けて、まだ動いてるだと!?）

　カミトは地を蹴って躱かわすと、その眼球に漆黒の魔剣を突き入れる。

「闇よ、穿うがて──〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

　魔剣の刃より放たれた闇の魔雷が、〈ミドガルズオルム〉を粉砕した。

　だが──

「空ノ果テヨリ、召喚ニ応ジヨ……眷けん属ぞく──〈ファーヴニル〉」

〈魔王〉の指輪が輝き、次なる精霊が虚空より召喚される。

　漆黒の翼をはためかせた竜精霊だ。

　頭上より迫る爪の一撃を、カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉で受け止めた。

　その重みに、肩が外れそうになる──

「〈絶剣技〉七ノ型──〈[image: ]竜〉双連華！」

　返す刀で、カミトは竜精霊の首を切り捨てた。

「はあっ、はあっ、はあっ……！」

　息を荒らげ、疼うずく左目を押さえる。

（……このまま、魔神級の精霊を呼び出されたら）

「次元ノ門ヨリ、我ガ招キニ応ジヨ……眷属──〈ユーミル〉」

「……っ！」

「させないわっ──〈焔獄の縛鎖フレイム・チエイン〉！」

　クレアが〈焔ほのおの[image: ]むち〉を放った。

　劫ごう火かをまとう鞭が〈魔王〉の右手を縛いましめる。

　魔王の右手が一瞬で炭化し、灰となった。

「カミト、今よ──！」

　クレアの放った叫び声に──

　カミトは一気に踏み込み、強烈な斬撃を放つ。

　だが──

　その一撃は、虚むなしく弾はじかれた。

〈魔王〉の手に現れた、漆黒の魔剣が刃を止めたのだ。

「なっ!?」

　と、カミトは絶句した。

〈魔王〉の握る、その魔剣の姿は、まるで──

「……なるほど。たしかに、それは〈魔王〉の使役する最強の精霊だな」

　声にわずかな怒気を含ませて、カミトは言った。

　左目の疼きを感じながら、カミトは〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を強く握る。

「だがな、それは俺の剣だ、魔王スライマン！」

　カミトは地を蹴って、斬り込んだ。

　闇の魔剣と〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉の刃が激しく擦こすれ合う。

　オオオオオオオオオオオオオッ──！

〈魔王〉が咆ほう哮こうした。

　好敵手に出会えた喜びの雄お叫たけびだった。





　　　　◇






「凍いて付つく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットの放った魔氷の矢弾が、三体の猟犬をまとめて撃ち抜いた。

　だが、焔剣〈ラグナレク〉によって生み出された焔ほのおの猟犬は、すぐに復活して、じりじりと包囲の輪を狭めてくる。

「……っ、どうして数が減りませんの！」

　リンスレットは苛いら立だたしげに叫んだ。

「〈火の精霊王〉様の焔は、永遠に燃える焔なのです」

　レイハが言った。

「そんなのずるいですわよ！」

　リンスレットは、〈精霊姫〉たちを庇かばうように立ち、周囲を睨にらんだ。

　焔の猟犬が、崩れた建物の陰から続々と姿を現す。

　フェンリルでも、四人を乗せて速く走ることはできない。

　たちまち、猟犬の群れに追い詰められてしまうだろう。

　……しかし、このまま守り続けていてもジリ貧なのは確かだった。

〈精霊姫〉を戦力としては期待できない。彼女たちは、あくまで〈精霊王〉に仕えるために育てられた姫ひめ巫み女こなのだ。

（……万事休す、ですわね）

　リンスレットは弓を番つがえる手に、力を込めた。

（せめて、レイハ様たちが逃げる隙だけでも──）

　炎の猟犬の群れが、一斉に彼女たちに飛びかかった。

　その刹那。

　強烈な猛吹雪が吹き荒れ、猟犬の群れを氷の彫像へと変えていく──

「……っ、な、なんですの!?」

　リンスレットは弓を番えたまま、唖あ然ぜんとなった。





　　　　◇






「──私の名を思い出してもらうぞ、ヴォルカニクス！」

　軍用精霊魔装──〈[image: ]カ具グ土ヅチ〉を正眼に構え、ルビアは地を蹴った。

　全身に刻んだ〈呪装刻印〉が激しい雷火を放ち、その姿がかき消える。

「……なっ!?」

　ミレニア・サンクトゥスの紫紺ヴイオレツトの瞳が、驚きよう愕がくに見開かれた。

　踏み込みの音さえ置き去りにして──

　一瞬で肉薄したルビアは、閃せん光こうの如ごとき斬撃を抜き放つ。

　焔ほのおを宿した切っ先がミレニアの喉もとを掠かすめ、その純白の聖衣をわずかに焦がした。

「──チィッ！」

　仰のけ反ぞったミレニアは、光の粒子となって姿を消し、後方へと空間跳躍する。

　──が、ルビアはそれを読んでいた。

　刀を手にした腕を引き絞り、一気に踏み込む。

　ヂイイイイイイイイイイッ──！

　擦こすれるような金属音と共に、火花が散った。

〈[image: ]具土〉の切っ先が、〈ラグナレク〉の刃を穿うがったのだ。

「貴様っ、その動きは一体……!?」

「侮るなよ、枢すう機き卿きよう。借り物の力とはいえ、一度は最強の剣舞姫レン・アツシユベルを名乗った身だ」

　告げて、ルビアは更に神速の斬撃を繰り出した。

　焔の斬閃が虚空に躍る。

　彼女の身に刻まれているのは、最も単純な身体強化の呪装刻印だ。

　だが、ルビア・エルステインは、歴代最高の〈精霊姫〉とまで呼ばれた姫ひめ巫み女こ。その凄すさまじい〈神威カムイ〉すべてを身体能力に変換した彼女は、まさに剣鬼となる。

　軍用精霊の刀で、彼女は〈ラグナレク〉を手にしたミレニアを圧倒する。

〈ラグナレク〉の焔はルビアを呑のみ込もうとするが、彼女は巧みに回避した。

「ルビア様、なんという剣の冴えだ──！」

　驚嘆の声を漏らすエリス。

「ええ、でも、あんな呪装刻印の使い方をしたら──」

　だが、フィアナは不安そうに呟つぶやく。

　ルビアの剣舞には、鬼気迫るものがあるが──

　あのままでは、ルビアといえど、数十秒で身体がもたなくなるだろう。

　無論、彼女自身もそれはわかっている。

　もとより、その数十秒で決着をつけるつもりなのだろう。

　あるいは、最初の数秒でけりをつけるつもりだったのか──




　ルビアの〈[image: ]カ具グ土ヅチ〉が、ミレニアの肩口を切り裂いた。

　が、致命傷ではない。鋼の属性を持つ剣精霊ミレニアは、斬撃にも焔ほのおにも耐性がある。

　一方、〈ラグナレク〉の炎は、その刃が肌をかすめただけで灰になる。

「ふふっ、攻めきれないようね、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉！」

　ミレニア・サンクトゥスが唇の端を歪ゆがめ、〈ラグナレク〉を振り下ろした。

　激しい炎が噴き上がり、巨大な火竜の姿となってミレニアに襲いかかる。

「──はあっ！」

　ルビアは裂れつ帛ぱくの気勢を放ち、〈[image: ]具土〉を振り抜いた。

　その刃より蒼そう焔えんが噴き上がり、炎の竜を一瞬で氷漬けにしてしまう。

「馬鹿なっ、〈元素精霊界〉最強の炎が、なぜ人間如ごときの炎に!?」

「わからないか？」

　狼ろう狽ばいするミレニアに、ルビアは冷たく告げる。

「なに!?」

「エルステインの焔は、〈元素精霊界〉に存在する炎とは、理ことわりを異にする焔。お前の宿す〈異界の闇〉と本質的に同じものだ。ゆえに──」

〈[image: ]具土〉の刃に蒼焔を揺らめかせ、ルビアは一歩、一歩と近付く──

「最強の炎でさえも、凍いて付つかせることができる！」

　呪装刻印の力を解放し、ルビアは一気に接近した。

「……っ、だったら、これはどうかしら？」

　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオッ──！

　ミレニアが〈ラグナレク〉を頭上に振りかざした。

　その刃から、轟ごう々ごうと渦巻く紅ぐ蓮れんの炎が噴き上がり、遥はるかな空を貫く。

　天さえも焼き尽くす、灼しやく熱ねつの劫ごう火か。

　そして──

「怒りの日に、愚者に救いを、聖者に裁きを──〈災禍の焔獄カラミテイ・デイザスター〉！」

　炎の渦より生み出された無数の火の球が、天より降りそそぐ！

「あははっ、お前の故郷を滅ぼした炎で、灰となるがいい！」

「ルビア様っ！」

　フィアナが悲鳴を上げた。

　だが、ルビアはその場を動かない。

　蒼焔を纏まとう〈[image: ]具土〉を手に、まっすぐに〈ラグナレク〉を見据えて、

「──私の剣舞を見たか、〈火の精霊王〉よ！」

　その全身に、絶対零度の蒼焔を纏わせた。

　降りそそぐ火の玉は、その蒼そう焔えんに触れて消滅する。

「お前に仕えた〈精霊姫〉の焔ほのおを、この輝きを見忘れたか！」

　彼女の右手に刻まれた〈火の精霊刻印〉が、真紅の輝きを放つ。

　と、その声に、応えるかのように──

「……な、に……？」

　天を貫く炎の柱が、大きく揺らいだ。

「……っ、まさか、〈ラグナレク〉が暴走している？」

　フィアナが呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。

「……っ、なにをした、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉！」

「言ったはずだ。その焔は、お前如ごときに扱えるものではない、と──」

　ミレニアの手の中で、〈ラグナレク〉の炎が暴れ狂う。

「おのれ、鎮まれっ、鎮まれええええええええ！」

　炎の中で、ミレニアの絶叫が響きわたり──

　紅ぐ蓮れんの劫ごう火かが、ミレニア・サンクトゥスを一瞬で焼き尽くした。

　行き場を失った裁きの炎は周囲の瓦が礫れきを呑のみ込み、際限なく膨れ上がってゆく。

「ルビア様、お逃げください──！」

　エリスが叫んで駆け寄ろうとするが、

　ルビアは炎を見つめたまま、静かに首を振る。

「──今解き放ってやる、ヴォルカニクス！」

　絶対零度の蒼焔をその身に纏まとい、ルビアは紅蓮の劫火の中に飛び込んだ。





　　　　◇






「〈絶剣技〉六ノ型──〈破砕の[image: ]〉！」

　闇の魔剣を手にした〈魔王〉スライマンに──

　カミトは容赦なく、武器破壊の〈絶剣技〉を叩たたき付けた。

　だが、破壊には至らない。

　金属の共鳴音が鳴り響き、擦こすれ合う闇の魔剣の刃が、激しい火花を飛ばす。

（──俺を相手にそれを持ち出すとな！）

　仮面の奥で輝く真紅の眼めを睨にらみ据すえ、カミトは胸中で咆ほえた。

（……悪いが、あんたは俺の逆げき鱗りんに触れたぞ、魔王スライマン！）

〈魔王〉の召喚した、もう一振りの〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉。

　それを眼にした瞬間、血が沸騰した。

　子供じみた独占欲だ。それを自覚して苦笑する。

　だが、感情的になっていることを自覚しつつも、抑えきれない思いがあった。

　凶暴な気分になっているのは、闇の〈神威カムイ〉の影響もあるのだろうが──

「おおおおおおっ！」

　気勢を放ちつつ、カミトは双剣を抜き放つ。

　放たれた斬光が、闇の魔剣の刃を打ち据えた。

　ズキン、ズキン、と左目が疼うずく。

　網膜には、あの〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の〈精霊刻印〉が写り込んでいる。

『──カミト、わかってるわね』

　レスティアが真剣な声で警告した。

（ああ──）

　と、胸中で言葉を返す。

〈神威〉が枯渇すれば、カミトは〈闇の精霊王〉の力に呑のみ込まれる。

　消耗の激しい〈絶剣技〉を放つのは、自殺行為にも等しいが──

　なにせ、相手は伝説の〈魔王〉、史上最強の精霊使いだ。

　力を出し惜しみして勝てる相手では、無論ない。

（──なら、短期決戦を狙うしかない！）

　一気に踏み込み、相手の間合いに入り込む。

〈魔王〉スライマンは、最強の精霊使いであると同時に、卓越した戦士でもあるが、剣の腕に限って云いえば、〈絶剣技〉を収めたカミトには及ばない。

　無尽蔵の〈神威〉による、強力な精霊魔術と精霊の召喚。

　それが〈魔王〉の力の源だ。

　あんな攻撃を連発されれば、さすがに勝ち目は皆無だが──

（──だったら、それを使わせなければいい！）

　抜き放った双剣の刃が、峻しゆん烈れつに輝いた。

「〈絶剣技〉序ノ型──〈桜乱烈華〉！」

　二刀流専用の対人絶剣技。

　カミトの腕が霞み、舞い散る花弁の如ごとき、連続の刺突が放たれる。

　だが──

「……なっ!?」

　神速の〈絶剣技〉は〈魔王〉の心臓に届くことなく、その黒衣によって弾はじかれた。

　外がい套とうは闇色の輝きを放ち、まるで影のように蠢うごめく。

（……っ、そうか、この黒衣は──）

　──〈魔王の外套ガーブ・オブ・ロード〉。

　精霊イリスに貰もらった、着用者の〈神威〉を防御力に変換する、伝説の魔装具アーテイフアクトだ。

　カミトが着用した時は、〈神威カムイ〉の流れを阻害する地雷装備だったが──

〈魔王〉スライマンの莫ばく大だいな神威と組み合わさることで、その真価を発揮したのだ。

〈絶剣技〉を放った直後に生じる、わずかな隙。

　仮面の奥で〈魔王〉が嘲あざ笑わらった。

　闇の魔剣に雷火を纏まとわせ、真一文字に薙なぐ。

　咄とつ嗟さに、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉で刃を弾はじくも、闇の雷撃が右腕を穿うがった。

「……っ!?」

　さすがに、剣を取り落とすようなことはしない。

　エストの強力な対魔術特性が、腕が炭化するのを防いでくれた。

　だが、一瞬とはいえ、攻め手が止まったのは致命的だった。

　クレアの斬り飛ばした左腕の切断面に、光の文字が発生。

　目の前で、〈魔王の指輪リング・オヴ・スライマン〉ごと瞬時に再生する。

（……っ、〈天使〉の権能か！）

　それが使えることは、想定内ではあったが──

　追撃が一拍遅れたカミトの眼前に、その右手が伸ばされる。

「舞エ、破滅呼ブ紅ぐ蓮れんノ炎──〈炎王ノ息吹ヘルブレイズ〉」

〈魔王〉の唱える、炎属性最強の精霊魔術。

　至近距離で喰くらえば、骨も残さず灰になる。

「──スカーレット！」

　クレアの叫び声が聞こえた。

　同時、炎を纏う火猫が、その鋭い爪で〈魔王〉に飛びかかる。

〈魔王〉は片手で無造作にスカーレットを叩たたき落とし──

　もう片方の腕で精霊魔術の炎を放つ。

　カミトは──

「〈絶剣技〉初ノ型──〈紫電〉！」

　地を蹴って、〈魔王〉の懐に突進した。

　スカーレットの作ってくれたわずかな隙が、精霊魔術の発動を一瞬遅らせた。

〈魔王〉の魔術の発動より、神速の〈絶剣技〉のほうが、僅差で速い。

　そう読み切っての、危険な賭けだ。

　読み誤れば、カミトの肉体は灰となって消滅する。

　紫電の如ごとき一撃が、〈魔王の外套ガーブ・オブ・ロード〉を抉えぐるように刺し穿つ。

〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を深く突き込んだまま、カミトは〈神威〉を解放する。

「──死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト、死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト、死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラストっ！」

　容赦なく闇属性の三連撃を叩き込んだ。

　魔技を叩たたき込むたび、〈魔王〉の巨きよ躯くが激しく痙けい攣れんする。

　カミトは祈るように、四度目の闇の魔雷を放った。

　左ひだり眼めが燃えるように熱い。その視界は、ほとんど赤く染まっていた。

『カミト、だめ……これ以上は、私でも闇の力を抑えきれなくなる……！』

（……っ、わかってる、けど──！）

　この化物は、ここで仕留めなければ──

　五発目の〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉を放った。

　だが、〈魔王〉スライマンはなお、その活動を停止しない。

　心臓を貫かれたまま、その骨ばった右腕でカミトの首を締め上げた。

「……っ、か……はっ……！」

　そして──

　意趣返しとばかりに、闇の魔剣の刃を、えぐるようにカミトの腹に突き込む。

「くっ……あ……ああ、あああああっ！」

　そのまま、カミトの身体は地面に投げ捨てられた。

「……ぐっ、う……うう……！」

　真っ赤な鮮血が、瓦が礫れきの上に滴り落ちる。

　その血を吸った闇の魔剣を手に、〈魔王〉スライマンが歩みを進める。

（……っ、化物……め……！）

　カミトは胸中で罵り、苦笑した。

　それは自じ嘲ちようだった。

　──同じ化物になる、自分自身への。

　ドクン、と心臓が鼓動した。

　闇の瘴気が噴き上がり、魔剣にぶち抜かれたはずの腹の傷が、瞬時に癒える。

　二人の契約精霊の声は、もう聞こえない。

　ただ、彼女の微かすかに笑う声だけが、頭の中に残響した。

（俺……は──）

　意識が黒く塗りつぶされてゆく。

　彼は──

　ゆっくりと立ち上がった。

〈魔王〉スライマンが足を止める。

　恐怖の感情があるのかどうかは不明だが、本能的な危険を察したのだろう。

　無尽蔵の闇の〈神威カムイ〉が、彼の身体を満たした。

　地面を踏みしめるたび、闇の瘴気が発生する。

　オ、オオオオオオオオオ……！

〈魔王〉が咆ほう哮こうし、闇の魔剣を振り下ろした。

「……」

　だが、魔剣の放つ漆黒の雷火は、彼の手であっさりと握り潰される。

　当然だ。彼は、もはや闇そのものなのだから──

　もっとも、それが他の属性の魔術攻撃であったとしても、大差はなかっただろうが。

　まるで、時間さえも止まったようだった。

　彼は一歩、一歩と〈魔王〉に近付いた。

〈魔王〉スライマンが〈指輪〉を起動し、精霊を呼び出そうとする。

　遅い。あまりに緩慢すぎる動きだった。

　否いな、彼の眼めにはそう見えるのだ。

　彼は〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を無造作に構えると──

　ズンッ──と、魔王の心臓を刺し貫いた。

　それだけだった。

　それだけで、〈魔王〉の肉体は、光の文字となって虚空に消滅する。

　そのまま、彼はそこに立ち尽くした。





　　　　◇






　すべてを焼き尽くす焔ほのおの中で、彼女は零こぼれ落ちた記憶の欠片を見た。

　まだ幼いその少女が、祭殿へ初めて謁見に来たのは、何い時つのことだろう──？

　異界の闇に理性を蝕むしばまれ、憎悪と破壊の衝動に呑のみ込まれかけていた彼女の前に──

　少女は〈精霊姫〉として現れた。

「──今日より、わたくしがおそばにお仕えさせて頂きます」

　緊張に震えながら、祭壇の前に跪ひざまずいたのは、ルビアと名乗る姫ひめ巫み女こ。

　少女は、彼女がこれまでに見てきた、どの姫巫女よりも美しい顔立ちをしていた。

　……だが、それだけだ。

〈精霊姫〉として数年間だけ仕え、やがて去ってゆく。

　この少女も、そんな姫巫女の一人に過ぎないと、そう思っていた。

　──その時は。

「ほ、本日はっ、〈精霊王〉様のために新しい演舞を覚えてきましたっ！」

「〈神儀院〉のお庭に綺き麗れいなお花が咲いていたので、少し摘んでまいりました」

「〈精霊王〉様のために、お話を作ってきました。聞いていただけますか？」

「精霊王様っ、今朝、妹からお手紙が来たんです。お読みしてもいいですか？」

　幼さゆえの怖いもの知らずもあったかもしれない。

　少女は、これまでの〈精霊姫〉たちとは違い、彼女の機嫌を取ろうとはしなかった。

　そんな少女の態度に、彼女は戸惑いと鬱陶しさと、そしてある種の興味を覚えた。

　──この人間は、一体なんなのだ。

　──なぜ、最も畏怖すべき〈精霊王〉を畏れぬのだ、と。

　ある日、祭殿の前に現れた少女は言った。

「あ、あの、〈精霊王〉様、今日はお願いがあってまいりました」

　──許す、申してみよ。

　彼女は厳かな口調で、そう答えた。

〈精霊姫〉の奏上の多くは、〈人間界〉に繁栄をもたらすためのものだ。

　少女の願いも、その類のものであろうと思われた。

　だが──

「──えっと、〈精霊王〉様、あの……」

　──なんだ、早く申すがいい。私の気は長くはないぞ。

　脅かすように、祭壇に炎を噴き上げる。

「す、すみませんっ！　あ、あの、私と友達になって欲しいんですっ！」

　少女が口にしたのは、そんな言葉だった。

　もし〈神儀院〉の長老格が聞いていれば、泡を吹いて卒倒していたに違いない。

　──なんだと？

　彼女は怒気を含んだ声を、祭殿中に轟とどろかせた。

　少女がびくっと怯おびえたように肩を震わせる。

　それでも、気丈に顔を上げて──

「わ、私、妹と離れて寂しいんです。フィアナやレイハ、〈神儀院〉の後輩たちとも、あまり会えなくなってしまって、えっと、それで──」

　しどろもどろに説明する少女。

　当然、彼女は烈火の如ごとく憤怒した。

　──人間の姫ひめ巫み女こごときが友などとは、精霊の王である余に対して不敬である！

「ふああっ、お、お許しを！」

　祭壇に怒りの炎を落とすと、少女はあわてて逃げ出した。

　……〈神儀院〉の長老格にでも、手ひどく怒られたのかもしれない。

　その後、少女はもうそんな言葉を、口にするようなことはなかったが──

　それは、彼女にまだ〈精霊王〉としての理性があった頃の、最後の思い出の記憶。

　闇の中に灯ともる、小さな炎だった。





　　　　◇






　煉れん獄ごくの炎の中で、ルビアは〈火の精霊王〉の剣を掴つかんだ。

　荒れ狂う〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉最強の炎を、〈絶対零度の焔アブソリユート・フレイム〉で抑え込む。

　全身から放出される、凍える焔ほのお。

　それが一瞬でも途絶えれば、彼女の肉体は一瞬にして消滅するだろう。

「──思い出せ、精霊王〈ヴォルカニクス〉よ！」

　叫び、ルビアは〈ラグナレク〉の刃を抱きかかえた。

「お前に仕えた〈精霊姫〉、ルビア・エルステインの名を！」

　その瞬間、右手に刻まれた〈精霊刻印〉が、炎の中で眩まばゆく輝いた。

〈ラグナレク〉の刃が共鳴するように輝き、そして、光の粒子となって消滅する。

　荒れ狂う煉獄の炎は──

　跡形もなく、消え去った。

「……っ、う……！」

　ルビアは糸が切れた人形のように、その場にくずおれた。

「──ルビア様！」

　フィアナとエリスが、あわてて彼女のもとへ駆け寄ろうとするが──

　その時、ルビアの頭上で炎が燃え上がった。

　虚空より現れたその炎は、ゆらりと揺らめき、人の姿を形作る。

　ふわり、と軽やかに、瓦が礫れきの上に降り立ったのは──

　真紅の髪に、紅玉の瞳。ねじくれた角を持つ、美しい少女だ。

　──〈火の精霊王〉ヴォルカニクス。

　彼女はその紅玉の目を見開いて、膝を着いたルビアを見下ろした。

「……ルビ、ア……なのか？」

　と、呆ぼう然ぜんとした様子で呟つぶやく。

「……」

　ルビアは俯うつむいたまま、なにも答えない。

　目の前の少女の声さえ、届いていないようだ。

「……余は、おまえを知っておるぞ」

　ヴォルカニクスは震える指先で、ルビアの肩に触れた。

「おまえは、余の──」

　ルビアの身体が、ぐらりと揺れた。

　ヴォルカニクスはハッとして、彼女を抱き起こす。

　その表情からは、血の気が失せていた。

「ル、ルビア！　誰か、誰か治癒の魔術を──」
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「精霊王様、私たちが──」

　返事をしながら駆け付ける、フィアナとエリス。

　──と、その時だ。

　はるか彼方かなた、〈聖都〉の方角で、空が光った。





　　　　◇






〈魔王〉スライマンを滅ぼしたカミトを、濃密な闇の瘴気が包み込む。

　それはまるで、カミトを、どこか知らない場所へ連れ去ってしまうかのようで──

「──カミト！」

　叫び、クレアは駆け出した。

（……っ、あたしが、助けないと！）

　エストもレスティアも、おそらく、あの闇の力の支配下だ。

　いまカミトを助けることができるのは、自分しかいない。

　姉に教わったあの方法なら、まだ間に合うかもしれない──

　瓦が礫れきの山を乗り越え、カミトにたどり着きそうになった、その寸前。

　はるか彼方で、空が眩まばゆく光った。

（……なに!?）

　嫌な予感がした。姫ひめ巫み女この直感で、それがわかった。

「……っ、カミトっ！」

　クレアは躊躇ためらうことなく地を蹴って──

　カミトを覆い尽くす、闇の瘴気の中に身を躍らせる。

「……くっ、あ、うううっ……！」

　その瞬間、焼けるような激痛がクレアを襲った。

　溢あふれ出す闇の〈神威カムイ〉が、触れた肌を容赦なくなぶる。

　清浄な〈神威〉を宿した姫巫女にとって、耐え難いほどの苦痛。

「……っ、こ……の……、カミトを、返しなさいっ……！」

　それでも、クレアはカミトを掴つかむ手を離さない。

　あいつは何度も命を救ってくれた。

　いつだって、あたしのために駆けつけてくれたわ。

「今度は、あたしがカミトをっ──」

〈聖都〉の上空で生まれた、巨大な光が解き放たれた。

「カミトっ！」

　ドオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！

　凄すさまじい地響きが轟とどろき、〈浮遊島ラグナ・イース〉の大地が割れ砕ける。

「な、なに、きゃああああああああああっ！」

　闇の〈神威〉に呑のまれたカミトの身体を抱き締めながら──

　二人は、広大な〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の森へと落ちていった。





　　　　◇






　割れ砕けた〈浮遊島ラグナ・イース〉の大地が、巨岩の破片となって次々と大森林に落下する。

　人間たちが〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のために造った街は、その一撃で跡形もなく崩れ去った。

「──ふむ、さすがだね、エスト」

〈聖都〉アレクサンドリアの上空。

　空に渦巻く〈門ゲート〉の下で、〈聖女〉アレイシアは賛辞の声を上げた。

　吹き荒れる風が、美しい黄金色の髪をなびかせる。

　彼女は、手にした聖剣──〈テルミヌス・エスト〉をゆっくりと鞘さやに収めた。

　数多あまたの精霊を滅ぼしてきた、最強の〈精霊兵器〉。

「──君を失って千年、か。ようやく、僕のもとに帰ってきてくれたね」

〈聖剣〉の柄にそっと口づけし、〈聖女〉は頭上に渦巻く異界の〈門〉を見上げた。

　もう少しで、あの楽園へ至る道は完全に開くだろう。

　──そして、〈天使〉たちの守る存在に手が届く。

「ああ、もうすぐ、僕たちの夢見た世界を実現できるよ──」

　微笑ほほえんで、〈聖女〉アレイシアは手にした〈聖剣〉を見下ろした。
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　ほどよい光に満たされた空間で、フィアナは目を覚ました。

「……う、うう、ん……ここは？」

　悩ましげな吐息を漏らし、ゆっくりと半身を起こす。

　手をついた床は柔らかく、まるで羽毛の絨じゆう毯たんのような感触だった。

　彼女のすぐそばには、意識を失ったエリスが横たわっていた。

「……エリス？　ねえ、なにがあったの？」

　フィアナは、エリスをゆすり起こした。

「お、王女殿下、ここは一体……？」

　目を覚まし、鳶とび色いろの瞳を瞬かせるエリス。

「私にもさっぱりよ」

　フィアナは首を横に振った。

「あの白い光に呑のみ込まれて、気付いたらここにいたの」

　──あの瞬間。

　ルビアと〈火の精霊王〉のもとへ駆け寄った二人を、白銀の閃せん光こうが呑み込んだ。

　大地は砕け散り、彼女たちは真っ逆さまに地上へと落ちていったのだ。

　そのあとの記憶はない。

（……なにか、大きな白い怪物の姿を見たような気がするけれど）

　フィアナは、羽毛のような絨じゆう毯たんを撫なでた。

　床は温かく、まるで呼吸しているかのように微かすかに蠢うごめいている。

「ともかく、墜落しなくてよかった。と思うべきかしらね」

「ルビア様はどうなったのだろうか、カミトとクレアも──」

　エリスは心配そうに口にした。

　周囲の空間を見回すが、フィアナとエリス、二人のほかには誰も見当たらない。

　──と、その時だ。

「みなさんは、現在捜索中ですわ」

「……っ、リンスレット？」

　奥の暗闇から現れたのは、白狼の背に乗ったリンスレットだった。

「リンスレット、これは一体どういうこと？　ここはどこなの？」

　フィアナが矢継ぎ早に訊たずねると、

「ここは、精霊のお腹の中ですわ」

「な、なんだと？」

「お二人が空から落ちているのを見て、あわてて助けたんですのよ」

「リンスレット、あなたの精霊じゃないわよね……」

「ええ、もちろん──」

　頷うなずくリンスレット。

　では一体、誰の──？

「──私よ、オルデシアのお姫様」

　と、目の前の虚空に光の粒子が集まって、一人の少女の姿を象った。

「あ、あなたは──!?」

　そこに現れたのは、水鏡色の髪をした可か憐れんな少女。

〈水の精霊王〉──イセリア・シーウォードだった。





　　　　◇






　雨が降り出した。

　不気味な木々が鬱うつ蒼そうと茂る森の中──

「──カミト、目を覚まして、カミト！」

　クレアは、動かなくなったカミトの身体を強く抱きしめた。

　息はある。けれど、意識を取り戻すかどうかはわからない。

〈聖都〉より放たれた光が、〈浮遊島ラグナ・イース〉の大地を砕いた、あの瞬間。

　クレアは、カミトの手を掴つかんだまま落下した。

　咄とつ嗟さに、制服のポケットから浮遊の〈精霊鉱石〉を取り出して解放し、落下速度を落とすことには成功したものの、二人分の重さを浮かせることはできず、そのまま、この〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の森に墜落してしまったのだ。

「……カミト、お願い、戻ってきて……カミト！」

　雨に濡ぬれるのも気にせず、懸命に呼びかける。

（……あたしが、カミトを助けないと！）

　エストもレスティアも、反応する様子がない。

　いまカミトを救えるのは、自分しかいないのだ。

　だが、そんな彼女を嘲あざ笑わらうかのように──

　闇の〈神威カムイ〉が、霧のようにカミトの身体を包み込んでゆく。

（姉様に教えてもらった、闇の〈神威〉を祓はらう儀式……）

　それは、自身もまた、闇に呑のみ込まれる危険を伴うものだ。

　それでも、クレアは迷わなかった。

（……カミト、あたしは、あんたに何度も命を救われたわ）
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　だから、今度はあたしがカミトを守る──

　胸もとのリボンをしゅるっと取り、上着のボタンを外した。

　重く濡ぬれた制服を脱ぎ、スカートのホックを外すと、あられもない下着姿になる。

　カミトの前で、自分から、こんな恥ずかしい格好になっている。

　そう思うと、羞恥に肌が火ほ照てる。

　けど、そんなのを気にしてる場合じゃない。

（……そ、それに、カミトになら、み、見られても嬉うれしいもの）

　きゅっと唇を噛かんで、覚悟を決める。

　ゆっくりと、闇の瘴気に覆われたカミトの身体に覆いかぶさった。

　シルクの下着に包まれた、可愛かわいらしいふたつの膨らみが、ふにゅんとあたる。

「……ぁ、んっ……♪」

　頬ほおを真っ赤に染め、クレアは彼の耳もとで囁ささやく。

「──好きよ、カミト」

　桜の蕾つぼみ色いろの唇が、そっとカミトの唇に触れた。





　　　　◇






　はじめに生まれたのは、〈光〉と〈闇〉の精霊だった。

〈光〉の精霊は世界を照らし、〈闇〉の精霊は世界を夜で覆った。

　やがて、その世界に、〈火〉と〈風〉、〈水〉と〈土〉の精霊が生み落とされた。

　精霊たちは自身の眷けん属ぞくとなる精霊を生み出し、世界を創り上げていった。

〈元素界アストラル・ワールド〉──調和と均衡の取れた、完全な楽園。

　それが壊れてしまったのは、何い時つだろうか──？




（……これは？）

　その奇妙な夢の中で、カミトは目を覚ました。

　意識ははっきりしている。直前の記憶は、〈天使〉の召喚した〈魔王〉スライマンを滅ぼしたところで途切れていた。

（……俺は、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力に呑のみ込まれ、魂を支配された）

　だとすれば、これは夢を見ているのではなく──

（……彼女の心の中を、直接見ているのか）

　無限に広がる闇の空間で、カミトはゆっくりと立ち上がった。

　その手には、双剣──〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉と〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉がある。

　これまでの夢の中では、消えていたものだ。

　──それが、ある。

（……やっぱり、夢じゃない。俺の魂は、彼女の意識の中に囚とらわれちまったんだ）

　そう判断を下し、カミトは双剣の柄を強く握りしめた。

　と──

「──くふ、ようやく我のものとなったの、可愛かわいい愛いとし子ごよ」

「……っ!?」

　響き渡ったその声に、カミトはハッとして周囲に目をくばる。

　──と、彼の背後に、濃密な闇の塊がわだかまっていた。

「よお、直接会うのは初めてだな、あんたと」

　死を孕はらむようなその気配に、背筋が凍るのを感じながら、カミトは軽口を叩たたく。

　あるいは、二人の契約精霊がいなければ、声が震えていたかもしれない。

　そのことを、この化物には、見抜かれているのかどうか──

「──よい度胸よ。あの〈魔王〉と呼ばれた千年前の若造より資質がある」

　闇の塊が、揺蕩たゆたうように姿を変え、人の姿を象った。

　あまりにも眩まばゆい、真っ白な肌が、闇の中の浮かび上がる。

　玻は璃り細工のように華きや奢しやな手足。童女のように小柄な身体。

　そして、カミトの相棒の闇精霊と同じ、美しい夜色の髪。
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　金色に輝く神秘的な瞳が、カミトを興味深そうに見つめている。

　その少女の背中に、漆黒の翼が広がった。

　まるで、世界を覆う夜の帳のように──

〈闇の精霊王〉──レン・アッシュドールが、そこにいた。





あとがき







　──この焔ほのお、見忘れたか、ヴォルカニクス！




　お待たせしました、志し瑞みずです。

『精霊使いの剣舞』19巻『聖都消滅』をお届けいたします！

〈魔王の都〉から帰還し、学院の奪還に成功したカミトたち。〈天使〉と戦い、満身創痍となったカミトに、グレワースは二十四年前の真実を語りはじめる。〈闇の精霊王〉の力に蝕むしばまれるカミト、消えた聖都の謎、完璧お嬢様リンスレットさんの意外な弱点、そして、〈聖王〉アレクサンドロスの真の目的とは──？

　エストのニーソの秘密に迫る19巻、ぜひお楽しみ頂ければ幸いです。

　最近、夏の暑さのせいか、体調をガタガタ崩してしまい、関係者の皆様には大変ご迷惑をおかけしました。小説家は身体が資本、摂生を心がけようと思います……！




　謝辞です。今回も素敵に可愛かわいいイラストを描いてくださった〆しめ[image: ]さばコハダ先生、本当にありがとうございました。どのイラストも素晴らしいのですが、カミトとクレアの並び立つシーンはとくに最高です。担当編集様、今回もいろいろとご迷惑をおかけしました。いつもありがとうございます。そしてなにより、19巻までお付き合いくださっている読者の皆様、皆様のおかげで、このシリーズはここまで来ることができました……！

　シリーズ開始から、もう８年になるんですね。コミカライズ、アニメ化、サイン会、台湾でのイベント、にーそっくすすのライブなどなど、この８年でいろいろなことがあって、いろいろな体験をさせて頂きました。20巻が最終巻となりますが、どうか最後まで、精霊使いの剣舞シリーズを楽しんでくれたらと思います！

　アニメ版のキャスト陣によるオーディオドラマの脚本も描き下ろしました。テーマは〈チーム・スカーレット〉の同窓会、こちらもぜひぜひ聴いてくださいね！

　最後にちょっとだけ宣伝を。月刊コミックアライブにて好評連載中、市いち原はら和かず真ま先生の描く、放課後学園マギクラフト『放課後ビッチ・クラフト』の原作を担当させていただきました。楽しくえっちな漫画になる予定なので、どうぞお楽しみに！




　──そんなわけで、次巻はいよいよ最終巻。

　最高のエンディングをお届けできるよう、がんばります！





二〇一八年　八月　志し瑞みず祐ゆう
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